
図 面 目 録 1 ／ 2

図面番号 名 称 縮 尺 図面番号 名 称 縮 尺

D-1 一般平面図 1/200 S-3 ＜資材倉庫＞構造細目共通図（３） ―

D-2 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その１） ― S-4 ＜資材倉庫＞構造細目共通図（４） ―

D-3 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その２） ― S-5 ＜資材倉庫＞構造細目共通図（５） ―

D-4 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その３） ― S-6 ＜資材倉庫＞構造細目共通図（６） ―

D-5 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その４） ― S-7 ＜資材倉庫＞構造関係共通事項（鉄骨標準図その１） ―

D-6 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その５） ― S-8 ＜資材倉庫＞構造関係共通事項（鉄骨標準図その２） ―

D-7 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その６） ― S-9 ＜資材倉庫＞ベースパック柱脚工法　設計施工標準図1/2 ―

D-8 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その７） ― S-10 ＜資材倉庫＞ベースパック柱脚工法　設計施工標準図2/2 ―

D-9 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その８） ― S-11 ＜資材倉庫＞QLデッキ合成スラブ設計・施工標準 ―

D-10 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その９） ― S-12 ＜資材倉庫＞各階伏図 1/100

D-11 ＜資材倉庫＞建築工事特記仕様書（その１０） ― S-13 ＜資材倉庫＞軸組図 1/100

D-12 ＜資材倉庫＞法規チェックリスト（１） ― S-14 ＜資材倉庫＞地中梁、スラブリスト 1/30

D-13 ＜資材倉庫＞法規チェックリスト（２） ― S-15 ＜資材倉庫＞部材リスト（１） 1/15

D-14 ＜資材倉庫＞法規チェックリスト（３） ― S-16 ＜資材倉庫＞部材リスト（２） 1/20

D-15 ＜資材倉庫＞求積図、面積表 1/100 S-17 ＜資材倉庫＞部材リスト（３） 1/20

D-16 ＜資材倉庫＞仕上表 ― S-18 ＜資材倉庫＞仮設図（参考図） 1/100

D-17 ＜資材倉庫＞平面図、屋根伏図 1/100

D-18 ＜資材倉庫＞立面図 1/100 AM-1 ＜資材倉庫＞機械設備工事特記仕様書 ―

D-19 ＜資材倉庫＞断面図 1/100 AM-2 ＜資材倉庫＞換気設備　系統図 ―

D-20 ＜資材倉庫＞平面詳細図 1/50 AM-3 ＜資材倉庫＞換気設備　1F平面図 1/50

D-21 ＜資材倉庫＞断面詳細図 1/50 AM-4 ＜資材倉庫＞換気設備　2F平面図 1/50

D-22 ＜資材倉庫＞雑詳細図 1/10 AM-5 ＜資材倉庫＞換気設備　断面図 1/50

D-23 ＜資材倉庫＞建具平面図、建具表 1/50 AM-6 ＜資材倉庫＞給排水衛生設備　系統図 ―

D-24 ＜ユニット油庫＞平面図、立面図、断面図（参考図） 1/25 AM-7 ＜資材倉庫＞給排水衛生設備　1F平面図 1/50

D-25 ＜資材倉庫＞鋼製棚詳細図（１）（参考図） 1/20 AM-8 ＜資材倉庫＞場内整備図 1/100

D-26 ＜資材倉庫＞鋼製棚詳細図（２）（参考図） 1/20

D-27 ＜資材倉庫＞クレーン仕様書（参考図） 1/25

S-1 ＜資材倉庫＞構造細目共通図（１） ―

S-2 ＜資材倉庫＞構造細目共通図（２） ―
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図 面 目 録 2 ／ 2

図面番号 名 称 縮 尺 図面番号 名 称 縮 尺

AE-1 ＜資材倉庫＞特記仕様書 NONE

AE-2 ＜資材倉庫＞建築電気設備　凡例 NONE

AE-3 ＜資材倉庫＞照明器具姿図 NONE

AE-4 ＜資材倉庫＞電灯設備　平・断面図 1/100

AE-5 ＜資材倉庫＞コンセント設備　平面図 1/100

AE-6 ＜資材倉庫＞電灯・動力設備　結線図 NONE

AE-7 ＜資材倉庫＞動力設備　平面図 1/100

AE-8 ＜資材倉庫＞幹線設備　平面図 1/200

AE-9 ＜資材倉庫＞主幹盤　結線図 NONE

令和8年度　長泉第1浄水場倉庫建設工事



１号水源

第６水源

流量計室

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10No.0

第２水源

２号配水池 ３号配水池

次亜棟

自家発電機

水位調整弁室

＜凡例＞

：今回対象施設

+0.90

±0

+0.40

１号配水池

幅
員

8.
00m

法第42条1項1号道路

道路境界線

隣地境界線

防災備蓄倉庫

設備棟

　(資材倉庫・油庫新設）

H17 DCIP-NS φ
200

備品倉庫(1)

資材倉庫

備品倉庫(2)

便所

5000

5
00

隣地境界線

道路境界線

油庫



・

・

※

・

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

工事設計図

4．工事範囲

特 記 仕 様 書

令和　　年　　月（全　　　枚）

新築1棟

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の全てを工事範囲とする。

　　 全て今回工事範囲とする。
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16 建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

土工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

・押出成形セメント板工事

20

18

19 内装工事

塗装工事

ユニット及びその他の工事

21

22

23

排水工事

舗装工事

植栽及び屋上緑化工事

仮設工事

工事種目 工事範囲

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1

（1）（倉庫）Ｓ造，地上2階，延面積233.04㎡

静岡県長泉町納米里地内

3514.24㎡　

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし，その他の工事種目は

Ⅱ　工事仕様

1．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

 　（建築工事編）令和7年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

2．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用

　　する。

　　なお，電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図，機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

　　 　　印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は，共に適用する。

3．特記仕様書の適用は次による

（1）項目は、・印の付いたものを適用する。

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内の表示番号は，標準仕様書の当該項目，当該図又は当該表を示す。

各
章
共
通
事
項

　・建築物解体工事共通仕様書　令和4年版　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　・営繕工事写真撮影要領　令和5年版　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　・建築工事標準詳細図　令和4年版　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

・一般事項 適用基準等

　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次による。

　・

・工事実績情報システム 登録

情報共有システムの適用及び機能要件

(1.1.4)

(1.1.5)

・適用する

　　機能要件（・現場説明書による　　・　　　　　　　）

法令等の適用区分 

（コリンズ）への登録 ・する

　・風圧力

　・積雪荷重

　　　風速（Vo＝　30m/s）

　　　地表面粗度区分（ ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ ）

　　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

　　　別表（　　）

・遠隔臨場の実施 遠隔臨場の適用及び実施内容 

　・適用する (1.1.14)

　　　実施内容（・現場説明書による　　・　　　　　　　　）

・実施工程表 (1.2.1)概成工期

・技能士 適用

鉄筋工事

仮設工事

・鉄筋組立て作業

・とび作業とび

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

鉄骨工事

・コンクリートブロック工事作業   

・構造物鉄工作業

鉄筋施工

型枠施工 ・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業
コンクリート工事

コンクリート圧送施工

ブロック建築コンクリートブロック・

ALCパネル及び押出成形

セメント板工事
・エーエルシーパネル工事作業

・シーリング防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

防水工事

エーエルシーパネル施工

防水施工

鉄工

　防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

タイル工事

木工事

石工事 ・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

石材施工

タイル張り

・内外装板金作業

建築大工

建築板金

・FRP防水工事作業

　防水工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法

屋根及びとい工事

左官工事 ・左官作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業　

内装仕上げ施工
金属工事

建築板金

左官

・自動ドア施工作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

塗装工事 ・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ビル用サッシ施工作業カーテンウォール工事 サッシ施工

・プラスチック系床仕上げ工事作業

ガラス施工

塗装

内装仕上げ施工
内装工事

　適用する技能検定の職種及び作業の種別は下表による。

(1.5.2)

・カーペット系床仕上げ作業

排水工事

植栽工事

・ボード仕上げ工事作業

・木質系床仕上げ工事作業

表装 ・壁装作業

・建築配管作業配管

舗装工事 路面標示施工 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

造園 ・造園工事作業

・施工の検査等

・総合試運転調整

見本施工の実施

関連工事等との総合試運転調整

・行う　（適用箇所： ・現場説明書による　　・　　　　　　　）

(1.5.5)

(1.5.7)

濃度測定の実施  

・適用する　　　　 

・化学物質の濃度測定

　測定時期　　・現場説明書による　　　・

　測定対象化学物質

　・ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　・

　測定方法

　・バッシブ型採取機器による　　・

　測定対象室及び測定箇所　　

　・現場説明書による　　・

(1.5.10)

中間技術検査の実施

　・実施回数（　　　）回

　・実施する段階（　　　　　　　　　　）

・技術検査

・完成時の提出図書

(1.6.2)

 (1.7.1～1.7.3)提出図書　

　※標準仕様書1.7.2及び1.7.3による

　・

・完成図 種類、記入内容等　  (1.7.2) (表1.7.1)

　※標準仕様書 表1.7.1による　　　　・

　　　提出部数　（　　　　）部　

　　　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　）

  (1.7.3)作成等　

　提出部数　（　　　　）部 

　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　　）

・保全に関する資料

・完成写真

　撮影箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　撮影仕様（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　提出仕様（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工事完成時に以下の完成写真を撮影し、監督職員に提出する。

・図示による　　・TP+73.129

土
工
事

3

4

地
業
工
事

仮
設
工
事

2

　設備

　　※監督職員との協議による　　

　　・現場説明書による　　・

　規模、仕上げの程度

　　・現場説明書による　　・

　　・現場説明書による　　・

　備品等の種類及び数量

　建物

・工事用水 構内既存の施設

・利用できない　　・利用できる（ ・有償　　・無償 ）

(2.3.1)監督職員事務所等

　　・設置する　　・設置しない

・埋戻し及び盛土

処理

・構外搬出（搬出先：サンウッド（株））

　　・構内指定場所に堆積　　・構内指定場所に敷均し

　　・上記については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお、

　　・Ｂ種　施工箇所（　　　　　）

　　・Ａ種　施工箇所（　　　　　）

　　・Ｃ種　施工箇所（　　　　）土質(　　)　

　　・Ｄ種　施工箇所（　　　　）

　　受渡場所（　　）

(4.2.1)直接基礎  

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

　　・図示による　　・　

　試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　　・行う　　・行わない

　　　　位置等　　・図示による　　・

　支持層の位置及び土質（杭先端の位置含む）

　　・図示による　　・

　試験杭の位置、本数及び寸法    

　　・図示による　　・

杭の載荷試験 (4.2.3)

　・適用する　　・適用しない    

　　載荷試験の方法

　※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

(1.1.13)

(1.2.4)・工事の記録等

・電気保安技術者

報告に用いる書式等 

　　・標準仕様書1.2.4(4)により整備する工事写真については次による

・有り（・現場説明書による　　・　　　　　　）　　・無し

配置

　　・する

 (1.3.3)

・施工条件  (1.3.5)標準仕様書1.3.5(1)以外の施工条件

　　・発注者に引渡しを要するもの 

　　・現場説明書による　　・

　　　・現場説明書による　　・

　　・特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　　　・現場説明書による　　・

　　・工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

　　　・現場説明書による　　・

・発生材の処理等 処理等  (1.3.11)

 (1.4.2)品質等・材料の品質等

（１）本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及び

　　　性能を有するものとする。

（２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品

　　　を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料製造所の指定する工

　　　法とする。

（４）本工事に使用する材料のうち，（５）に指定する材料の製造業者等は，次の①から⑥の

　　　事項を満たすものとし，その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建築協会が発行

　　　する「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）を監督職員に提出し

　　　て承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

　　　④法令等で定める許可，認可，認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること。

　　　⑥販売，保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　・（一社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質評価事業」において評価書が発行

　　　されている材料

　　　　床型枠用鋼製デッキプレート，鉄骨柱下無収縮モルタル，無収縮グラウト材，押出成形

　　　セメント板，成形伸縮目地材，乾式保護材，セラミックタイル，既調合モルタル，既調合

　　　目地材，ルーフドレン，吸水調整材，防水剤，アルミニウム製建具（コンクリート系下地

　　　建具，ステンレス製建具，錠前類，クローザ類，自動ドア機構，自閉式上吊り引戸機構，

　　　及び鉄骨下地），樹脂製建具（コンクリート系下地及び鉄骨下地），鋼製建具，鋼製軽量

　　　重量シャッター，軽量シャッター，オーバーヘッドドア，ガラス，現場発泡断熱材，フ

　　　リーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、天井点検口，床点検口、

　・する　（適用箇所： ・現場説明書による　　・　　　　　）

　・しない

　(3.2.5)

　(3.2.3)(表3.2.1)

杭基礎

　　・図示による　　・

　　・

　載荷試験の試験杭の位置、本数及び載荷荷重

　報告書の記載事項　

　　・

　・適用する　　・適用しない    

　　載荷試験の方法

(4.2.4)地盤の載荷試験

　　　平板載荷試験

　　　・地盤工学会基準JGS 1521 による

　　　・

載荷試験の位置、載荷荷重

　　・図示による　　・

　報告書の記載事項　

　　・

材料

　杭の種類

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　　SC杭の鋼管材料

　・

　杭の性能及び曲げ強度等による区分等

　杭の寸法、継手の箇所数等

　杭先端部形状

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

　　　・SKK400　　・SKK490　　・

(4.3.3)

　　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・

(4.3.3)

工法

　・セメントミルク工法   

　・特定埋込杭工法  

(4.3.1)(4.3.4)

(4.3.1)(4.3.5)

　　　掘削深さ

　　　杭の支持層への根入れ長さ

　　　・図示による　　・

　　　杭の水平方向の位置ずれ精度

　　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・

　　　・図示による　　・

　　　根固め液及び杭周固定液の管理試験

　　　・プレボーリング拡大根固め工法掘削深さ

　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　・

継手

　杭の継手の工法

　・溶接継手

　　　溶接材料

　　　　・

　　　・機械式継手

(4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

杭頭の処理    (4.3.8)

　・処理する　　　・処理しない

　　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

　　　　・図示による　　・

・既製コンクリート

　杭地業

　　　・

　　・鉛直載荷試験

　　・水平載荷試験

　　　・地盤工学会基準JGS 1831 による

　　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容

　　　　　支持力式でα=250を採用できる工法

　　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容

　　　　　支持力式のうちα、β、γが以下の値を採用できる工法

　　　　　　α=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

・試験及び報告書等

・建設発生土の処理

・監督職員事務所等

・設計ＧＬ

　建築基準法に基づく風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・書面の書式及び取扱い

・関係法令等の遵守

（2）特記事項は，　 印の付いたものを適用する。

材料及び工法                              

※標準仕様書 表3.2.1による        ・

(4.2.2)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　

　　　・地盤工学会基準JGS(     )による

　　　　※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による　　・

　　・現場説明書による　　・

　　『営繕工事写真撮影要領による 工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編

　　　令和5年版』　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメントモルタル，鋳鉄製ふた

倉庫、油庫

倉庫新設に関わる全て

倉庫新設に関わる全て

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

倉庫

・利用できない　  ・利用できる（ ・有償　　・無償 ）

構内既存の施設・工事用電力

図示による

図示による

2

2

受注者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、
現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

新築1棟（2）（油庫）Ｓ造，地上1階，延面積3.20㎡

土木工事とする

土木工事とする

土木工事とする
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地
業
工
事

・鋼杭地業 材料

材料その他　

　鋼杭の材料　　・図示による　　・

工法

　特定埋込杭工法

　　・中掘り拡大根固め工法

　　・

　　　　値を採用できる工法

　　　　　α＝（　　）、β＝（　　）、γ＝（　　）

継手

　杭の継手の工法

　・溶接継手

　　　　・

　・機械式継手

杭頭の処理等  

　・処理する　　・処理しない

　　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

　　　　・図示による　　・

・場所打ちコンクリート

(4.4.3)(4.4.5)(7.2.5)

(4.3.8)(4.4.6)

(4.3.5)(4.4.4)

(4.5.4)

(4.5.4)(5.2.1)

捨コンクリートの厚さ  

　※50mm　　・

範囲 

　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

　・図示による　　・

コンクリートの種類

　※普通コンクリート　　・

標準仕様書 表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合

　・図示による　　・

設計基準強度      

　※18N/mm2 　　・

スランプ    

　※15cm又は18cm　　・

 (4.6.4)

(4.6.4)

 (4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

　・適用する　　　     

防湿層

材料

範囲 

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

　・図示による　　・

(4.6.5)

 (4.6.2)

 (4.6.5)

材料　

　固化材の種類　　・セメント固化材　　・

工法  

　方式

　　※機械撹拌方式　　・

　改良体の設計基準強度(Fc)、改良体長さ、改良率、改良体幅

　　・図示による　　・

　固化材の配合量及び水固化材比を決定するための対象とする地層

　　・図示による　　・

　室内配合試験における一軸圧縮試験の供試体数

　　・図示による　　・

　特殊な地盤等での試験施工

　　・図示による　　・

　改良工事完了後の試験

　　一軸圧縮試験の検査対象、コア採取方法、供試体数、検査方法

　　　・図示による　　・

　　六価クロム溶出試験

　　　・適用する　　・適用しない

 (4.7.2)

 (4.7.3)

材料　

　固化材の種類　　・セメント固化材　　・

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

　室内配合試験における一軸圧縮試験の供試体数

　　・図示による　　・

　改良体の設計基準強度(Fc)、改良対象土、改良範囲、改良厚さ

　固化材の配合量を決定するための対象とする地層

　改良工事完了後の試験

　　一軸圧縮試験の検査対象、コア採取方法、供試体数、検査方法

　　　・図示による　　・

　　六価クロム溶出試験

　　　・適用する　　・適用しない

工法  

　　※原位置混合方式　　・ 

　方式

 (4.8.2)

 (4.8.3)

鉄筋の種類等   (5.2.1)5

鉄
筋
工
事

　

　・SD295

・SD345

種類の記号 呼び径（mm） 備考

・ D16以下

・ D19以上

　

　

・     

・     

　

　

鉄線の形状等   (5.2.2)

種類

・溶接金網

種類の記号 鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径(mm) 使用部位

　

　

鉄筋の折曲げ形状及び寸法　

　・鉄筋の折曲げ角度が90°未満の折曲げ内法直径（D）

　　（　　　）以上

鉄筋の継手の方法等（構造細目共通図による）    

 (5.3.2)

 (5.3.4)

部 位

柱及び梁主筋

耐力壁の鉄筋

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

上記以外（　　　　　　）

継手の方法

継手位置

　・図示による　　・

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

　・図示による　　・

耐力壁の重ね継手の長さ

　・図示による　　・

　※標準仕様書5.3.4(3)(ｱ)による

鉄筋の定着長さ

　・図示による　　・

　※標準仕様書 表5.3.4による

機械式定着工法

　※標準仕様書図5.3.3により5.3.4(5)(ｲ)を全て満足する

　・図示による

・適用する　　・適用しない

　　適用箇所　　・図示による　　・

　　種類　　　　・図示による　　・

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　　　柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　　　　・有り　使用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

　　　軽量コンクリートの適用の有無

　　　　・有り　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　　・

　　　耐久性上不利な個所の有無（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　・有り　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・

　・図示による

各部配筋 

　・図示による　　・

　※標準仕様書 表5.3.6による

抜取試験 

　※超音波探傷試験　標準仕様書5.4.10(ｲ)(a)による

　・引張試験

　　　試験方法等　　・図示による　　・

工法

　適用箇所

　　・図示による　　・

　機械式継手の種類    

　　・A級　　・

　　・図示による　　・

　鉄筋相互のあき

　　　・評定等の内容による　　・図示による

施工完了後の継手部の試験   

　外観試験

　　試験項目及び合否判定

　　　・図示による　　・ 

　　外観試験で不合格となった場合の措置   

　　　※標準仕様書5.5.6(1)による

　　　・図示による　　・

　　試験対象

　　　・図示による　　・　

　　超音波測定試験で不合格となった場合の措置

　　　・図示による　　・

・超音波測定試験

コンクリートの類別  

・普通コンクリート

・軽量コンクリート

　適用箇所（　　　　　　　　）

設計基準強度（N/mm2） スランプ（cm）

種類

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種 別

・A種

・B種

・C種

適用箇所

・図示による　　・　　　　

・図示による　　・　　　　

・図示による　　・　　　　

種 別 適用箇所

・図示による　　・　　　　

・図示による　　・　　　　

・図示による　　・腰壁　　

コンクリートの仕上げの平たんさ 

・a種

・b種

・c種
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(5.3.5)

 (5.3.7)

(5.4.10)(5.4.11)

(5.5.3)

(5.5.3)

(5.5.3)

(5.5.5)

(5.5.6)

(5.5.6)

(6.2.1)(表6.2.1)

(6.2.1～6.2.4)(表6.2.2)

(6.2.1)(6.10.2)

(6.2.1)

(6.3.1)

(6.2.5)(表6.2.4)

(6.2.5)(表6.2.5)

・鉄筋のかぶり厚さ及び

　間隔(溶接金網を含む)

　　・A級　　・

　　・図示による　　・

　鉄筋相互のあき

　溶接継手の工法     

　　・図示による　　・

工法

　適用箇所

　　・図示による　　・

(5.6.3)

(5.6.3)

(5.6.3)

(5.6.3)

・コンクリートの種類

　・高炉セメントB種

　　　適用箇所( 　                      　　　　　)

　・フライアッシュセメントB種

　　　適用箇所( 　　　　　                    　　)

　・普通エコセメント

　　　適用箇所(　                   　　　　　　　)

(4.4.3)

・溶接継手　　　・重ね継手

・重ね継手　　　・ガス圧接

・重ね継手　　　・

・ガス圧接　　　・機械式継手

・重ね継手　　　・

　・図示による　　・

・

・

・

・

基礎、基礎梁、

土間スラブ　　

・建築基準法第37条第二号の規定に基づき認定を受けたコンクリート

※15又は18　　・　　　　

・　　　　　　　　　　　

・　　　　　　　　　　　

※18          ・　　　　

・  　　　　　　　　

・  　　　　　　　　

・  　　　　　　　　

・  　　　　　　　　

柱、梁、スラブ、壁

　使用方法及び使用量

　　※監督職員の承諾による　　・

調合管理強度

　構造体強度補正値（S）

(6.3.2)

(6.3.2)

・混和材料 混和材料の適用及び種類 (6.3.1)

　・混和剤        

　　　混和剤の種類

　・混和剤        

　　　混和剤の種類

・コンクリートの調合

・セメント

・構造体コンクリート

　の仕上り

・溶接継手

・機械式継手

・圧接完了後の

　圧接部の試験

・各部配筋

・捨コンクリート

地業

・床下防湿層

・地盤改良（深層混合

　処理工法）

・地盤改良（浅層混合

　処理工法）

・鉄筋

・溶接金網

・加工

・継手及び定着

　杭地業

　　※標準仕様書 表6.3.2による　　・

目地の寸法

　　※標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

　　・図示による　　・

ひび割れ誘発目地の位置、形状

　　・図示による　　・

　　※スパンの中央又は端から1/4の付近

　　※スラブ、壁梁又は基礎の上端

　　・図示による　　・

　　・　

打継ぎの位置 

　梁及びスラブ

　　・図示による　　・

　柱及び壁

　　・図示による　　・

　　・　

打増し厚さ 

　・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

　　・20mm　　・

　・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　

　　・10mm　　・20mm　　・

打増し範囲

せき板の材料 

　・　

・断熱材を兼用した型枠

　　使用箇所

　　　・図示による　　・

・MCR工法用シート

　　　　適用箇所

　　　・図示による　　・

(6.6.4)

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

 (6.8.1)

 (6.8.1)

 (6.8.2)

 (6.8.2)

・打継ぎの位置、ひび

　割れ誘発目地、打継

　目地

・打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

・型枠

　　　・図示による　　・AM図による

スリーブの材種・規格等  (6.8.2)

型枠の最小存置期間

　　　・セメントの種類が普通エコセメントの場合　（　　　　）

適用箇所 

　・図示による　　・

種類

　・1種　　・2種

気乾単位容積重量

スランプ

　※21cm　　・

　・図示による　　・

適用期間

構造体強度補正値(S) 

　・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

スランプ

　※21cm　　・

構造体強度補正値(S)

 (6.8.4)

 (6.10.1)

(6.10.2)(表6.10.1)

  (6.11.1)

(6.11.2)

(6.12.2)

　・（　　　　）t/m3

・軽量コンクリート

・寒中コンクリート

・暑中コンクリート

　※標準仕様書 表6.12.1による　　・

　・

適用箇所

・図示による　　・

セメントの種類

　・普通ポルトランドセメント

　・中庸熱ポルトランドセメント

　・低熱ポルトランドセメント

　・高炉セメントB種

　・フライアッシュセメントB種

　・シリカセメント

(6.13.1)

(6.13.2)

・マスコンクリート

混和材料

　・混和剤   

　　　混和剤の種類

(6.13.2)

　・混和材

　　　混和材の種類

スランプ 

　※15cm     ・　

構造体強度補正値（s）

(6.13.2)

(6.13.2)

　※標準仕様書 表6.13.1による　　・　

呼び径(mm)

適用箇所

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合

　鉄筋の種類    

　帯筋の加工及び組立 

　鉄筋の最小かぶり厚さ  

　　・100㎜　　・

　鉄筋かごの補強     

　　・図示による　　・

　　※重ね継手　　

　　　　重ね継手の長さ

　　・

　　・A種　　・B種　　・評定等の内容による

　スランプ  

　構造体強度補正値（S）

　　※3N/mm2

　　・図示による　　・評定等の内容による　　・

　鋼材部分の材料

　　・図示による　　・

工法

　・アースドリル工法

　・リバース工法

　・オールケーシング工法

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　・拡底杭工法

　・

　杭の支持層への根入れ長さ

　　・図示による　　・

　杭の水平方向の位置ずれ精度

　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・

　孔壁の確認（超音波測定器による）

　主筋の基礎底盤への定着長さ

　　・図示による　　・

　セメントの種類       

　　※高炉セメントB種　　・

　コンクリートの設計基準強度（Fc）

　　・図示による　　・

　コンクリートの種別    

　・行う　　・

　　測定箇所

　　　・試験杭（　　）箇所、本杭（　　）箇所　　  ・

材料

　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石 

砂利地業の厚さ  

　※60mm　　・

範囲

　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下、土間コンクリート下

　

　

　

　

　

　・SD295

・SD345

・     

種類の記号 呼び径（mm） 備考

(4.5.4)

 (4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)(5.3.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(4.5.4)(5.3.4)

(4.5.4)

(4.5.4)

 (4.5.4)(表4.5.1)

(4.5.1)(4.5.4～4.5.6)

 (4.6.2)

(4.6.3)

材料

　※60mm　　・

範囲

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂地業の厚さ  

 (4.6.2)

(4.6.3)

　・図示による　　・

　・図示による　　・

・砂地業

・砂利地業

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　　　適用箇所( ※下記以外全て　　・　　　　　　　)

　　シリカセメントA種又はフライアッシュセメントA種

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　　・平成13年国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、γが以下の

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　・

標準仕様書5.3.4(5)(ｲ)の場合の折曲げ定着の方法

　平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

　　　※標準仕様書 表5.5.1～表5.5.3による

　平成12年建設省告示第1463号に適合する性能 

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、

標準仕様書6.3.2(ｲ)(f)の①～③以外の混和材料

　　　　※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　・

　　　　※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　・

　※標準仕様書6.8.2(1)(ｱ)、(ｲ)による

　・合板（ 厚さ：※12mm　　・　　　　　　　）

　・積算温度を基に定める (              ) 

　　　　※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　　・

　　　　※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　　・

　組み立てた鉄筋の節ごとの継手         

　　　　　※標準仕様書 表5.3.2による　　・

　　※21cm　　・18cm　　・（　　　）cm

　　　鋼管の種類　　・SKK400　　・SKK490　　・

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

　　　溶接材料

　　　　・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　

　　・図示による　　・
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フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材

　・使用する　　適用箇所（　　　　　　　　　　　）

　・使用しない

再生骨材Ｈ（普通エコセメントを使用するコンクリート）

　・使用する　　適用箇所（　　　　　　　　　　　）

　・使用しない

アルカリシリカ反応性による区分        

　※A　　・B

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

・骨材

24



6

スランプ

　※15㎝又は18㎝　　・

適用箇所

　※標準仕様書 6.14.1(4)による

　・図示による　　・

・標準仕様書 表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合

（　　　　　　　　　　　　　　　）

適用箇所 

　・図示による　　・

　空気量

コンクリートの種類 

　※普通コンクリート　　・

設計基準強度

　※18(N/mm2)　　・

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.14.1)

(6.15.1)

(6.14.1)

(6.14.1)

・無筋コンクリート

適用箇所（部位、部材）

　・図示による　　・

材料及び調合

　スランプフロー

　空気量

　単位粗骨材かさ容積

7

鉄
骨
工
事

 (6.16.1)

鉄骨製作工場の加工能力

　・国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作工場

　　又は同等以上の能力のある工場

　（　　　　　　）グレード以上

　・監督職員の承諾する工場

種類等 

形状及び寸法

　・図示による　　・

板厚方向に引張力を受ける鋼材の試験

　・行う（適用箇所：　　　　　　　　）　　・行わない

鉄骨製作工場における施工管理技術者　

　・適用する

　

　

種類の記号

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

規 格

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

(7.1.3)

(7.1.3)(7.1.4)

 (7.2.1)

(7.2.1)

 (7.2.10)

・鉄骨製作工場

高力ボルトの種類 

　・トルシア形高力ボルト

　・JIS形高力ボルト

　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　・建築基準法に基づき認定を受けた高力ボルト

ボルトの寸法

　ねじの呼び　　・図示による　　・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・図示による　　・

摩擦面の性能及び処理

　・すべり試験

　　　試験の方法等

　　　・図示による　　・

　・溶融亜鉛めっき面の摩擦面の処理方法

JIS形高力ボルトの締付け（本締め）

　ナット回転法の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量

　・図示による　　・

(7.2.2)

(7.2.2)

(7.3.2)

(7.4.2)

(7.12.5)

(7.4.7)

　※ねじの呼び径＋1.0mm　　・

ボルト及びナットの材料

　　※標準仕様書 表7.2.3による　　・

ボルトの形状及び寸法

　ねじの呼び　　・図示による　　・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・図示による　　・

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

　・建方用アンカーボルト

　　・SS400　　・　　　　　・

　　　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

　　　　※標準仕様書 表7.2.3による　　・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・図示による　　・

種類 

　・構造用アンカーボルト

　　・ABR400　　・ABR490　　・

(7.2.3)

(7.2.3)

 (7.3.2)

 (7.3.8)

 (7.3.2)

(7.2.4)

溶接材料

　※標準仕様書 7.2.5(1)、(2)による

　・図示による　　・

(7.2.5)

　ねじの呼び等

　　・図示による　　・

　　※羽子板ボルト　　・

　建築用ターンバックル胴

　　※割枠式　　・ 

　建築用ターンバックルボルト

種類

(7.2.6)

(7.2.6)

・溶接材料

・ターンバックル

・アンカーボルト

・普通ボルト

・高力ボルト

・鋼材

・施工管理技術者

・高流動コンクリート

・流動化コンクリート

材質、形状及び寸法 

との合成スラブとする構法　

　・デッキプレートとコンクリート

・デッキプレート単独の構法　 　

　

　

　

適用箇所

　

　

　

　

材質・形状・寸法

　

　

　

　・　　　　　　　　　　　　　

鉄骨部材への溶接方法 

　・図示による　　・

種類等 

調合等

　・標準仕様書7.2.9(1)によるモルタル

　・無収縮モルタル

　　　無収縮モルタルの材料、調合等

仮組の実施 

　・する

　・図示による　　・ 

　

　

　

呼び名 呼び長さ（mm） 適 用 箇 所

・16

・19

・22

　

　

　

技量付加試験 　

　・行う　　・行わない

　　　試験の要領　　・図示による　　・

(7.2.7)

(7.7.8)

(7.2.8)

(7.2.9)(表7.2.5)

(7.3.10)

(7.6.3)

・床構造用のデッキ

　プレート

・スタッド

・柱底均しモルタル

・鉄骨の仮組

・溶接作業を行う

　技能資格者

開先の形状

　・図示による　　・

鋼製エンドタブを切断する箇所及び切断範囲

　・図示による　　・

　切断面の仕上げ

低応力高サイクル疲労を受ける部位

　　・図示による　　・ 

スカラップの形状

　　・図示による　　・

溶接部の外観試験

　　試験方法等

　　・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル

　　（鉄骨製作管理技術者登録機構）｣ 3.5.2 受入検査による。

　　・

　　試験方法等

　　・JASS 6 10.4 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)～(5)による。

　　・

完全溶込み部の超音波探傷試験　　

　　・適用する　　・適用しない  

　　　工場溶接の場合

　　　　AOQL　　※レベルⅡ　　・レベルⅠ

節

検査水準

(7.6.4)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.7)

(7.6.12)

(7.6.12)

・溶接接合

・溶接部の試験

塗料の範囲

　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　　・図示による　　・

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

　　※標準仕様書7.8.2(1)による

　　・図示による　　・　　

下記以外の塗料の種別は、18章による

(7.8.2)・錆止め塗装

　　種別　　・A種　　・B種　

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

　厚さ　　・　　mm

　種別　　※A種　　・

ボルト接合方法 

　・普通ボルト接合　　・

構造用アンカーボルトの保持及び埋込み

　　※適切な鋼製アンカーフレーム等を設置して固定する方法

　　・図示による　　・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み方法

構造用アンカーボルトの形状及び寸法  

　・図示による　　・

8

コ
ン
ク
リ
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ト
ブ
ロ
ッ
ク
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ネ
ル
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押
出
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ン
ト
板
工
事

 (7.10.3)(表7.10.2)

(7.11.2)

(7.10.3)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.10.3)・アンカーボルト

　の設置等

・軽量形鋼構造

材料

ブロックの種類
断面形状及び

圧縮強さによる区分

モデュール呼び

寸法(mm)

長さ 高さ

正味厚さ

(mm)

適用箇所

　　　　　　　

モルタルの調合（容積比）

　※ブロックの区分が A(08)、B(12)、C(16)の場合で、目地幅が10mm程度の場合

　　※標準仕様書 表8.2.1による　　・

　・

各部の配筋　　・図示による　　・ 

目地仕上げ　　・押し目地仕上げ　　・化粧目地仕上げ

　・図示による　　・

まぐさを受ける開口部両側のブロックにおいて、モルタル又はコンクリートで充填する

ブロックの範囲

材料

モデュール呼び

寸法(mm)

長さ 高さ

正味厚さ

(mm)

適用箇所

　適用箇所が塀の場合で化粧有りのブロック

　　・適用する（適用箇所：　　　　　　）　　・適用しない

モルタルの調合（容積比）

　※ブロックの区分が A(08)、B(12)、C(16)の場合で、目地幅が10mm程度の場合

　　※標準仕様書 表8.2.1による　　・

各部の配筋　・図示による　　・ 

鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

　・図示による　　・　

　・図示による　　・　

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材

・外壁パネル構法

　　耐風圧性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　耐震性能　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　パネル幅　

　　　・300mm未満（・図示による　　・　　　　　　）

　　パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との

　　　※10～20mm　　・図示による

　　取り合い部の伸縮目地の目地幅

　　伸縮目地への耐火目地材の充填

　　　・適用する　　・適用しない

・間仕切壁パネル構法 

　　耐震性能　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　パネル幅

　　パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との

　　取り合い部の伸縮目地の目地幅 

材料、構法

パネルの区分

・100　

・ 　　

・100　

・ 　　

・100　

・ 　　

・100　

・ 　　

厚さ

（mm）用途 形状 表面加工

－ －

－ －

・平　　

・意匠　

・平　　

・意匠　

・一般　

・ｺｰﾅｰ　

・一般　

・ｺｰﾅｰ　

 (8.2.2)

(8.2.3)

(8.2.5)

(8.2.7)

(8.3.2)(表8.3.1)

 (8.2.3)(8.3.3)

(8.3.4)

(8.3.4)

(8.4.2)

 (8.4.3)

(8.4.3)(8.4.4)

・補強コンクリート

　ブロック造

・コンクリートブロック

　帳壁及び塀

・ＡＬＣパネル

・屋根及び床パネル構法

　　耐風圧性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　耐震性能　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　パネル幅

(8.4.3)(8.4.5)

・外壁パネル工法

　　耐風圧性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　耐震性能　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・間仕切壁パネル工法

　　耐震性能　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

　※パネルの製造所の仕様による　　・

パネル幅の最小限度 

材料、構法

工法の

種別

パネルの相互の目地幅

パネル幅

900mm以下の場合 900mmを超える場合

短辺の目地幅

長辺の目地幅

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　　・R種　　・N種

　　　　厚さ　　・　　　mm以上

　　押え金物の材質及び形状寸法

　　　・

　　立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

　　　・適用する　　・適用しない

・BI-2

屋根保護防水

　防水層の種別

絶縁用シート断熱材種別

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AI-1

・AI-2

・AI-3

・BI-1

厚さ　　

　　　mm

施工箇所

屋根露出防水

　防水層の種別

・D-1

・D-2

・DI-1

・DI-2

種類 ・
厚さ　　 mm

仕上塗料

種類 使用量

9

防
水
工
事

(8.5.3)

(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

 (8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

（表9.2.4）(表9.2.6）

・押出成形セメント板

　（ECP）

・アスファルト防水

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅

　※15mm程度(シーリング材を充填)　　・図示による

溝堀及び開口部の措置

　やむを得ず設備開口等を設ける場合のパネルの開口寸法等の限度

　　・図示による　　・

（8.5.3)(8.5.4)

(8.5.5)

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 

　　※標準仕様書 表9.2.8による

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　　・R種　　・N種

　　　　厚さ　　・　　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

(9.2.2)

(9.2.2)

　　※4.5％　　・

3 3

適 用 箇 所（主要な部分）

  (7.8.4) (表18.3.1)

(8.2.8)

※標準仕様書 

・　　　　　

・　　　　　

　表8.3.1

ブロックの種類
断面形状及び

圧縮強さによる区分　　　　　　　

・図示による

・図示による

・図示による

・図示による

・間仕切　

・外壁用　

・屋根版用

・床版用　

　壁用

耐火性能

(時間)

・有(1)

・有(1)

・無　 

・有

・有(　)

・無　　

・B種　

・A種　

・C種　

・D種　

・F種　

構法の　

種別　

幅及び長さ単位荷重

（mm）（N/m2）

　(0.5)

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　　・R種　　・N種

　　　　厚さ　　・　　　mm以上

　　押え金物の材質及び形状寸法

　　種類　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　・

　　設置数量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　・　　　個

　絶縁工法及び断熱絶縁工法の脱気装置の種類及び装置数量

(9.2.2)

(9.2.3)

屋内防水 

　防水層の種別

施工箇所 種別 施工箇所

（9.2.2）(9.2.3）(表9.2.9）

備考

※第6水準

・全て　　　・

備考

備考

　　　　　　

・　　　　　　　　

※空洞ブロックC(16)

・　　　　　　　　

備考

・50 ・60 ・

・50 ・60 ・

・50 ・60

・50 ・60

　60

　60

厚さ（mm）

600

600

幅

（mm）

・B種　

・B種　

・C種　

・A種　

・間仕切

　・外壁　

　パネル

　壁パネル

・Ｄ(デザインパネル)　　

・Ｆ(フラットパネル)　　

・Ｔ(タイルベースパネル)

・Ｔ(タイルベースパネル)

・Ｆ(フラットパネル)　　

・Ｄ(デザインパネル)　　

パネル

の種類
形状

※15mm以上 　 ・

※10mm以上　　・

※15mm以上 　 ・

※15mm以上 　 ・

・　　　　　　　　　　

　フラットヤーンクロス

※フラットヤーンクロス

・　　　　　　　　　　

※ポリエチレンフィルム

　厚さ0.15mm以上又は

　70g/㎡程度　　　

　70g/m 程度　　　
2

施工箇所 断熱材種別

・　　　　　　　　　

・　　　　　　　　　

※製造所の仕様による

種別

・E-1 ・E-2

　　・図示による　　・

　　※4.5％　　・

　　※0.500m /m 以上　　・

仮組を行う範囲

　　　　※抜き取り検査②　　・抜き取り検査①　

　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

　　・

　・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

種類、材料、工法等 

　

(7.9.2～7.9.8)・耐火被覆

・半乾式吹付け

・乾式吹付け　

・湿式　　　　

・繊維混入けい酸

・　　　　　　　

・高断熱　　　　

・　　　　　　　

・　　　　　　

　ロックウール

　ロックウール

　ロックウール

　カルシウム板

　ロックウール

・耐火板張り　

・ラス張り　　

・耐火材巻付け

・耐火塗料　　

　モルタル塗り

・耐火材吹付け　

耐火性能(時間)　 適用箇所(部位・部分)

－

種類 材料・工法

　　※As種　　・Bs種

　・

　　　・300mm未満（・図示による　　・　　　　　　）

　　　※10～20mm　　・図示による

　　伸縮目地への耐火目地材の充填

　　　・適用する　　・適用しない

　　　・300mm未満（・図示による　　・　　　　　　）

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　　・R種　　・N種

　　　　厚さ　　・　　　mm以上

　　　・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

　　※標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による　　・

　平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験

　JASS 6 付則 6の付表3 「溶接」に関する試験

(8.4.2～8.4.5)(表8.4.2～表8.4.4)

　・300mm未満（・図示による　　・　　　　　　）

　　※標準仕様書 表9.2.3及び表9.2.4による

　　※標準仕様書 表9.2.5及び表9.2.6による

　　　※アルミニウム製L-30×15×2.0mm程度

(8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)

（9.2.2）(9.2.3）(表9.2.3～表9.2.6）

（9.2.2）(9.2.3）(表9.2.7)(表9.2.8）

　　※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

　　※標準仕様書7.12.5(1)(ｱ)、(ｲ)による　　・

　　　　※標準仕様書7.2.9(2)による　　・

　　　※アルミニウム製L-30×15×2.0mm程度

　　　

BCR295 柱

SN400B

BPM-SD490

柱，梁

柱

図示

100 図示による
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　　保護層　・設ける（・図示による　　・　　　　）

　　　　　　・設けない

　　E-1の工程3を行う場合の部位 

　　　※貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位

　　　・

(9.2.3)

  (表9.2.9)

　　　　れんがの材料

　　　　　・JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）

　　　　　・

　　屋上排水溝の設置

　　　・図示による　　・

施工

　防水層の下地のモルタル塗り

　防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

　　※標準仕様書 表6.2.4のB種　　・

　　・適用する　（施工範囲　　・図示による　　・　　　　　）

　　・適用しない

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　・図示による　　・

保護層等の施工

　平場の保護コンクリートの厚さ

　　こて仕上げ　　※80mm 以上　　・

　　床タイル張り　※60mm 以上　　・

　立上り部の保護工法

　　・乾式保護材

　　　　乾式保護材の材料　　・

　　・コンクリート押え

　　・モルタル押え（屋内等）　　　

　　・れんが押え　（・図示による　　・　　　　　　　　　）

(9.2.2)

(9.2.5)

 (9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.5)

(9.2.5)

(9.2.2)

(9.2.5)

　　・

　屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　　種類　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　　　　　　　・

　　設置数量　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　　　　　　　・　　　個

防水層の種別 

施工

箇所

防湿用

シート

厚さ　　mm ・設けない

仕上塗料

種類 使用量

※製造所の仕様による

・　　　　　　　　

・　　　

・設ける　種類　　 

・　　　　

　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　・

　押え金物の材質及び形状寸法

　　・

　　・

　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

(9.3.3)

 (9.3.2)

(9.3.2)

 (9.3.2)

 (9.3.2)

防水層の種別 

仕上塗料

使用量

・S-F1

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・SI-F1

・SI-M1

・SI-F2

施工

箇所

可塑剤移行防止

シートの材質

・SI-M2

・合成高分子系ルーフィ

　ングシート防水

・　　　　　　　　　

屋内防水層の種別

・S-C1 ・　　　　

平場のモルタル塗り

・　　　　　　　

立上り部の保護

モルタル塗り厚さ

・床塗り　　　　　　　　　

・下地モルタル塗り　　

塗厚(mm)

施工箇所種別

工法

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.3)

　ルーフィングシートの種類及び厚さ 

　　・

(9.4.2)

　固定金具の材質及び形状 

　　材質　　※防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂

　　　　　　を積層加工したもの

　　　　　　・

　　厚さ　　※0.4mm以上　　・

　　接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　　　種類　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　　　　・

　　　設置数量　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　　　　・　　個　

　　　断熱工法（SI-M1、SI-M2の場合）の防湿用フィルム

　　　　・設置する　　・設置しない

　　　接着工法の場合のＰＣコンクリート部材防水下地の目地処理

　　　　・行う（・図示による　　・　　　）　　・行わない

　　　ＰＣコンクリート下地の入隅部の増張り（S-F1、SI-F1の場合）

　　　　・行う（・図示による　　・　　　）　　・行わない

　　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　　　建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

　　　　・図示による　　・

(9.4.3)

(表9.4.2)

(9.4.4)

(9.4.4)

(9.4.4)

防水層の種別 

・X-1

・X-2

・Y-2

・Y-1

　　ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量 

　　　種類　　　※主材料の製造所の仕様　　・

　　　設置数量　※主材料の製造所の仕様　　・　　　個

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

(9.5.3)

・塗膜防水

防水層の下地（壁及び天井）

　※コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書 表6.2.4の B種）

　・

下地処理

　コンクリートの打継箇所の処理

(9.6.4)

(9.6.4)

・ケイ酸質系塗布防水

材料

　種類及び施工箇所

シーリング材の種類（記号）施工箇所

　仕上げを行わない施工箇所（　　　　　　　　　　　　）

シーリング材の目地寸法 

　※標準仕様書9.7.3(1)による　　・　

接着性試験

　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験　　・

 (9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.5)

・シーリング

石材の割付け

　・図示による　　・

天然石

の有無

バフ仕上げ表面仕上げ

の種類

・図示による・　　　　　

テラゾブロック

仕上げ面

による

区分

表面

仕上げ

の種類

形状によ

る区分

種石の

大きさ

(mm)

※大理石 ※1.5～12

・花こう岩 ・　　　　

・平もの

・役もの

・片面

・両面
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石
工
事

施工

箇所

テラゾタイル

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

・　　　　

表面仕上げ

の種類

寸法による

区分(mm)

・400×400

・300×300

 (10.1.3)・施工

・石材等

その他の材料

　・セメントモルタル

　　・取付け用モルタル

　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　　・既調合の目地モルタル

　　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・浸透性吸水防止剤

　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・石裏面処理材

　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・裏打ち処理材

　　※専門工事業者の指定する製品　　・

　・金物の固定に使用する充填材等

　　※専門工事業者の指定する製品　　・

(10.2.3)

受金物

　材質、形状及び寸法　　・図示による　　・

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　寸法：　

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　・図示による　　・　　　　　　　

ドレンパイプの材質

　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

　・

石材の厚さ　　・　　mm（25mm以上）

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法  

　　　　　　　・流し筋工法

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

　目地　一般目地

　　　　目地幅　　・　　mm（6～10mm）

　　　　シーリング材

　　　　　・適用する（標準仕様書9.7による）　・適用しない

　　　　伸縮調整目地　

　　　　　位置　※標準仕様書 表11.1.1による　　・図示による

　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　　　　　　・図示による

 (10.2.2)

 (10.2.2)

 (10.2.3)

(10.3.2)

(10.3.3)

(10.3.3)

 (9.7.3)(10.3.3)

・外壁湿式工法

受金物

　材質、形状及び寸法　　・図示による　　・

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法  

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　寸法：　

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　・図示による　　・　　　

石材の厚さ　・    mm（20mm以上）

石裏面処理　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　　・適用しない 

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

目地　一般目地

　　　目地幅　　・　　　mm（6～10mm）

　　　シーリング材

　　　　・適用する（標準仕様書9.7による）　・適用しない

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　※6m程度ごと　　・図示による

　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　　　　　・図示による

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.4.2)

 (10.4.3)

(10.4.3)

(9.7.3)(10.4.3)

・内壁空積工法

外壁乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

　※標準仕様書 表10.2.4による

　　　方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式

　・図示による

アンカーの材質及び寸法

　材質：※ステンレス(SUS304)製 　　・

　寸法：

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　　寸法：　

上記以外の金物の材質、形状及び寸法 

　・図示による　　・

石材の厚さ　　・　　mm（30mm以上）

だぼ用の穴の位置

　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　　・図示による

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

　・図示による　　・

目地　目地幅　　・　　mm（8mm以上）

　　　シーリング材

　　　　・適用する（ ※標準仕様書9.7による　　・図示による）

　　　　・適用しない

(10.2.2)

(10.5.2)

(10.5.3)

(10.5.3)

・外壁乾式工法

床石張り

　浸透性吸水防止剤　・適用する　　・適用しない

　石裏面処理　　　　・適用する　　・適用しない

　裏打ち処理　　　　・適用する　　・適用しない

階段張り

目地　一般目地

　　　　目地幅

　　　　　屋外　　・　　 mm(4mm以上)

　　　　　屋内　　・　　 mm(3～6mm) 

　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　　　伸縮調整目地

　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　※幅・深さとも10mm以上

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.2)

(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

(9.7.3)(10.6.2)

・床及び階段の石張り

取付け工法

　・湿式工法　　・乾式工法

特殊部位用金物

　・図示による　　・

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　・図示による　　・　　

石材の厚さ    ・     mm 

石裏面処理　　・適用する  　・適用しない

湿式工法の場合

　目地

　　一般目地

　　　目地幅　　・　　mm（6～10mm）

　　　シーリング材

　　　　・適用する（※標準仕様書9.7による　　・図示による）

　　　　・適用しない

　　伸縮調整目地

　　　位置　※標準仕様書 表11.1.1による

　　　　　　・図示による

　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　※幅・深さとも10mm以上　　・図示による

乾式工法の場合

　取付け代

　　※標準仕様書10.5.3(2)による　　・

　石材の取付け　　・図示による　　　・

　　石材の裏面の補強用モルタル　・適用する　　・適用しない

　目地 

　　目地幅　　・　　mm（8mm以上）

　　シーリング材

　　　・適用する（ ※標準仕様書9.7による　・図示による ）

　　　・適用しない

(10.2.2)(10.7.2)

 (10.2.2)

(10.2.2)

(10.7.2)

(10.3.3)(10.7.2)

(9.7.3)(10.7.2)

 (10.5.3)(10.7.2)

(10.5.3)(10.7.2)

 (10.5.3)(10.7.2)

・笠木、甲板等の石張り

石材の厚さ　　※40mm　　・ (10.7.3)・隔て板
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位置　※標準仕様書 表11.1.1による

　　　・図示による

寸法　※標準仕様書 9.7.3(1)による 

　　　・

 (9.7.3)(11.1.3)

(11.1.3)・伸縮調整目地及び

　ひび割れ誘発目地

見本焼き　・行う　　・行わない

試験張り　・行う　　・行わない

(11.1.4)・見本焼、試験施工

張付け用材料等

　・現場調合モルタル

　・既調合モルタル

施工

　下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法 

　　・MCR工法（標準仕様書6.8による）　

　　・

　壁タイル張りの工法

　　内外装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り

　　内装タイル以外のユニットタイル

　　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

材料等　  (11.2.2)

 (11.2.3)

(11.2.6)

(表11.2.3)

・セメントモルタル

　によるタイル張り

材料等　 (11.3.2)・有機系接着剤による

　タイル張り

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・

外装タイルにおける目地詰め

　・行う　　・行わない

目地のシーリング材

　打継ぎ目地

　　※ポリウレタン系シーリング材　　　・

　ひび割れ誘発目地

　　※ポリウレタン系シーリング材　　　・

　伸縮調整目地

　　※変成シリコーン系シーリング材　　・

　その他の目地

　　※変成シリコーン系シーリング材　　・

施工

　下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理方法

　　・MCR工法（標準仕様書6.8による）

　　・

(11.3.3)

(11.3.3)(11.3.5)

(11.3.4)

(11.3.5)

・改質アスファルト

　シート防水

・

※地下外壁防水

※屋内防水

・

使用量

仕上塗料

・　　　

・　　　

保護層施工箇所種別

・　　　

・　　　

・　　　　　　　　

※製造所の仕様による

※製造所の仕様による

・　　　　　　　　

　　　ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地

　　　の場合のシーリングは17章による。

・　　　　　　　　

※製造所の仕様による

※製造所の仕様による

・　　　　　　　　

※製造所の仕様による

・　　　　　　　　

※製造所の仕様による

・　　　　　　　　

チレンシート

※発泡ポリエ

・　　　

・　　　

・　　　

・　　　

・軽歩行用

※非歩行用

・軽歩行用

※非歩行用

・軽歩行用

・軽歩行用

・非歩行用

・非歩行用

種類
種別 断熱材

歩行の

仕様

(10.2.2)

　　　　・図示による

種別 断熱材

・AS－T1

・AS－T2

・AS－T3

・AS－T4

・AS－J1

・ASI－T1

・ASI－J1

保護層

種類

備考施工箇所 岩石の種類 形状及び寸法

種石の種類 備考

備考種石の種類

箇所

施工

(mm)

寸法

種石の

大きさ(mm)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅲ
類

Ⅰ
類
Ⅱ
類

有
り

無
し

標
準
特
注

有
り

無
し

備考

耐
滑
り
性

耐
凍
害
性

色役物

種類

吸水率

形状寸施工

うわ
ぐすりによる

区分
法(mm)箇所

施
ゆ
う

無
ゆ
う

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅲ
類

Ⅰ
類
Ⅱ
類

有
り

無
し

標
準
特
注

有
り

無
し

備考

耐
滑
り
性

耐
凍
害
性

色役物

種類

吸水率

形状寸施工

うわ
ぐすりによる

区分
法(mm)箇所

施
ゆ
う

無
ゆ
う

厚さ　mm

厚さ　mm

・

・

種類

種類

　　・図示による　　・

　　　　位置　※床面積30m 程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材との取り合い部

　　　　　　　・図示による

2

　　※標準仕様書 表9.3.1から表9.3.3による

　　※標準仕様書 表9.3.2及び表9.3.3による

　粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

　　※アルミニウム製L-30×15×2.0mm程度

　　※標準仕様書 表9.3.2及び表9.3.3による

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～表9.3.3)

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.1)(表9.4.2)

　　※標準仕様書 表9.4.1から表9.4.3による

　標準仕様書9.6.4(2)(ｲ)及び(ｳ)以外の下地処理

　　※下表以外は、標準仕様書 表9.7.1による

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

 (10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

 (10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

　材質：※SS400　　・　　　　　　　　　寸法：

　材質：※SS400　　・ 　　　　　　　　　寸法：

石材の厚さ     床(    mm)      階段(    mm)   

　石裏面処理　      ・適用する　　・適用しない

　　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　　※標準仕様書9.6.4(2)(ｱ)による　　・

図示による ＭＳ-２
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木
工
事

見え掛り面の仕上げの程度

　　※プレーナー加工仕上げ

　　　　施工箇所（・図示による　　・　　　　　　）

　　・超自動機械かんな掛け仕上げ

　　　　施工箇所（・図示による　　・　　　　　　）

　　・サンダー掛け仕上げ

　　・

 (12.1.4)・表面仕上げ

ホルムアルデヒド放散量

　※標準仕様書12.2.1(1)(ｳ)のいずれかによる　　・

(12.2.1)・施工一般

施工部位 寸法(mm)

・JAS 1083-6に基づく広葉樹製材

・JAS 1083-2に基づく造作用製材

寸法(mm)

板類で枠、額縁、敷居、

寸法(mm) 含水率

・JAS 1083以外の製材

・JAS 1083-5に基づく下地用製材 

施工部位 寸法(mm) 含水率

 (12.2.1)(表12.2.1)

 (12.2.1)(表12.2.1)

・製材

寸法
(mm)

化粧薄板の
厚さ(mm)

見付け
材面

施工部位 樹種名 見付け材面の品質 含水率寸法(mm)

見付け材面
の品質厚さ（mm）

化粧薄板の

施工部位 品名 見付け材面の品質見付け材面寸法(mm)樹種名

 (12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

 (12.2.1)・造作用集成材

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

寸法
(mm)

　

表面の品質
(表面の化粧加工)

　　　　　 ・塗装加工)

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材 

寸法
(mm)

　

・有り（加工：　・天然木化粧加工

表面の品質
(表面の化粧加工)

　　　　　 ・塗装加工)

・無し (等級：　・1等・2等・3等)

 (12.2.1) (12.3.2)

 (12.2.1) (12.3.2)

・造作用単板積層材

 (12.2.1)(表12.2.1)

・JAS 3079に基づく直交集成板(ＣＬＴ）

　　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　

強度等級 接着性能

（使用環境）（曲げ性能）

　

　

　

　

　

　

 (12.2.1)

・JAS 0233に基づく化粧ばり構造用合板

・行う　　　

・行わない　

　接着の程度　常時湿潤状態となる場所での使用

　　　　　　　　※特類　　　　・

　　　　　　　その他の場合

　　　　　　　　・

・JAS 0233に基づく構造用合板 

・ 　

※12

・ 　

※12

・1級　　

※2級以上

・1級　　

※2級以上

※C-D以上 ・行わない　

・行う　　　

・行わない　

・行う　　　・　　　

・　　　

　接着の程度　常時湿潤状態となる場所での使用

　　　　　　　　※特類　　　　・

　　　　　　　その他の場合

　　　　　　　　※1類以上　　・

施工

部位

　 ・行う　　　

・行わない　

・オーバーレイ

・塗装　　　　

・プリント　　

・JAS 0360に基づく構造用パネル 

・JIS A5905に基づくミディアムデンシティファイバーボード(ＭＤＦ)

・JAS 0233に基づく普通合板  (12.2.1) (12.3.2)

 (12.2.1) (12.3.2)

 (12.2.1) (12.3.2)

(12.2.1) (12.3.2)

(12.2.1) (12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)

 (12.2.1)

・合板等

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・

木れんが用接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・

造作材の化粧面の釘打ち

　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

(12.2.2)

(12.2.3)

(12.2.2)・接合具等

　・工場における薬剤の加圧注入処理による防腐・防蟻処理 

保存処理性能区分

　・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

薬剤の種類 処理の方法適用部材

　・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

　　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

木材への防腐・防蟻処理 (12.3.1)

(12.3.1)

・防腐・防蟻処理

不燃材料、準不燃材料又は難燃材料  

　・不燃材料　　（使用箇所：　　　　　　　）

　・準不燃材料　（使用箇所：　　　　　　　）

　・難燃材料　　（使用箇所：　　　　　　　）

 (12.3.3)・不燃処理木材等

間仕切軸組に用いる木材

　・製材　※杉又は松　　・

　・ 　（材種：          ）

床組に用いる木材

　・製材　※杉又は松　　・

　・　　　（材種：          ）

(12.4.1)

 (12.4.1)

・内部間仕切軸組及び

　床組

窓、出入口その他に用いる木材

　・製材　吊元枠、水掛りの下枠及び敷居

　　　　　　※ひのき  　  ・

　　　　　その他

　　　　　　※松又は杉　　・

　・　　（材種：          ）

(12.5.1)・窓、出入口その他

縁甲板及び上がりがまちに用いる木材

　・製材　※ひのき　　　　・

　・　　（材種：          ）

(12.6.1)・床板張り

壁及び天井下地に用いる木材

　・製材　※杉又は松　　　・

　・　　（材種：          ）

(12.7.1)・壁及び天井下地

材料
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・長尺金属板葺

下葺材 ・アスファルトルーフィング940

・改質アスファルトルーフィング下葺材

（ ・一般タイプ　　・粘着層付タイプ ）

工法

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

・図示による ・

横葺の場合のけらば納め

・つかみ込み納め ・けらば包み納め

雪止め

材料・折板葺

材質の種類（　フッ素樹脂鋼板　）

塗膜の種類、塗膜の耐久性の種類、めっき付着量等

（　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　

・有り（種別：ペフ裏張り　厚さ(mm)：4mm　防火性能：0.5時間）

・無し

工法

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する

耐雪性能に応じた工法

・適用する(・図示による　　・　　　) ・適用しない

折板のけらば納め　　※けらば包みによる方法 ・

・粘土瓦礫 材料

　　　　施工箇所（・図示による　　・　　　　　　）

※A種　　　　　　　

※A種　　　　　　　

・B種　　　　　　　

・B種　　　　　　　

・　　　　　　　

・　　　　　　　

かまち等の見え掛り面

上記以外

・　　　　　　　

※上小節　　　　

※小節以上　　　

・　　　　　　　

※5.5

・ 　 ※2等以上　・1等　

広葉樹　　　　　　

針葉樹　　　　　　

※C-D以上　・　　　

　

・ 　 ・ 　

・行う　　　

・行わない　　・2類

※1類

板面の品質品名

諸金物の形状、寸法及び材質

・　　　　　　　　　　

※耐水性1(Mタイプ)又は

　耐水性2(Pタイプ)　　・　　　　

※13タイプ

耐水性による区分

・　　　　

※15　　　

(12.3.1)

・設置する（・図示による　　・　　　　　　）

(13.2.3)

（13.3.2)(表13.2.1)

(13.3.3)

(13.4.2)

14

金
属
工
事

保存処理等級

※2級

・

※2級

・

※A種 ・B種

・

※A種 ・B種

・

等級 保存処理含水率施工部位

等級 含水率 保存処理

防虫処理材面の品質施工部位

※1等

・

※1等

・A種 ・B種

※10％以下

※10％以下

造作材の場合

（　　　）　　

(※A種・B種)

造作材の場合

(※A種・B種)

（　　　）　　 ※A種　・B種

・　　　　　

・　　　　　

※A種　・B種

・行わない　　　

・行う　　　　　

・行う　　　　　

・行わない　　　

　

※1等　・2等

※1等　・2等

見付け材面の品質施工部位 品名 樹種名

※1等　・2等

※1等　・2等

芯材：

化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

・
※15％以下

※15％以下
・

※15％以下

・
※15％以下

・

含水率樹種名施工部位 寸法(mm)

芯材：
化粧薄板：

化粧薄板：
芯材：

防虫処理品名施工部位

・行わない　

・行う　　　

防虫処理含水率施工部位

・行わない　

・行う　　　

・　　　　　

※14％以下　

・無し (　　　　　　　　　　　)

・有り（加工：　・天然木化粧加工

寸法(mm)樹種名種別品名施工部位

防虫処理

防虫処理等級品名

厚さ
(mm)

接着の施工
部位 程度

施工
部位 (mm)

厚さ 単板の
樹種名

板面の
品質

保存
処理

強度
等級

防虫処理単板の樹種名品名施工部位
(mm)
厚さ

防虫処理接着の程度施工部位 化粧板に使用する
単板の樹種名 (mm)

厚さ

・行わない　

・行う　　　・1類　・2類

施工部位 品名 防虫処理
(mm)
厚さ 表面

性能
接着の
程度 樹種名

単板の 化粧加工の
方法

・1類　

・2類　

表裏面の状態

による区分 (mm)

厚さ曲げ強さに

よる区分

品  名施工部位 厚さ(mm)

施工部位
(mm)
厚さ 表裏面の状態に

よる区分
難燃性に
よる区分

曲げ強さに
よる区分

耐水性に
よる区分

・K2　 ・K3　 ・K4

・K2　 ・K3　 ・K4

適用部材

・　　　　　　　　　　　　　　　

※薬剤の製造所の仕様による　　　

※薬剤の製造所の仕様による　　　

・　　　　　　　　　　　　　　　

理用木材保存剤又は同等品

JIS K 1571附属書Aに基づく

（種類：　　　　　　）

表面処理用木材保存剤

JIS K 1571に適合する表面処

の耐久性の種類
板及びコイル施工 留め付け葺板の寸法厚さ

箇所 の種類 (mm) ・厚さ 方法
屋根葺形式

塗膜の種類、塗膜

めっき付着量等

・立て平葺

・心木無し

　瓦棒葺

・横葺

・

（　）種・ ※鋼板製

・

・有り

・無し

よるよる

山ピッチ山高

施工

山高・山ピッ

軒先厚さチによる区分 耐力に 材料に

(mm) 面戸板
区分区分

箇所 形式

瓦桟木

・行う　　 ・行わない　　

・　　

棟補強用心材

材質　※杉　　

寸法　※幅21×高さ15(mm)以上

材質　※杉　　

・　　

・　　

・　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上

瓦緊結用釘又はねじ

種類　　・

長さ　　・

棟補強等に使用する金物等　

材質　　・ステンレス製

　　　　・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

形状　　・

寸法　　・

留め付け方法　　・

工法

径　　　・

JIS A 5208に基づく凍害試験

材料・とい

工法

JCW 301によるルーフドレンの種類及び呼び・ルーフドレン

　建築基準法に基づく風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法などの工法

　　　　・図示による　　　　　　・

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値　　・　　mm

　瓦桟木の留付け工法　　・図示による　　・

　棟の工法　・7寸丸伏せ棟

　　　　　　・F型用冠瓦伏せ棟

　　　　　　・のし積み棟

　　　　・行う（・モルタル　　・瓦葺き用しっくい）

　　　　・行わない

(13.5.3)

(13.4.3)

　といその他

　　材種等

　　　・配管用鋼管

　　　・硬質ポリ塩化ビニル管

　　　・硬質ポリ塩化ビニル雨どい

　　　・表面処理鋼板（・　　　　　　（・種類　　　　　　　　　　））　

　とい受金物

　　とい受金物の材種、形状、取付け間隔

　防露材のホルムアルデヒド放散量

　・鋼管製といの場合の防露巻きの工法

　　※標準仕様書 表13.5.4による　　・

(13.5.2)

種類 呼び 施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー用

・バルコニー中継用

・

・AB-1種

・AB-2種

・AC-1種

・AC-2種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

・表面処理・アルミニウム

　及びアルミニウム

　合金の表面処理

・常温乾燥形の塗装の場合　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　

陽極酸化皮膜の着色方法

※二次電解着色　　・三次電解着色

鉄鋼の亜鉛めっき

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.2)

雪止め瓦没物瓦産地寸法による形状による施工 製法による

区分箇所 区分 区分 の種類 の使用

・差し込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・

・

・

・

・

色合い等施工箇所（成型板、笠木、建具以外）種別

施工箇所（手すり、タラップ以外）種別表面処理方法

・B種

・C種

・A種

・D種

・E種

・F種

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・ねじ込み式

ねじ込み式

ねじ込み式

・JAS 1152に基づく造作用集成材

・JAS 1152以外の造作用集成材 

・JAS 1152以外の化粧ばり造作用集成材

　　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※JIS 3322の

屋根用コイル

・

　　　・ステンレス鋼板

　　　・

　　　※標準仕様書 表13.5.2による　　・

　　　　・多雪地域の場合の軒どいの取付け間隔0.5m以下

　　足金物の材種、形状、取付け間隔

　　　※標準仕様書 表13.5.2による　　・

　　※F☆☆☆☆　　・

・鉄鋼の亜鉛めっき

(12.2.1)(表12.2.1)(表12.2.2)(12.3.2)

・JAS 0233に基づくによる天然木化粧合板 

・JIS A5908に基づくパーティクルボード 

・JAS 0233に基づくによる特殊加工化粧合板

　※標準仕様書12.2.2(2)(ｱ)による　　・

(12.2.2)(表12.2.3～表12.2.5)

(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

　面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部の仕上げ

(13.5.2)(表13.5.1～表13.5.3)

・JAS 1152に基づく化粧ばり造作用集成材 

図示 85 200 0.6

収納式タラップ

※三晃金属工業（折版ルーフロック85）同等品とする。
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野縁等の種類　　　　　　　　　　

材料　　　　　　　　　　　

形状及び寸法　　　　　　　　　　　

・屋外の場合　　　　　　　　　　　

野縁受、つりボルト、インサートの間隔及び周辺部端からの距離　　　　　　　　　　　

野縁の間隔　　　　　　　　　　　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

工法　　　　　　　　　　　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

・天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法　　　　　　　　　　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強　　　　　　　　　

補強箇所、補強方法　　・図示による　　・　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

スタッド、ランナ等の種類　　　　　　　　　　　・軽量鉄骨壁下地

規制目地材

・設ける　　施工箇所（　　　　　）

・設けない

床の目地

種類　　　※押し目地　　・

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

・行う　　・行わない

・モルタル塗り モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料

・設けない

※F☆☆☆☆　　・

・仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

材料

・薄付け仕上塗材 

・適用する

・適用しない

・複層仕上塗材            

・軽量骨材仕上塗材

・複層塗材CE 

・複層塗材E 

・かき落とし

・可とう形複層塗材CE

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー・複層塗材RE 

・複層塗材Si 

・防水形複層塗材CE 

・防水形複層塗材RE 

・防水形複層塗材E 

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ローラー

・吹付け

・ローラー

・吹付用軽量塗材 

・こて塗用軽量塗材

・ゆず肌状

・吹付け

・吹付け

・こて塗り ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・砂壁状

・平たん状

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・吹付け ・耐侯形3種

・

・耐侯形3種

・

・耐侯形3種

・

複合仕上げ塗材の上塗材

樹脂　　・アクリル系　　・シリカ系　　・ポリウレタン系　　

外観　　・つや有り　　　・つや無し　　　・メタリック

溶媒　　・溶剤系　　　　・弱溶剤系　　　・水系

下地の種類                

（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材料                     

・既調合しっくい

色しっくい　　・適用する　　・適用しない

・現場調合しっくい

調合及び塗厚              

現場調合しっくい　※標準仕様書15.10.3(2)による　　　　　　　

・

・

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法　 　

・押え仕上げ　　・なで切り仕上げ　　・パターン仕上げ　　　

・しっくい塗り

・こまい壁塗り

大津仕上げの工法           

・ロックウール吹付け

※F☆☆☆☆　　・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　・

仕上げ吹付け厚さ（mm）　　　　 　　

・建具表による　　・             

　　防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等 

・建具表による　  ・

・防火戸

建
具
工
事
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建具見本の製作　　　　　　         

・行う（建具符号：　　　　）　　・行わない

特殊な建具の仮組　　　　        

・見本の制作等

・防犯建物部品

・行う（建具符号：　　　　）　　・行わない

・適用する（適用箇所：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

　・断熱ドア、断熱サッシ

　　断熱性の等級（ 　　　　　） 

表面処理               

　外部に面する建具

　　着色　　・標準色　　・特注色

　屋内の建具

　　種別　　・BC-1種　　・BC-2種                 

　　着色　　・標準色　　・特注色 

性能値等(建具符号、枠の見込み寸法は建具表による) 

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

　・防音ドア、防音サッシ

　　遮音性の等級（ 　　　　　）

・アルミニウム製建具

※HL　　・

　・適用する（建具の製造所の仕様）　　・適用しない

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS 316)製

・網戸等

性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）  

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

　  ※外部に面する建具の種別は標準仕様書 表16.3.1、表16.3.2による

・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種

　外部に面する建具

日射熱取得性の等級（　　　　　）

ガラス　　※複層ガラス　　・　　　　　・         

※HL　　・

・図示による　　・

・適用する（建具の製造所の仕様）　　・適用しない　

・樹脂製建具

　　面内変形追随性の等級（ 　　　　　　）

・防音ドア、防音サッシ

・耐震ドア

　　遮音性の等級（ 　　　　　　）

　  断熱性の等級（ 　　　　　　）

・断熱ドア、断熱サッシ

ステンレス鋼板の種類            

ステンレス製くつずりの仕上げ　　※HL　　・       

・鋼製建具

・簡易気密型ドアセット　

・耐震ドア

・防音ドア、防音サッシ

　　面内変形追随性の等級（ 　　　　　　）

　　遮音性の等級（ 　　　　　　）

・断熱ドア、断熱サッシ

　　　断熱性の等級（ 　　　　　　）

・亜鉛めっき鋼板  ・ビニル被覆鋼板  ・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

ステンレス鋼板の種類　　　　　 　　

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板　　・        

戸の心材　　　　　　　　 　　　　 

防音性能を求める場合の充填材

　　・グラスウール　　・ロックウール

　　　　　　　　　・図示による

ステンレス製くつずりの仕上げ       

※HL　　・

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法       

・鋼製軽量建具

性能値等（建具符号は建具表による）              

　・簡易気密型ドアセット

・ステンレス製建具

ステンレス鋼板の種類　　　 　　

ステンレス製くつずりの仕上げ        

(14.4.4)

(14.4.2)(表14.4.1) (15.3.2)

(15.3.2)

(15.3.5)

(15.3.5)

(15.6.2)

(15.6.2)

(表15.6.1)(その1)

(表15.6.1)(その3)

(15.6.2)(表15.6.2)

(15.10.1)

(15.10.2)

(15.10.4)(表15.10.5)

(15.11.2)

(15.11.3)

(15.11.7)

(15.11.4)

(15.11.5)(表15.11.9)

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.6)

(16.2.4)

(表14.2.1)

(表14.2.1)

(16.2.2)

(15.11.8)

(15.12.2)

(15.12.3)

(16.2.3)(16.6.3)

(16.2.4)(16.4.4)

(16.2.4)

(16.2.5)

(16.2.5)

(16.2.3)

(16.3.2)

(16.3.4)(16.2.4)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.4.2)

(表16.2.1)

(16.4.3)(16.6.3)

(16.4.3)

(16.4.4)

(16.4.4)

(16.4.6)(表16.4.5)

(16.5.2)

(16.3.3)

(16.3.4)

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.4)(16.2.4)

(16.6.5)

(16.5.3)

(16.5.3)(16.6.3)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.4)

(16.5.4)(16.2.4)

(16.5.6)(表16.4.5)

(16.6.2)

(表16.2.1)

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所、補強方法　　・図示による　　・

(14.5.3)

・図示による　　・　　　　　　　　　　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　　　　　　　

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　　　　　　　　　　 (14.5.4)

※標準仕様書14.5.4(5)による　　・図示による　　　　　　　　

種別　　　　　・図示による　　・　　　　　　　　　　・金属成形板張り (14.6.2)

表面処理　　　・図示による　　・　　　　　　　

取付け用下地

伸縮調整継手

・設けない

・250形　　・300形　　・350形

表面処理　種別（　　　　）種 　　　　　　　　　　

部材の種類 　　　　　　　　　　・アルミニウム製笠木

笠木の固定金具の工法等 　　　　　　　　　　

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法 　　　　　　　　　　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

・直張り工法

（・ラスモルタル下地　　・ラスシートモルタル下地）

外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気構法を行う場合

材料

ラス材及び補強用平ラス

材料記号（※K　　・　　　　）

種類及び単位面積当たりの質量

・二層下地通気構法

・力骨付きラス(BP700)

・

・単層下地通気構法　

ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分　

耐力壁以外　

・LS1　　・LS2　　・LS3　　・LS4　

耐力壁　

※LS4　　・　

・図示による　　・　　　　　　　　　　

下地の種類
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・ラス系下地

ステープルの形状及び寸法　

施工

二層下地通気構法

換気口部の措置　　※講ずる　　・講じない

直張り工法（ラスシートモルタル下地の場合）

建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工

・図示による　　・　　　　　　　　　　

その他のボード下地 せっこうボード、せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

せっこうボード　　　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

せっこうラスボード　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

木質系セメント板　　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

・せっこうボード 材料

・こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定

・無し　　・有り（         ）

・木ずり下地 材料

(14.6.3)

(14.6.3)

(15.2.4)

(15.2.4)

(15.2.4)

(15.2.5)

(15.2.6)

(15.2.7)

・設ける（施工箇所　　・図示による　　・　　　　　　　　　　）

(14.7.2)(表14.7.1)

・　

リブラス　

波形ラス　

・　

　　　　　　形状（・図示による　　・　　　　　）

・設ける　　目地割　　※2m 程度（最大目地間隔3m程度）

・

2

　土壁用ののりの種類　　※つのまた　　  ・ふのり 　　　・ぎんなんそう　　　・粉末海藻                

　砂壁用ののりの種類　　※ふのり　　　　・つのまた　　 ・こんにゃくのり　　・にかわ

　　　　　　　　　　　　・合成高分子系混和剤　　・

　色土の種類　　・土物仕上げ（　　　　　）

　　　　　　　　・大津仕上げ（　　　　　）

　色砂の種類　　・天然砂と岩石の砕砂

　　　　　　　　・人工的に着色・製造したもの

調合　下塗りの調合　 

工程　こまい壁　　※A種　　・B種  

　　　※標準仕様書 表15.11.2による　　          

　　　・

　　　建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

土物仕上げの工法       

　・土物仕上げ工法

　・砂壁仕上げ工法

　・切返し仕上げ工法

　ちりじゃくり　　・図示による　　・　　　　　　　　　　  

　・普通大津仕上げ工法 　　・大津みがき仕上げ工法         

　ちりじゃくり　　・図示による　　・　　　　　　

(16.1.4)

(16.1.4)

網目線径材質種類

標準型鋼製建具の有効内法寸法         

　・建具表による　　・

　※標準仕様書 表16.4.2による　　・             

防火材料吸放湿性工法仕上げの形状呼び名

　塗り

　塗り

　塗り

・防虫網 ※16～18

・

　メッシュ

※0.25mm以上

・

　　　・のりさし土物工法　　・のりごね土物工法

　・建具表による　　・

　※HL　　・　　　

　　※普通曲げ　　・角出し曲げ 

・軽量鉄骨天井下地

(14.7.2)(表14.2.1)

(14.7.3)

・外装薄塗材Si 

・可とう形外装薄

・さざ波状

・ゆず肌状

・砂壁状

・さざ波状

・ゆず肌状

・砂壁状

・吹付け ・適用する

・適用しない

・吹付け ・適用する

・適用しない

防火材料吸放湿性工法仕上げの形状呼び名

・ローラー

　塗り

　塗材Si ・ローラー

　塗り

・外装薄塗材E 

・可とう形外装薄

・着色骨材砂壁状

・吹付け

・砂壁状

・平たん状

・ゆず肌状

・さざ波状

・凹凸状

・吹付け

・ゆず肌状

・砂壁状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない　塗材E

・こて塗

・こて塗

・ローラー

・ローラー

　塗り

　塗り

・防水形外装薄 ・ゆず肌状

・凹凸状

・さざ波状

・吹付け ・適用する

・適用しない　塗材E ・ローラー

　塗り

・外装薄塗材S ・砂壁状 ・吹付け

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L ・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・凹凸状 ・吹付け ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない・こて塗

・ローラー

　塗り

・内装薄塗材Si

・内装薄塗材E

・さざ波状

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・砂壁状じゅらく ・吹付け ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない・こて塗

・ローラー

　塗り

・内装薄塗材W

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・吹付け・京壁状じゅらく ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない・こて塗り

・薄付け仕上塗材 

・吹付け ・適用する

・適用しない

・外装厚保塗材C 

・吹付け

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理

・内装厚塗材C 

・内装厚塗材L

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・内装厚塗材G

・こて塗り

・こて塗り

・かき落とし

・凹凸状

・ひき起こし

・平たん状

・かき落とし

・凹凸状

・ひき起こし

・平たん状

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・吹付け

・ローラー

・吹付け

・こて塗り

・ローラー

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

外装厚塗材Cにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

（　　　　　　　　　　　　　　　）

・適用する　　・適用しない

・こて塗り

・こて塗り

防火材料吸放湿性工法仕上げの形状呼び名

　塗り

　塗り

　　　　・アクリルシリコン系　　　・ふっ素系

　　　　・図示による　　・

　　※外部に面する建具の種別は標準仕様書 表16.2.1、表16.2.2による

　　・建具表による　　・図示による

　　　・建具表による　　・図示による

　　・防音ドア、防音サッシ

　　　　遮音性の等級（・T-1　　・T-2）

　　・断熱ドア、断熱サッシ

　　　　・

　　　　※外部に面する建具の断熱性の等級は標準仕様書 表16.3.3による

　　　　　・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8　　・

・簡易気密型ドアセット

鋼板の厚さ（mm）　※標準仕様書 表16.5.1による    

　・簡易気密型ドアセット

　　・

　・耐震ドア

　・防音ドア、防音サッシ

　・断熱ドア、断熱サッシ

　　　面内変形追随性の等級（ 　　　　　　）

　　　遮音性の等級（ 　　　　　　）

　　　断熱性の等級（ 　　　　　　）

屋外　※25形　　・19形　　　　　　　　　　　

屋内　※19形　　・25形　　　　　　　　　　　

・標準仕様書15.10.1による場合以外の下地への適用

既調合しっくい　　※標準仕様書15.10.3(1)による

材料                            

ロックウールのホルムアルデヒド放散量          

・図示による　　・                   

　　種別　　・BB-1種　　・BB-2種        

ステンレス鋼板の種類                  

ステンレス製くつずりの仕上げ          

※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・

結露水の処理方法　　・図示による　　・      

水切り板、ぜん板　　・図示による　　・       

木下地の内付け建具                     

防虫網の材料                     

ステンレス製くつずりの仕上げ　　          

表面色　　・標準色　　・特注色            

水切り板、ぜん板　　                   

木下地の内付け建具　　　　　             

性能値等（建具符号は建具表による）            

　　・S-4　　・S-5　　・S-6             

・外部に面する建具の耐風圧性              

  ※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・

点検口の類のくつずりの材料　　・              

鋼板類の厚さ（mm）                      

性能値等（建具符号は建具表による）　　 　　　　

鋼板の種類                          

　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・  

表面仕上げ　　※HL　　・                  

ステンレス鋼板の曲げ加工             

(15.10.3)(表15.10.1～表15.10.4)

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法

※標準仕様書 表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　　　　　　　　　　　　　

※標準仕様書14.4 による　　・図示による

・通気構法　（ ・二層下地　　・単層下地 ）

・波形ラス(W700)　　・こぶラス(K800)　

※リブラスC(RC800)に裏打ち材と一体化したラス

木ずり用小幅板の材種　  ※杉（心去り材）　　・

※L925TS以上(リブラスC(RC800)の場合)　

※L1019JS以上(波形ラス(W700)の場合)　

塗厚　※標準仕様書 表15.11.8による　　・ 

　　　・水こね土物1工法　　 ・水ごね土物2工法 

　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・                         

外装厚塗材Si、外装厚塗材Eにおける上塗材の適用

　  　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種

　　・外部に面する建具の耐風圧性               

　　　・S-4　　・S-5　　・S-6             
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　※Ａ種　　・Ｂ種

　※F☆☆☆☆　　・

枠、くつずりの材料　　・建具表による　　・　 　　

・木製建具

・フラッシュ戸　　　　　　　　 　　　

表面材の合板の種類

接着の程度

　・

板面の品質　※広葉樹1等　・　

・（　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　・

・（　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　・

・（　　　　　　　　　　　　　　）

表裏面の状態による区分（　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　　）

耐水性による区分（　　　　　　　）

難燃性による区分（　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　）

表面材の材料のホルムアルデヒド放散量    

表面板の厚さ　　　　 　　

※標準仕様書 表16.7.6による　　・

・召し合せかまち（・いんろう付き　 ・いんろう無し）

・かまち戸　　　　 　　　

　　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）

　　　　　　　　　・

・ふすま　　 　　　

引き戸用検出装置の種類    

・タッチスイッチ

・電波センサー

・音波センサー　　　　　　・光電センサー　　

・押しボタンスイッチ

・車椅子使用者用便房用操作スイッチ

凍結防止措置           

　・適用する　　・適用しない

性能　　　　 　　　　　　 ・自閉式上吊り引戸装置

形式及び機構      

シャッターの種類　・管理用シャッター                  

外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度（1600）Pa

開閉方式の種類             

安全装置の設置箇所            

　急降下制御装置又は急降下停止装置の設置個所

　　・図示による　　・

管理用シャッターのシャッターケース 　　 　　

・重量シャッター

スラット及びシャッターケース用鋼板

ガラスの留め材及び溝の大きさ 

アルミニウム製

樹脂製

鋼製及び

鋼製軽量

ステンレス製

　・建具表による　　・

ガラス端部で枠にのみ込まない部分の小口加工 

・正方形 95 外側

※15以下

・

内側

※6以上

※6m以下ごとに幅

・図示による

・

・長方形

95

・

材料等 ・ガラスブロック　積み

・1.0

・

・0.5

・

・30分

・1時間 

・80

・70

・60

材料等 
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・取付方法　性能等

性能の確認方法及び判定方法　　 　　　

　※監督職員の承諾による

　・

適用は次によるほか、カーテンウォール図による

材料　　　 　　　

　　・アルミニウム材　　・鋼材　　・ステンレス鋼材

下表以外は標準仕様書 表9.7.1による。

・メタルカーテン

ウォール

ガラスの取付け材料　　　　　　　　　　　　　　

　　・構造ガスケット

(材質、形状等：・図示による　　・　　　　)

　　種類（　　　　　　　　　　　）

　　厚さ（　　　mm）

　　施工箇所　　・図示による　　・

　製品の寸法許容差（アルミニウム合金鋳物を除く）

　　※標準仕様書 表17.2.1による　　・

　製品の見え掛かり部分の仕上げ　　・

　ガラス溝の寸法、形状等　

　　※カーテンウォールの製造所の仕様　　・

取付け             

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

ガラスの取付け方法　　 　　

・図示による　　・

適用は次によるほか、カーテンウォール図による・PCカーテンウォール

ガラスの取付け材料　　　　　　　　

　　・構造ガスケット

材質、形状等： ・図示による　　・　　　　　

種類（　　　　　　　　　　）

厚さ（　　　mm）

施工箇所　　・図示による　　・

・先付け材料の仕上材

・セラミックタイル

・建具枠

・ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ      

　製品の見え掛り部の寸法許容差

　　※標準仕様書 表17.3.1による

　　・上記以外

　カーテンウォールの仕上げ　　・

　構造ガスケットを用いる場合の

　アンカー溝の寸法及び寸法許容差（mm）

　　・図示による　　・

製作           

  配筋　　

　　※監督職員の承諾による　　・図示による　　・

取付け             

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

・図示による　　・

ガラスの取付け方法   

　※F☆☆☆☆　　・　

・防火材料

・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　）

・材料
18
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木部 ※A種　・B種

※B種　・A種

鉄鋼面 ※B種　・A種　・C種

※C種　・A種　・B種

亜鉛めっき鋼面 ・A種　・B種

モルタル面及びせっこうプラスター面 ※B種　・A種

コンクリート面（DP以外）、ＡＬＣパネル面

及び押出成形セメント板面（DP以外）

※B種　・A種

コンクリート面（DP）の場合　　　　　　　　　

押出成形セメント板面（DP）

せっこうボード面及びその他ボード面 ※B種　・A種

A種

B種

種別　　　 　　・素地ごしらえ

(16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.2)(表16.7.2)

(16.7.2)(表16.7.1)

(16.7.2)

(16.7.3)

(16.7.4)

(16.9.2)(表16.9.4)

(16.9.2)

(16.10.3)

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.11.3)

(16.11.2)(表16.11.1)

(16.14.4)

(16.14.5)

(16.14.5)

(17.1.3) 

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.3.2)

(6.2.3)

(表6.10.1)

(17.3.3)(表17.3.1)

(17.3.4)

(17.3.4)

(17.3.6)

(18.1.3)

　・無線式タッチスイッチ

　・光電式タッチスイッチ

　・大形(開・閉)押しボタンスイッチ

　・非接触スイッチ

　10～25mm

目地幅(mm)

※8～15

・

・160×160

・

・

・200×200

・

・

・

・

　　　　寸法　　※径5.5mm　　・

　　　　形状　　※はしご形状複筋及び単筋　　・

工法               

　  ※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示による

　壁用金属枠及び補強材

　　・設ける（形状　　・図示による　　・　　　　　　）

　　・設けない

　シーリング材の種類（　　　　　　　　　　）

　金属製化粧カバー

　建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

　　・図示による　　・　　　　　　　

　木下地の場合の壁用金属枠のアンカー等の留付け間隔

　　・　　mm(450mm以下）

　目地部の横力骨の納まり

主成分による区分

シーリング材の種類

記号
被着体の組合せ

形状及び仕上げ (17.2.3)

材料           

　コンクリート

　　種類　・普通コンクリート　・軽量コンクリート1種

　　　　　気乾単位容積質量の標準

　　　　　　・普通コンクリートの場合　　 　　

　　　　　　・軽量コンクリートの場合　 　　

　　　　　　・

　補強鉄線　径　　　・3.2mm　・4.0 mm　・5.0 mm　・6.0 mm

　　　　　　網目寸法・

　シーリング材　　　　　　　　　　　　

　　　下表以外は標準仕様書 表9.7.1による

　　　　　・　　　　　　

　　　　　　　1.8t/m ～2.1t/m

2

3 3

3 3

3

・石材（・花こう岩　　・大理石　　・　　　　　　　　　）

　　　　辺長（　　mm）、対角線長の差（　　　mm）、

　　　　開口部内法寸法（　　　mm）、ねじれ、そり（　　　mm）、

　　　　曲がり（　　　mm）、面の凹凸（　　　mm）、

　　　　先付け金物の位置（　　　mm）

備考表面材の品質等合板の種類

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

・普通合板

・ミディアムデンシティ

　ファイバーボード

　（ＭＤＦ）

ガラス溝の大きさ(mm)ガラス留め材建具の種類

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

・

・

※建具の製造所の仕様による

・

※建具の製造所の仕様による

・

※グレイジングチャンネル

・シーリング材

・

※押縁及びグレージングガスケット

・

・シーリング材

・

・シーリング材

・

色調

厚さ(mm)表面形状
呼び寸法

伸縮調整（mm）

目地位置

曲面積み平積み
乳
白

ク
リ
ア

断熱性遮音性耐火性気密性水密性

耐震性

耐風圧性 垂直水平
耐温度

方向(kH) 方向(kV)
差性(℃)

記号
被着体の組合せ

下地面等 種別

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

耐候性塗料塗り(DP)の場合

上記以外の場合

　障害物感知装置の設置個所　　・図示による　　・

　危害防止機構の設置個所　　　・図示による　　・

　・設ける　　・設けない

　※電動式（手動併用）　　・手動式 

　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター　

　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　・防煙シャッター

　鋼板の種類　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製

　　　　寸法　　・図示による　　　・

　　　　形状　　・図示による　　　・

(17.2.5)

(17.2.6)

主成分による区分

シーリング材の種類

　※水掛り箇所1類、その他2類以上

　※水掛り箇所1類、その他2類以上

　※水掛り箇所1類、その他2類以上

　　種別、工法　　・Ⅰ型　　　・Ⅱ型

　　上張りの種類　・鳥の子　　・新鳥の子　　・ビニル紙程度　　・　

　　縁仕上　　　　・塗り縁　　・生地縁（素地）

　　　　　　　　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　　※19.5mm　　・建具表による　　　

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・

・戸ぶすま　　　 　　　

　表面材の種類、品質等（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・

・紙張り障子　　　 　　　

　　上張りの種類　・鳥の子　　・新鳥の子　　・ビニル紙程度　　・　　

(16.7.3)(表16.7.7)

　※標準仕様書 表16.8.1及び適用(備考欄の特記事項も含め)は、建具表による

　・　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書 表16.8.2による　　・

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書 表16.8.3による　　・

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書 表16.8.4による　　・

木製建具に使用する戸車及びレール

　※標準仕様書 表16.8.5による　　・

・建具用金物

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置        

　・建具表による　　・

マスターキー　　・製作する　　　　・製作しない    

鍵の製作本数　　※各室3本1組　　・

鍵箱　　　　　　※鋼製の既製品　　・

・鍵

性能・機構     

戸の開閉方式　　・図示による　　・              

  　　※引き戸用駆動装置の場合、標準仕様書 表16.9.1による

車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

　　　※標準仕様書 表16.9.2による

　　　　　防錆　　・適用する　　・適用しない

　　　・

検出装置の性能

　　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書 表16.9.3による

　　　　　防錆　　・適用する　　・適用しない

　　　・　　　　　

・自動ドア開閉装置

(16.8.2)

(16.8.3)

(16.8.4)

(16.9.2)

　　　・

　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ステンレス鋼板の種類     

形式及び機構　　 　

材料                   

・軽量シャッター

区分、材料  　　 　　　　

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・125

・100

・75

・50

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※バランス式

・チェーン式

・電動式・ファイバーグラスタイプ

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所

・オーバーヘッドドア

適用は次によるほか、　 　　　 

ガラスの種類、厚さの組合せは建具表及び図示による。

・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

　・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

・型板ガラスの厚さによる種類

　・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

・網入板ガラス及び線入板ガラス

・合わせガラス

　材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計厚さ、特性による種類

・強化ガラス

　形状による種類、材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類、特性による種類

・熱線吸収板ガラス

　板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類

・複層ガラス

　材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、複層ガラスの厚さ、 断熱性による区分、

　日射取得性及び日射遮蔽性による区分、封入気体の種類

・熱線反射ガラス

　材料板ガラスの種類、厚さによる種類、日射熱遮蔽性による区分

・倍強度ガラス

　材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類

　・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

・ガラス

(16.11.3)(16.6.3)

(16.12.2)

(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

(16.13.2)(16.13.3)

(16.14.2)

　　急降下停止装置

　　　・設置する（・図示による　　・　　）　・設置しない

　開閉形式　　　 　　　

　　※手動式　　・電動式（手動併用）

　耐風圧強度（　　）Pa

　電動式の場合の安全装置　

　　障害物感知装置の設置個所　　・図示による　　・

　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　めっき付着量　　※AZ90　　・

スラットの種類  　　 　　　　

　スラットの材質の種類           

　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

※溶融亜鉛

・ステンレス

　めっき鋼板

　鋼板

ガイドレール収納形式開閉方式風圧力セクション材料

の材料による区分による区分区分(Pa)による区分

　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　・

　・図示による（　　　　　　　　）

　網又は線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

・・

・・

建具材の加工、組立時の含水率           

接着材のホルムアルデヒド放散量             

※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　・

　　引戸の定規縁                

　　見込み寸法　　※36mm　　・建具表による　　

種類　・光線(反射)センサー　　　・熱線センサー

※標準仕様書 表16.10.1による　　・図示による

材料                      

金属系材料の種類                                                  

シーリング材 (ガラスの取付けは除く)          

　　・シーリング材の種類 (　　　　　　　　　　)

断熱材                                    

　　※標準仕様書 表17.2.2による　　・図示による

　　※標準仕様書 表17.2.3による　　・図示による

耐火目地材　　・                  

断熱材                         

先付けの材料                    

　　※標準仕様書 表17.2.2による　　・図示による

　　※標準仕様書 表17.3.2による　　・図示による

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量     

 (表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

(16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)

(16.14.2)(16.14.3)(図16.14.1)

(18.2.2～18.2.7)(表18.2.1～表18.2.7)

　力骨　材質　　※ステンレス鋼(SUS304)　　・

　　　　　スランプ　　　　　　※12cm　　　・

　鉄筋　　　　　種類の記号　　※SD295　　・

　　品質　設計基準強度（Fc）　※30N/mm 　　・

　　　　　　　2.1t/m  を超え2.5t/m 以下

　　　　　単位水量の最大値　　※185kg/m 　　・

　　　　版厚          （　　　mm）、

　　見込み寸法　　※30mm　　・建具表による　　

　　見込み寸法　　※30mm　　・建具表による　　

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)

金物の種類・見え掛り部の材質等         

自動ドア開閉装置の性能                       

駆動装置の性能                 

      　　防錆　　・適用する　　・適用しない

  ・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

  ・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

　　・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

  ・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

  ・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

  ・図示(※建具表　　・　　　　)による　　・

　　　　めっき付着量　　※Z06又はF06　　・

　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・
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種別　　　 　　

SOP As種 ※A種　・B種見え掛り部分

DP 1回目    Cs種

2、3回目 Ds種

標準仕様書

表18.3.4

EP-G ※Bs種　・As種 ※A種　・B種

見え隠れ部分 SOP As種 ※B種　・A種

DP 1回目    Cs種

2、3回目 Ds種

標準仕様書

表18.3.4

EP-G ※Bs種　・As種 ※B種　・A種

鋼製建具等 SOP ※Az種　・Bz種 ※A種　・B種

DP Bz種 標準仕様書

表18.3.6

EP-G Cz種 ※A種　・B種

鋼製建具以外 SOP ※Bz種　・Az種 ※B種　・A種

DP Bz種 標準仕様書

表18.3.6

※B種　・A種

・錆止め塗料塗り

　鉄鋼面で錆止め塗装のままの場合の種別

　　見え掛り部分　　※A種　　・

　　見え隠れ部分　　※B種　　・

種別　　　 　

・クリヤラッカー塗り(CL)

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り（DP）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

標準仕様書 

表18.4.3

※B種　・A種

※B種　・A種

標準仕様書 

表18.7.1

標準仕様書 

表18.7.2

・B種

・A種

・C種

※B種　・A種コンクリート面、

モルタル面等

木部 標準仕様書 

表18.8.2

屋内の鉄鋼面 ※B種　・A種

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書 

表18.8.4

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) ※B種　・A種

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ※B種　・A種

・ピグメントステイン塗り 屋内 　　　　　－

・木材保護塗料塗り(WP) 屋外 ※B種　・A種

・塗装

塗料の種類等          

　クリヤラッカー塗り（CL）

　耐候性塗料塗り（DP）       

　　　　　　　　　　　　　　亜鉛めっき鋼面（　A）級

　　標準仕様書 表18.10.1の工程１の着色　　・適用する

接着剤のホルムアルデヒド放散量 
19

・接着剤等
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事

種類　　・単層品　　・積層品 　　　　

色柄　　（　　　　　　　　　　　　）

寸法　　（　　　　　　　　　　　　mm）

厚さ　　・3.0mm　　・4.5mm　　・6.0mm　　・9.0mm

・ゴム床タイル

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット・ループ併用

・適用する

・適用しない

　色柄、パイル糸の種類等　　

・タフテッドカーペット         

・カットパイル ・

・ループパイル ・

・カット、ループ併用 ・

・ ・

・グリッパー工法

・全面接着工法

・適用する

・適用しない

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

見切り、押え金物

・カーペット敷き

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

※500×500

・

※6.5

・

※500×500

・

※6.5

・

※500×500

・

※6.5

・

見切り、押え金物

タイルカーペットの敷き方

合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量 　

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

種類　　　　 　　

・厚膜型塗床材

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・厚膜型塗床材

（エポキシ樹脂塗床材）

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

・樹脂モルタル工法

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜型塗床材

（エポキシ樹脂塗床材）

※平滑仕上げ

・

・合成樹脂塗床

　※標準仕様書19.5.2(2)による　　・

単層フローリング　　 　　　　  

※標準仕様書

・

※標準仕様書

・

※標準仕様書

・

・フローリングブロック1等

・釘留め工法

(根太張り)

・釘留め工法

　(直張り)

・接着工法

・

・

・

・接着工法 ・ ・

・フローリング張り

複合フローリング　　　 　　　　  

・複合フローリング

（天然木化粧）

標準仕様書 表19.5.2による

・A種　　・B種　　・C種

・釘留め工法

(根太張り)

・

・釘留め工法

(直張り)

・ 標準仕様書 表19.5.4による

・A種　　・B種　　・C種

・接着工法 ・ 標準仕様書 表19.5.6による

・A種　　・B種　　・C種

接着工法の場合の不陸緩衝材　　　 　　

※合成樹脂発泡シート　　・

種別                 

・A種（畳表：・JS　　・J1）

・B種

・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

・畳敷き

・衝撃緩和型畳　

材料　　　　 　　　　　　

木質系セメント板 ・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

・15　・20　・25　・

・12　・15　・18　・21　・

・30　・

繊維強化セメント板 タイプ2（無石綿）　・6　・8

火山性ガラス質複層板（VSボード） ・図示による　　・

繊維板 ・3　・7　・9　・12　・

・無研磨板

（・スタンダード・テンパード）

・研磨板　

（・スタンダード・テンパード）

・2.5　・3.5　・5　・7

・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7

A級

（・天井仕上・内装仕上・　　）

・9　 ・12 　・15 　・18

パーティクルボード ・無研磨板　　・研磨板

・10 ・12 ・15 ・18 ・   

・単板オーバーレイ

・プラスチックオーバーレイ

・塗装

・10 ・12

吸音材料 ・フラットタイプ

(・9(不燃)・12(不燃)・　　)

・凹凸タイプ

(・9(不燃)・12(不燃)・　　)

・25　・

・25（ガラスクロス包）　・

せっこうボード製品 ・12.5（不燃）・15（不燃）・

・化粧無（下地張り用）

・化粧有（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・9.5（不燃）　・

・12.5（不燃）　・

・12.5(不燃)　・15(不燃)

・9.5　　・

模様（・柾目　 ・板目）

専用下地材有り

・12.5（不燃）幅440mm程度

・9.5（準不燃）

・せっこうボード、

　その他ボード及び

　合板張り

パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量             　　　　

・断熱材打込み工法　　　 　　　　・断熱材

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材 ・

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材 ・

（スキン層無し）

・硬質ウレタンフォーム断熱材 ・

・フェノールフォーム断熱材 ・

フェノールフォームを使用した断熱材及び開口部等補修のための張付け用接着剤の

ホルムアルデヒド放散量

　　※Ｆ☆☆☆☆　　・

・断熱材現場発泡工法　　 　　

　　断熱材の種類　　・A種1　　・A種1H　

　　吹付け厚さ　　・25mm

　　施工箇所　　・図示による　　・

材料等　　　　　 　　　　　　

・置敷式

・ ・3,000N

帯電防止性能　・U値（クラス1）　　・U値（クラス2）

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

寸法精度
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・フリーアクセスフロア

材料等　　　　　　 　　　　

・スタッド式（内蔵）

・スタッド式（露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・可動間仕切

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

　　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

パネル内に取付ける建具

　　・有り（寸法及び形状：・図示による　　・　　　　）

　　・無し

材料及び性能等　　 　　　　　　　　

・プッシュ式

・ハンドル式

・

・鋼板

・

・36未満

・36以上

・移動間仕切

材料等　　　　　　 　　　　

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

　　※Ｆ☆☆☆☆　　・

・トイレブース

仕上げ　　　　・　　SOP塗装

・手すり

材料等　　　　　 　　　　

・ステンレス製（SUS304）

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・階段滑り止め

・黒板　　　　　 　　　　

　　区分　　※焼付け　　・

　　種類　　・鋼製黒板  ・ほうろう黒板

・ホワイトボード　　　 　　　　

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・黒板及び

　ホワイトボード

・鏡

寸法　　・図示による　　・

厚さ　　※5mm　　　　　 ・

(表18.5.1)

(表18.7.2)

(表18.10.2)

(19.2.2)

(19.3.2)(表19.3.1)

(表19.3.1)

(19.3.3)

(19.3.2)(19.3.3)

(19.4.2)

(19.5.2)

（19.5.2～19.5.5)

（19.5.2～19.5.5)

(19.5.5)

(19.6.2)(表19.6.1)

（19.7.2)(表19.7.1) (19.9.3)

(19.9.4)

(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

(20.2.6)

(20.2.7)

(20.2.9)

(20.2.9)

(20.2.10)

鉄鋼面

亜鉛めっき

鋼面

工程の種別錆止め塗料の種別下地面等

種別塗装

  ※Ｆ☆☆☆☆　　・

接着剤の主成分による区分

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合

ビニル床シート及びビニル床タイル用

　  　・図示による　　・

ゴム床タイル用               

　  　・図示による　　・

下地の施工        

※FS（複層ビニル床シート）

・

※2.0・

・

・ビニル床シート 材料　　　　　　  

※KT（コンポジションビニル床タイル）

・TT（単層ビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

・無地

・

・300×300

・450×450

・500×500

※2.0

・

材料　　　　　　  ・ビニル床タイプ

材料　　　　　　  

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

・特殊機能床

材質の種類　　・軟質　　・硬質　　　　 　　　

厚さ　　※1.5mm以上　　・

・ビニル幅木

（19.2.2）(表19.2.1)

（19.2.2）(表19.2.2)

(19.2.3)

（19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.3)

(19.2.2)

(19.2.2)

・硬質木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・けい酸カルシウム板

・火山性ガラス質複層板

・ミディアムデンシティ

・ハードボード（素地）

・ハードボード（化粧）

・インシュレーション

・単板張りパーティクル

・化粧パーティクル

・ロックウール吸音

・グラスウール吸音

・せっこうボード

・不燃積層せっこう

・シージングせっこう

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

・化粧せっこうボード

　ボード

　ボード

　板

・ロックウール化粧吸音

　ボード

　ボード1号

　ボード32K

　ボード 

　ボード

　(木目)

　（トラバーチン模様）

・500×500

・ ・5,000N

備考所定荷重構造
表面耐震高さ寸法施工

箇所 (mm) (mm) 性能 仕上げ材

・帯電防止

・タイル

・

・1.0G

・0.6G　式

・支柱調整

6漏えい抵抗　　・R≧1.0×10 Ω   　・

　　※標準仕様書20.2.4(3)(ｳ)による　　・図示による

　　※標準仕様書20.2.4(3)(ｴ)による　　・図示による

　　※標準仕様書20.2.4(3)(ｵ)による　　・図示による

　　※標準仕様書20.2.4(3)(ｶ)による　　・図示による

　　・使用する

　　・使用しない

　ハンガーレールの取付け下地

　ハンガーレール

　ランナー

　パネルをランナーに取り付ける部品

　あと施工アンカー

　　　　種類：　　　　　材質：　　　　　寸法：　　　　　

備考厚さ（mm）色柄種類の記号

備考厚さ(mm)寸法（mm）色柄種類の記号

寸法、厚さ、形状(mm)性能種類シート種別

－

－

－

－

厚さ：

寸法：　　　　厚さ：

形状：

厚さ：

厚さ：

寸法：　　　　厚さ：

備考帯電性パイル形状織り方

備考帯電性工法パイル長（mm）パイルの形状

備考施工箇所総厚さ（mm）寸法（mm）パイル形状種類

施工箇所仕上げの種類工法種類

厚さ、幅及び長さ樹種工法種類

厚さ、幅及び長さ樹種工法種類

厚さ（mm）等種類規格名称
施工箇所厚さ（mm）

種類(記号)断熱材名

種類

パネル表面仕上げ
パネルスタッド

構成基材の種類
構造形式による種類

遮音性能

(dB/500Hz)

・メラミン樹脂焼付

・壁紙張り

・0

・12

・20

・28

・36

仕上げ材質

パネル表面材 遮音性圧接装置操作方法

(dB/500Hz)の操作方法による種類

・手動式

・電動式

・部分電動式

・焼付塗装

・壁紙張り

・

ドアエッジの材質脚部の種類パネル表面材の材質

取付け工法寸法（mm）形状材種

※接着工法

・埋込み工法

・

・

・ひも型

・タイヤ型

※製造所の仕様による

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

※幅木タイプ

・

・メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

・

EP-G Cz種

・合成樹脂調合ペイント塗り(SOP)

　　種別がA種の場合における、標準仕様書 表18.5.1の工程２

　　　・塗料の種類（　　　　）

    上塗り塗料の等級　　　　鉄鋼面　　　　（　　）級

　　・図示による　　・

　　※色柄は模様のない無地のもの

　下敷き材

　　※JIS L 3204(反毛フェルト)の第2種1号　呼び厚さ8mm

　　・

　見切り、押え金物

　　・適用する（材質、形状等　・図示による　　・　　　  　）

　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　　　　　　　　 　　

　　※ヒートボンド工法　　・

　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種１号　呼び厚さ8mm

　・

　・適用する（材質、形状等　・図示による　　・　　　　）

　・適用しない

　・適用する（材質、形状等　・図示による　　・　　　　）

　・適用しない

　平場　　　※市松敷き　　・模様流し　　・

　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・

・フローリングボード1等

　表19.5.1による

　表19.5.3による

　表19.5.5による

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

ボード表面への化粧張仕上げの有無                

　・有り（種類：　　　　　　　　　　　）　　・

天井のボードの重ね張りの張り付け方法）　　 　

（ロックウール吸音板を除く）

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

せっこうボードの目地工法         

種類　

・継目処理工法　　・突付け工法　　・目透し工法

せっこうボードのエッジの種類（突付け工法、目透し工法の場合）

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

材料                   

・行う　

・行わない

・行う　

・行わない

・特殊加工化粧合板

・天然木化粧合板

・普通合板

・行う　

・行わない

品名（　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ（※5.5mm　　・　　　　　　　　）

板面の品質

広葉樹（※2等以上　・　　　　　　）

針葉樹（※C-D以上　・　　　　　　）

単板の樹種名（　　　　　　　　　　　）

化粧板の単板の樹種名（　　　　　　　）

厚さ（　　　mm）

接着の程度（　　　　　　　　　　　）

単板の樹種名（　　　　　　　　　　）

化粧加工の方法

・オーバーレイ ・プリント

・塗装　　　　 ・ 　　

厚さ（　　　mm）

品目（　　　　　　　　　　　　　　）

合板のホルムアルデヒド放散量                        

　・

接着剤

壁紙

※Ｆ☆☆☆☆　　・

※Ｆ☆☆☆☆　　・

種類　　　　　　 　　　　

・不燃

・準不燃

・難燃

・壁紙張り

(19.7.3)

(19.7.3)

(19.7.2)

(19.7.3)(表19.7.3)

(19.8.2)

(19.8.2)

防虫処理規格種類

備考防火性能
その他塩化ビニル無機質

壁紙の種類

プラスチック繊維紙
施工箇所

・ ・ ・ ・・・

・ ・ ・ ・・・

　床タイル

　カーペット

　又はアクリル樹脂焼付

・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(EP-G)

　ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）          

・織じゅうたん                  

・タイルカーペット                  

フローリングのホルムアルデヒド放散量         

・C種（畳床：・PS-C20　　・PS-C25　　・PS-C30）

　　畳表(JIS A 5902)　　・C1　　・C2

材料の種類　　・  　 鋼材                  

取付箇所　（　　洗面化粧台　　）        

(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)

(18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

（19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)から(ｳ)以外の下地の工法

接合部の処理　　※熱溶接工法　　・            

高さ　　※60mm　　・70mm　　・100mm   ・75mm

　　　種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　  

　　・                           

　※標準仕様書19.7.2(2)(ｲ)による　　

合板の張付け　　・A種　　・B種         

ホルムアルデヒド放散量             

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)による　　・

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　　・

　ファイバーボード（MDF）

施工　　 　　

モルタル面及びせっこうプラスター面の素地ごしらえ　

　　※B種　　・A種　　　 　　

コンクリート面の素地ごしらえ　　 　　

　　※B種　　・A種　　　　　　

せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえ　　　　　

　　※B種　　・A種　 　　

(19.8.3)

(表18.2.4)

(表18.2.5)

(表18.2.7)
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・衝突防止表示　　　 　　　

　　形状、寸法（・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　　材質　　　（・ステンレス製　　・　　　　　　）

・非常用進入口等の表示等　　　　 　

　※消防法に適合する市販品　　・

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、

印刷等の種別、取付け形式　　　 　　　

・図示による　　・

仕上げ　　　　※研磨等の仕上げを行わない　　・

材料等　　　　 　

　適用安全使用温度　　・　　℃　

工法（　　　　　　　　　　　　）

　

溝幅×深さ・ブラインド

・150×80mm

・図示による

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　　　　種別（標準仕様書 表14.2.1）　・BC-1種

　　　　　　色合い

・標準色（　　　　）

・特注色（　　　　）

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・BC-2種

　カーテンボックス

　ボックス及び

・一般形

・

天井点検口

・屋内外用

・屋内用

床点検口

・垂直方法

・水平方向

目地

目地材

目地寸法（mm）

目地材の材質は標準仕様書 9.7.2による

耐震スリット

形式　　　　・差込式　　・据置式　　・壁張り式

施工箇所　　・図示による　　・

・止水板

ジョイント金物 ・アルミニウム製

・ステンレス製

（注）外部は止水型とする

・エキスパンション

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304）製

・

・くつふきマット

・流し台 ・1,200

・1,500

・1,800

・550

・600

・650

・800

・850

・コンロ台 ・600 ・550

・600

・650

・620

・670

・つり戸棚 ・1,200

・900

・450 ・500

・700

・水切り ・1,200

・900

・600

－ －

・流し台ユニット

品質・性能　・図示による　　・

形状　　　　・図示による　　・

・アルミニウム

・

合金製

・テーパー型

・同一断面型

・ハンドル式

・ロープ式

・埋込み式

・ベース式

・バンド式

・旗竿

・旗竿受金物 材種　　・ステンレス製（SUS304）　　・

・上下式鎖内蔵型 ・標準品

・スプリング式

・ステンレス製

・

・ ・

・

・

・車止め支柱

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　　・鋼管フェンス

　　　　　　　　　・アルミフェンス

高さ　　　　　　　・図示による　　・

・フェンス

・鋼製書架 JIS S 1039による ・1種　・2種　・3種

・鋼製物品棚 ・4種　・5種　・6種　・

・鋼製書架及び物品棚

枠の材質　　　・アルミニウム製　　　　・

表面の材質　　・塩ビ発泡シート張り　　・

・屋内掲示板

材種　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

　　　　　・人工大理石

奥行き　　・約450 mm　　・約600 mm

・洗面カウンター

・固定式

・網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス

・6.8

・

アルミ製枠付き

・可動式

・垂直降下式

（巻取り型）

・不燃布

（不燃認定品）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

・500

・800

ガイドレール

・500

・800

・

表面仕上げ

　・天井材張り

　・ 

（注）降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

材質形状・寸法　　・図示による　　・

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

　・Ｆ☆☆☆☆　　・

・収納家具

・防煙垂れ壁

照明器具　　・有り　　・無し

施錠　　　　・有り　　・無し

・屋外掲示板

種類　・コンクリートブロック製（市販品）

　　　・花こう石類（文字記号等入り）

・敷地境界石標

排水管用材料           

・遠心力鉄筋コンクリート管  外圧管（1種） ・Ｂ形管

・

・図示　・

・VP ・図示　・・硬質ポリ塩化ビニル管

・VU ・図示　・

・RS－VU ・図示　・

・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・DV ・図示　・

・VU継手 ・図示　・
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・屋外雨水排水

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　 

※接着剤　　・ゴム輪

側塊の形状及び寸法　　・図示による　　・　　 

排水桝の種類　　　　　・図示による　　・　　 

砂地業に用いる材料　　　　　　　 

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料　　 

　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石

・現場打ちの場合の鉄筋　　　　　　　 

  ※SD295　　・

凍上抑制層に用いる材料　　・　　　　　　　 

砂を用いる場合の粒度試験　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　

・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足

掛け金物    

種類　　　　　　　　　 

鋳鉄製

マンホールふた

・水封形

・簡易密閉形

(パッキン式)

・密閉形

(テーパ・パッキン式)

・中ふた付き密閉形

(テーパ・パッキン式)

・

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・有り

・無し

左記以外の品質等は(公

社)空気調和衛生工学会

SHASE-S209による。

・鋳鉄製ふた

材料等　　　　　　　　　 

・鋼製 ・・細目

（　　）

※普通目

・細目

・

（　　）

・ステ

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・桝ふた用

・U字溝用

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・桝ふた用

・U字溝用

・歩行用

・T－2用

・T－6用

・T－14用

・T－20用

・歩行用

・T－2用

・T－6用

・T－14用

・T－20用

・凹凸形

・

・平形

・

・凹凸形

・

・平形

－

－

・

・

・

・グレーチング

・埋戻し土

・街きょ、縁石、側溝 材料                   

・街きょ、縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

・図示による　　・

・図示による　　・

・図示による　　・

・図示による　　・

・

砂地業の材料       

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料           

　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石

砂利地業の厚さ　　※100mm　　・図示による       

・現場打ちの場合のコンクリート     

※普通コンクリート　　・  

スランプ　　　※15cm又は18cm　　・

・現場打ちの場合の鉄筋

※SD295　　・          

砂を用いる場合の粒度試験　　・行う　　・行わない       

路床の材料                

・盛土

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

・凍上抑制層 ※再生クラッシャラン　　・クラッシャラン

・図示による

・

・切込み砂利　　

・砂

・図示による

・

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ

　・図示による　　・

22
・路床

路床安定処理　・適用する　　・適用しない  

　　安定処理の方法　　・置き換え工法　　・安定処理工法　　　　　

　　　種類　　・普通ポルトランドセメント

　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　　・生石灰（・特号　　・1号 ）

試験          

　　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　・行わない

　　路床締固め度の試験（現場密度）　・行う　　・行わない

　　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない　

路盤の厚さ 

・図示による　　・

路盤材料           

　※再生クラッシャラン

　・クラッシャラン　　　・粒度調整砕石

　※再生粒度調整砕石　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

　・粒度調整鉄鋼スラグ　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・路盤

アスファルト　

・ストレートアスファルト

・アスファルト舗装

加熱アスファルト混合物の種類       

表 層

試験　　　　　 

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

コンクリート舗装 歩行者用通路 ・図示　・

車路及び駐車場 ・図示　・

材料           

　コンクリート　

※普通コンクリート、標準仕様書 表22.5.1による　 

・図示による

　早強ポルトランドセメント　　・使用する　　・使用しない

　注入目地材料　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

施工

舗装の平たん性              

・加熱系カラー舗装         

　 　構成・厚さ　　・図示による　　・

　 　表層に用いる加熱系混合物の結合材

　　 　・アスファルト混合物

　　 　・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　　％）

　　 　・着色骨材（　　　　）

　   　・自然石（　　　　）

・常温系カラー舗装         

　 　工法　　・ニート工法　　・塗布工法

　 　着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　 　ニート工法及び塗布工法の配合等　　・

舗装の平たん性          

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度          

(20.2.11)

(20.2.11)

(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.14)

(20.2.13)

(21.2.2)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

 (21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.3.1)(表21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.2)

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

(22.2.2)(22.2.3)

(22.2.4)

(22.2.5)

(22.4.2)

(22.1.3) (22.4.3)

(22.4.4)(表22.4.5)

(22.4.6)

(22.4.2)

(22.5.2)

(22.5.3)

(22.5.4)

(22.5.2)

 (22.6.6)

・横形ブラインド

　　種類　　※ギア式　　・コード式　　・操作棒式

　　幅、高さ　　・図示による　　・

  　スラットの幅　　※25mm　　・

　　材質　

　　　スラット　　　　※アルミニウム合金製　　・

　　　ヘッドボックス　※鋼製　　・

　　　ボトムレール　　※鋼製　　・

・縦形ブラインド

　　幅、高さ　　・図示による　　・

　　開閉方式　　・片開き　　・両開き

　　操作方法　　

　　スラットの材質　・焼付け塗装仕上げのアルミスラット

　　　※2本操作コード方式　　・1本操作コード方式　　

・ブラインド

・煙突ライニング

・タラップ

・表示

・450×450

・600×600

・

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

・アルミニウム製

・

内枠外枠形式寸法（mm）材種

備考形式寸法（mm）材種

・アルミニウム製

・ステンレス製

・鋼製

・450×450

・600×600

・

・一般形

・密閉形

・

・鍵付き

(21.2.1)(表21.2.1)

設計基準強度　※18N/mm 　　・2

舗
装
工
事

(表22.2.1)　　添加材料

　　　　　　　・消石灰（・特号　　・1号 ）

・コンクリート舗装

・カラー舗装

　・

備考防水性能耐火性能タイプ方向

・有り

・無し

・耐火型

・非耐火型

・完全（全貫通型）

・

外壁内壁目地

・シーリング材

(見え掛り部のみ)

・幅20×深さ10

・

・シーリング材

・シーリング材（内外とも）

・幅20×深さ10

・

　(見え掛かり部のみ)

備考耐火性能クリアランス材種

・有り（　　　　　）

・無し

・50　　　・100

・150　　 ・

備考受け枠材種

・ステンレス鋼（SUS04）

・硬質アルミニウム合金

・

備考
ＨＤＷ

寸法（mm）
材種

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

市販品

市販品

ステンレス製

・1段式　・

備考固定方法操作方法高さ(m)形式材質

高さ（mm）柱径・肉厚（mm）材種形式

積載質量による種類規格等種類

備考高さ（mm）厚さ（mm）材質

備考高さ（mm）材質種類

・500

・

備考呼び径形状種類・記号材種

備考鍵適用荷重種類名称

上面形状メインバーピッチ適用荷重用途形式材質
亜鉛めっき

(付着量)

形状、寸法種類

厚さ(mm)材料種別

標準仕様書 表3.2.1により

種類地域区分

厚さ　(mm)構成部位舗装の種類

・密粒度アスファルト混合物(13）

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

・一般地域

・寒冷地域

※70　 ・図示　

・図示 ・

　　　　　　　　　　・消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工クロススラット

材料等　　　　　 　　

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

※製造所の仕様による　　・

材料等　　　 　　

・シングル

・ダブル

・

・

・図示

・

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

　※300mm以上　　・

材料等　 　　

レール及びブランケットの強さによる区分

　※10-90　　・

レールの材料による区分

レールの仕上げ　　　　　※アルマイト　　・

レールの形状　　　　　　※角形　　　　　・

カーテン付属物　フック（ひるかん）

　※鋼製　　・樹脂製

補強鉄線の径及び網目寸法　　　 　

・図示による　　・

製作　　　 　　

コンクリートの設計基準強度（Fc）　　　　　　　　　　

配筋

取付け方法            

　・

　・図示による

材料等　　　　　　 　　　　　

(20.2.15)

(20.2.16)(表20.2.1)

(20.2.16)

(20.3.2)

(20.3.3)

(20.3.4)

(20.4.2)

(20.4.3)

　　スラットの幅　　・　　mm

・ロールスクリーン

・カーテンレール

・プレキャスト

　コンクリート

・間知石及び

コンクリート

間知ブロック積み

・カーテン

　※監督職員の承諾による　　・図示による

3

工法　　　　 　　　　 

　積み方　　 　 　　　※谷積み　      　・布積み

　目塗り　　　　　　　・図示による　　  ・

　伸縮調整目地　材種　・図示による　　　・

　　　　　　　　厚さ　・図示による　　　・

備考質量区分種類材種材料

・間知石

・コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・凝灰岩

－

－ －

・A

・B

取付箇所幅、高さ操作方式品質材種

備考ひだの種類形式
取付生地の種別、開閉操作

箇所品質、特殊加工等方式

・つまみひだ

(・三つ山ひだ

・二つ山ひだ)

・箱ひだ

・片ひだ

・プレーンひだ

・

・

・

・

・

・手引き

・ひも引き

・電動

・

・片引き

・引分け

・

・図示

・

・図示

・

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・・ポリエステル

・

　　種類、間隔、構造

　目地                    

　　　※標準仕様書 表22.5.3及び図22.5.1による　　

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度            

　・

　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　・ステンレス製

　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m を満足するように定める

　・図示による

　・固定式（壁埋込み型）

　※普通コンクリート　　・

　　　設計基準強度　※18N/mm 　　・2

・幅400mm、径22mmのステンレス製

・径22mmの防錆処理を行った鋼製

・径19mmの合成樹脂被覆加工を行ったもの

・受枠付き、

・

・受枠付き、

・

　ボルト固定

　ボルト固定　ンレ

　ス製

　　　　　　　・高炉セメントＢ種

　　　添加量を定めるために用いるＣＢＲ（　　　　） 

(22.6.6)

　・

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

　・図示による　　・

材料の種類　　※ステンレス製　　・        

煙突用成形ライニング材                   

・90×150mm　　※120×80mm　　・120×150mm

基床の厚さ及び種類　　・図示による　　・     

※B種（標準仕様書 表3.2.1）　　・     

凍上抑制層に用いる材料　　・           

アスファルト舗装の構成及び厚さ            

材料                       

※再生アスファルト（・60～80　　・80～100）

舗装の平たん性                 

コンクリート舗装の厚さ                 

　 　加熱系混合物に添加する材料          

アスファルト混合物の抽出試験                                    

  　・行う　　・行わない                

(22.1.3)(22.2.2)(22.2.3)

(22.3.2)(22.4.1)(22.5.1)(22.6.1)(22.7.1)(22.8.1)

(22.1.3)(22.3.3)(表22.3.1)

(22.6.2～22.6.4)(表22.6.1)

(22.6.2～22.6.4)(表22.6.1)

　　　・図示による　                    

・現場打ちの場合のコンクリート材料　          

　　　スランプ　　　※15cm又は18cm　　・
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舗装の構成　　・図示による　　・       

材料              

アスファルト

　　・ストレートアスファルト

・透水性アスファルト

試験                  

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　

・行う　　・行わない

舗装の平たん性           

・普通平板（N）

・透水性平板(P)

・保水性平板(M)

・300角

・

※60

・

・砂

・モルタル

仕上がり面の平たん性          

※コンクリート平板間の段差3mm以内

　　・

・図示による　　・

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック(P)

・保水性ブロック(M)

車路 ・図示 ※80

・

※5.0　

・

・標準品

・

歩行者

用通路

・図示 ※60 ※3.0

・ ・

仕上がり面の平たん性             

※インターロッキングブロック間の段差3mm以内

　　・

・図示による　　・

・小舗石

（花こう岩）

・

クッション材　　・砂　　・空練モルタル    

仕上がり面の平たん性          

※舗石間の段差3mm以内

　　・

舗石の割付け　　　　　　 

　　・図示による　　・

・砂利敷き 種別　　　　　　　　　　 

通路　　　　　　　　※Ａ種　　・図示による　　　　

建築物周囲その他    ※Ｂ種　　・図示による　　　

（　　　　　　）　　・

23
土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験    

・行う　　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　　　　 

・行う　　・行わない

・植栽地の確認等

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

整備内容　　　　　 

・樹木 ※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

樹高12ｍ以上

（※100　・120　・150）

樹高7ｍ以上～12ｍ未満

（※80 　・100）

樹高3ｍ以上～7ｍ未満

（※60　 ・80）

樹高3ｍ未満

（※50　 ・60）

・葉張り部分

・植栽部分

・図示による

・

・適用する

・適用しない

※芝、 ※Ｂ種

・

※20

・

・植栽部分

・図示による

・

・適用する

・適用しない

・植栽基盤の整備

植栽基盤の排水設備　　　　　　　 

（暗きょ、開きょ、排水層縦穴排水等）

・設ける（・図示による　　・　　　　　）　

・設けない

・現場発生土の良質土　　・客土　　　　　 ・植込み用土

種類、指定量　　　　　　 

・バーク堆肥

　　　施工箇所　　・植栽範囲　　・図示による

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

　　　施工箇所　　・植栽範囲　　・図示による

・土壌改良材

樹種、寸法、株立数　  ・図示による　　・　　　　 

刈込みものの適用  　　・適用する（数量：　　　　）

・樹木

支柱材の種類       

※丸太（間伐材）　　・真竹　　・　　

防腐処理方法　

※加圧式防腐処理丸太材　　・

形式

　・布掛け形    ・ワイヤ掛け形　　・地下埋設形　

・支柱

材料　　※幹巻き用テープ　　・わら　　・こも      

　※コウライシバ　　・ノシバ

　平地　※目地張り　　・べた張り

　法面　※目地張り　　・べた張り

種類等　　　　　　　 

※洋芝類

・

・吹付けは種

・幹巻き用材料

・芝

種類等　　　　　　　　 ・地被類

・

・

・

・

・

・

・

・

新植樹木の枯補償の期間 　　　　　 

(芝張り、吹付けは種及び地被類を含む)

移植樹木の枯損処置を行う期間　　　　　　 

　芝等の枯保証

・新植、移植樹木、

・屋上緑化 植栽基盤及び材料               

工法           

 (22.7.2)

(22.1.3)(22.7.3)

(22.7.6) 

(22.7.2)

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.2)

(22.8.2)

(22.8.4)

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.2)

(22.8.4)

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.2)

(22.8.2)

(22.8.4)

(22.9.2)(表22.9.1)

(23.1.3)

(23.1.3)

(23.2.2)

(23.2.3)

(23.2.3)(23.2.4)

(23.3.2)

(23.3.2)

(23.3.3)

(23.3.2)

(23.4.2)

(23.4.3)

(23.4.2)

(23.4.2)

(23.3.4)(23.4.7)

(23.3.6)

(23.5.2)(23.5.3)

(23.5.3)

(23.5.3)

(23.5.4)

(23.5.4)

(23.5.4)

舗
装
工
事

　舗装

・ブロック系舗装

　　　指定量　植栽基盤面積1m 当たり（・　　L　　・　　）

　　　指定量　植栽基盤面積1m 当たり（・　　L　　・　　）

2

2

　  　　　　　　　　　・適用しない

　・屋上緑化システム

　　　土壌層の厚さ　・図示による　　・

　　　排水層　　    ・軽量骨材（層の厚さ：　　　　）

　　　　　　　　　　・透水排水管

　　　植込み用土　　※改良土　　・人工軽量土　　

　・屋上緑化軽量システム

　　　　　　　　　　・板状成形品

　樹木、芝及び地被類    

　　樹種、寸法、株立数　・図示による　　・　　　　

　　刈込みものの適用　　・適用する（数量：　　　　）

　　　　　　　　　　　　・適用しない

　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等     

　　・図示による　　・     

　建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

　　・図示による　　・

　支柱             

　　・設置する（形式　　・図示による　　・　　　　）    

　かん水装置                 

　　・設置する（種類　　・図示による　　・　　　　）    

2

目地材厚さ（mm）寸法（mm）種類

色彩、表面加工等形状、寸法部位種類
曲げ強度厚さ

（mm） (Ｎ/mm ）

基層(mm)割付け厚さ（mm）形状、寸法種類

・図示

・

・80

・

・図示

・

・アスファルト混合物

・コンクリート版

　(※50　・　　　)

　(※70　・　　　)

土壌改良材整備範囲(面積)有効土層の厚さ（cm）工法植栽

備考種子の量（g/㎡)種子の種類

単位面積当たりの株数径芽立数植物の種類

　地被類

　※再生アスファルト（・60～80　　・80～100）

　※著しい不陸がないもの　　・             

・コンクリート平板舗装               

クッション材　　・砂　　・空練モルタル        

コンクリート平板の割付け            

・インターロッキングブロック舗装        

インターロッキングブロックの割付け       

・舗石舗装                   

  ・添え柱形　　・鳥居形　　・八ツ掛け形       

種類                      

芝張りの工法                    

　※引渡しの日から１年　　 ・　　　      ・無し

　※引渡しの日から１年　　 ・　　　      ・無し

(23.2.2)(表23.2.1)(表23.2.2)



建　築　概　要
建　物　名 　資材倉庫　　　　　　　　油庫

敷　地　面　積 　3514.24m2

構　造・規　模  S造　　　　　　　　　　　　　　S造

建　築　面　積 　198.03m2　　　　　　　　　　　3.20m2

延　べ　面　積 　233.04m2　　　　　　　　　　　3.20m2

軒　高　さ 　6.60m                             2.808m

最高の高さ 　6.98m                             2.915m

建　築　基　準　法　（令）

審査項目
法令条項

チェック 判定
法 令

防

火
・

準

耐

火

構

造

等

地域・規模による

構造制限

61 136の2
　防火地域 － 階数 　　　）　　延べ面積 　　　　㎡）　　構　造（　　　　）

　[階数３以上又は延べ面積１００㎡を超えるもの　耐火]

　[階数２以下かつ延べ床面積１００㎡以下のもの　耐火又は準耐火]

　準防火地域 － 階数(　　　）　　延べ面積(　　　　㎡）　　構　造（　　　　）

　[地上４以上又は延べ面積１，５００㎡を超えるもの　耐火]

　[地上３で延べ床面積１，５００㎡以下のもの又は地上２以下かつ延べ床面積５００㎡を超え、

 １，５００㎡以下のもの　耐火又は準耐火]

－

屋根の構造 22

62

109の8

136の2
の2

　構　造（　鉄骨造　）　　屋根材（　カラーガルバリウム鋼板　）

　・　法第２２条の区域　[Ｈ１２建告第１３６１号]

　・　法第６２条の区域　[Ｈ１２建告第１３６５号]

　・　区域外

適合

居

室
の

採

光
・

換

気

等

居室の採光及び換気 28 20

　［別表の計算書による］ －

換気設備の技術的

基準

28 20の2

20の3

　居室の換気のための窓その他開口部

　　［別表の計算書による］　　　換気方法（　　　　　　　　　　）

　火を使用する室の有無

　・　有　－　室名（　　　　　　　）、換気方法（　　　　　　　）

　・　無

－

換気設備（自然換気） 28 20の2
129の2

の5
　給気口高さ（　　　　　　　ｍ） ／ 天井高さ（　　　　　　ｍ）　≦　１／２

　排気口高さ（　　　　　　　ｍ）　＞　給気口高さ（　　　　　ｍ）
－

窓その他開口部を有し

ない居室等

35 116の2
　採光（無窓）居室

　　・　有（室名：　　　　　　　　　　）

　　・　無

　排煙（無窓）居室　

　　・　有（室名：　　　　　　　　　　）

　　・　無

－

無窓居室の主要

構造部

35の3 111
　構　造 （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ［耐火構造又は不燃材料］ －

階
段
・

廊
下

２以上の直通階段

（５階以下の階の

場合）

35 117
121

　居室の床面積

　　避難階の直上階（　　　　　㎡）＞２００㎡

           （準耐火構造又は不燃材料でつくられた建築物の場合 は４００㎡）

　　その他の階（　　　　㎡）＞１００㎡

           （準耐火構造又は不燃材料でつくられた建築物の場合は２００㎡）

　・　有（直通階段２以上）　　　　・　無

－

避難階段の設置及び

特別避難階段

35 122
　地上（　　　）階、　　地下（　　　）階　　

　 ・　避難階段 又は特別避難階段[５階以上、地下２階以下]

　 ・　特別避難階段 [１５階以上、地下３階以下]　　

　 ・　該当せず（　　　　　　　　　　　　　　　　）

－

地　域　・　地　区

審査項目
法令条項

該当事項
法 令

都

市

計
画

法

都市計画区域・準都市計画
5

5-2
　都市計画区域

区域区分 7 　－

地区計画 8 　－

建

築

基

準

法

敷地等と道路の関係 43 　前面道路：11002上士狩駅上線（幅員8.00m）、法第42条1項1号道路

用途地域 48 　工業地域

容積率 52 　200％

建ぺい率 53 　60％

高さ制限 斜線制限 56 　有

日影規制
56の2 　無

防火・準防火地域内の建築物
61 　対象外

建　築　基　準　法　（令）

審査項目
法令条項

チェック 判定
法 令

階

段
・

廊
下

直通階段・歩行距離 35 117
120

121

　【主要構造部が準耐火構造又は、不燃材料で作られている場合】

　　採光無窓居室　：　歩行距離（　　　　　ｍ）　≦ ３０ｍ・ （４０ｍ：廊下・階段・その他通路の壁及び　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天井の仕上げを準不燃材料以上）

　　その他の居室　：　歩行距離（　　　　　ｍ）　≦ ５０ｍ・（６０ｍ：廊下・階段・その他通路の壁及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天井の仕上げを準不燃材料以上）

　【２以上の直通階段を設ける場合】

　　重複距離（　　　　　ｍ）　≦　当該歩行距離の２分の１

階段・踊場の幅・

けあげ・踏み面寸法

36 23
　直上階居室の合計（　　　　㎡）　＞　２００㎡　

　地階又は地下工作物の居室の合計（　　　　㎡）　＞　１００㎡

　・　階段幅　（　　　　ｃｍ）　≧　１２０ｃｍ、   踊場の幅　（　　　　ｃｍ）　≧　１２０ｃｍ、

　　　けあげ　（　　　　　ｃｍ）　≦　２０ｃｍ、  踏面　（　　　　ｃｍ）　≧　２４ｃｍ

　上　記　外

　・　階段幅　（　　　　ｃｍ）　≧　７５ｃｍ、     踊場の幅　（　　　　ｃｍ）　≧　７５ｃｍ

　　　けあげ（　　　　ｃｍ）　≦　２２ｃｍ、      踏面（　　　　ｃｍ）　≧　２１ｃｍ

踊場の位置及び

直通階段の踏幅

36 24
　階高（　　　　　　　ｍ）

　 ・ ４ｍまで

　 ・ 階高（　　　ｍ）≧　４ｍ、踊場（　　　）カ所、踏幅（　　　ｍ）　≧　１２０ｃｍ

階段及び踊場の

手すり等

36 25
　階段の幅　：　（　　　　ｍ）　＞　３．０ｍ、高さ（　　　　　ｍ）　＞　１．０ｍ

　　一般手すり

　　　両側設置　　・　有　　・　無

　　中間手すり（幅　＞　３ｍ、ただし高さ１ｍ以下の階段の部分には適用しない）

　　　・ 設置

　　　・ 不要 ［けあげ：（　　　　ｃｍ）≦１５ｃｍ、踏面：（　　　　ｃｍ）≧３０ｃｍ］

階段に代わる傾斜路 36 26
　勾　配（　　　　／　　　　）　≦　１／８　　　表面仕上材　（　　　　　　　　　　）

廊下幅 35 117
119 　その階の床面積の合計（　　　　　㎡）≧　２００㎡（地階の場合、１００㎡）

　両側居室（　　　　ｍ）≧　１．６ｍ　、片側居室（　　　　ｍ）≧　１．２ｍ

屋外階段 35 23
121の2 　直通階段の幅（　　　　ｃｍ）　≧　９０ｃｍ、その他の階段（　　　　ｃｍ）　≧　６０ｃｍ

　直通階段の構造（　　　　　　　　　　　　　）　　［木造以外］

屋上広場・バルコニー

等の手摺

35 117
126 　高さ　　（　　　　　　ｍ）　≧　１．１ｍ

防

火
区
画
・

防

火
戸

面積区画 36 112-1
112-4
112-5

　・　耐火建築物　［別表の計算書による・すべて１，５００㎡以内］

　・　外壁耐火　　 ［別表の計算書による・すべて５００㎡以内］

  ・　不燃構造　　 ［別表の計算書による・すべて１，０００㎡以内］

竪穴区画 36 112-11 　居室を有する階数（地上　　　）≧３、（地下　　　）［吹抜き、階段、昇降機の昇降路、

　ダクトスペース、その他］

防火区画に接する

部分の構造等

36 112-16
112-17
112-19

　９０ｃｍ以内の壁面等の構造（　　　　　　）　［準耐火構造・Ｈ１２建告第１３５８号］

　５０ｃｍ以上突き出した庇、床、袖壁等の構造（　　　　　　）

　防火戸面積（　　　　　　㎡　≦　３㎡）

　　　　・　常時閉鎖式　　　・　随時閉鎖式

　　［防火設備等の構造：Ｓ４８建告第２５６３号］

　　［遮煙性能を有する防火設備等の構造：Ｓ４８建告第２５６４号］

　　［特定防火設備の構造：Ｈ１２建告第１３６９号］

防火区画を貫通する

配管の隙間等の処理

36 112-20
　防火区画を貫通する配管と防火区画との隙間（使用材料：　　　　　　　　）

　防火区画を貫通する配管の構造

　　・　貫通部分から１ｍ以内の部分の構造（　　　　　　　　　）

　　・　大臣認定（名称：　　　　　　　、認定番号：　　　　　　　　　）

　　　　［貫通する給水管、配電管その他の管の外径：Ｈ１２建告第１４２２号］

防火区画を貫通する

ダンパーの構造等

36 112-21
　ＡＭ　Ｎｏ．　（　　　　　図）による

　　［防火設備の構造：Ｓ４８建告第２５６５号］

　　［風道に防火設備を設ける方法：Ｈ１２建告第１３７６号］

防火戸その他の

防火設備

2-9の2
2-9の3

109
109の2 　延焼のおそれのある部分    ・　有［建具表による］  　　　　　　　　　　　　　　　　 　・　無

排

煙

排煙設備の設置 35 126の2 　・　要

　　・　階数３以上で延べ床面積５００㎡を超える

　　　　　（防煙壁による１００㎡ごとの区画　　・　有　（室名：　　　　　　）　　　・　無　）

　　・　排煙無窓居室

　　・　延べ床面積１，０００㎡超の建築物で床面積２００㎡を超の居室　（室名：　　　　）
　・　不要（　　　　　　　　　　） 202304
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建　築　基　準　法　（令）

審査項目
法令条項

チェック 判定
法 令

排

煙

排煙設備の構造 35 126の3 　各部分から排煙口までの水平距離（　　　　　　　ｍ）　≦ ３０ｍ

　・　手動開放装置の床面からの高さ　壁付１．５ｍ ≧ （　　 ｍ） ≧ ０．８ｍ

　・　手動開放装置のうち、手で操作する部分は、

　　　　　　天井吊下げ（　　　　　ｍ）　≒　床面からおおむね１．８ｍ

　・　防煙区画　（　　　　㎡）　≦　床面積５００㎡

　排煙口面積［別表計算書による］

　・　全て自然排煙　

　・　一部機械排煙　［S４５建告第１８２９号］

－

非

常
照
明

非常照明の設置 35 126の4

　・　設置

　　・　階数が３以上で延べ面積５００㎡を超える建築物の居室

　　・　延べ面積１，０００㎡を超える建築物の居室及びこれらの居室から地上に通ずる廊下、

　　　 階段、その他通路並びにこれらに類する建築物の部分で照明装置の設置を通常要する部分

　　・　採光無窓居室
　　・　不要　（　　　　　　　）

適合

非常照明の構造 35 126の5
　設置を要する部分（　　　　　　　　　　）［Ｓ４５建告第１８３０号］

　　・　（電灯の種類：　　　　　　Ｌｘ）　≧　 １Ｌｘ（蛍光灯、ＬＥＤ　２Ｌｘ）

　　・ 　予備電源（３０分間継続点灯）

－

非

常
用

進
入
口

非常用進入口の設置 35 126の6
　階数（　　　　　　）　　　　・　設置の階［　　　　≧　３階］

　 　　　　　　　　　　　　　　　　・　代用進入口の間隔（　　　　ｍ　≦　１０ｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　非常用進入口の間隔（　　　　ｍ≦　４０ｍ）
　　　　　　　　　　　　　 　　・　不要

－

非常用進入口の構造 35 126の7
　代用進入口の幅、高さ、大きさ、及び開閉方法

　・　（幅　　　ｃｍ≧７５ｃｍ、高さ　　ｍ≧１．２ｍ、大きさ　　ｍ≧直径１．０ｍの円が内接）

　・　開閉方法（引違い・片開き・嵌殺し）

　・　ガラスの種類・厚さ（　　　　　・　　　　ｍｍ）

　非常用進入口の幅、高さ、及び下端の床面からの高さ　［S４５建告第１８３１号］

　・　（幅：　　　　ｃｍ≧７５ｃｍ、高さ：　　　　ｍ≧１．２ｍ、床面からの高さ：　　　　ｃｍ≦８０ｃｍ）

　・　バルコニー（奥行き：　　　ｍ≧１．０ｍ　、　長さ：　　　ｍ≧４．０ｍ）

　・　ガラスの種類・厚さ（　　　　　・　　　　ｍｍ）

－

敷

地
内

通

路

敷地内通路 35 128

　・　該当する

　　・　道又は公園、広場その他の区内に通ずる道都の幅員（　　　　　　ｍ≧１．５ｍ）　　　　

　・  該当しない

－

内

装

制

限

制限を受ける

特殊建築物等

35の2 128の4 　・　該当する

　　・  自動車車庫

　　・　階数が３以上で、延べ面積５００㎡を超える建築物

　　・　階数が２で延べ面積１，０００㎡を超える建築物

　　・　階数が１で延べ面積３，０００㎡を超える建築物

　　・　火を使用する調理室等

　・ 該当しない（　　　　　　　　　　）

－

特殊建築物等の内装 35の2 128の5 　・　該当する［Ｈ１２建告第１４３９号・Ｈ２１国交告第２２５号］

　　・　地上に通ずる主たる通路の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを準不燃材料

　　・　居室及び廊下・階段・その他の通路の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げは

　　　　準不燃材料

　・　該当しない

－

そ
の

他

避雷設備 33 129の14 　・ 設置

　　・ 最高の高さ（　　　ｍ）　＞　２０ｍ

　　・ 指定数量の１０倍以上の危険物の製造所・貯蔵庫

　　＊消防法（危険物の規制に関する政令；第９条第１項第十九号、第１０条第１項第十四号）
　・ 不要

－

石綿その他の物質の

飛散、又は発散

に対する衛生上の

措置

28の2 20の4　
～

20の8
　化学物質を発散する建築材料を使用する居室［Ｈ１４国交告第１１１２、１１１３、１１１４、１１１５、

　Ｈ１５国交告第２７３、２７４］

　　・ 有　　　室名 　　（　　　　　　　　　　　　） 　　　　換気方式 （　　　　　　　　　　　　）

　　・ 無

－

特定天井及び

特定天井の構造

20 39-3

　・　該当する Ｈ２５国交告第７７１号]

　　・　居室、廊下その他の人が日常立ち入る場所に設けられている

　　・　天井高さ（　　　　　ｍ）＞６ｍかつ、その水平投影面積（　　　　　㎡）＞２００㎡

　　・　天井面構成部材等の質量（　　　　　ｋｇ ㎡）＞２㎏ ㎡

　　・　腐食、腐朽、その他の劣化の措置方法 　　室名（　　　　　　　　　　）

　・　該当しない

－

消　防　法　（令）

審査項目
法令条項

チェック 判定
法 令

消

火

設

備

消火器具 17 10
　延べ面積（　233.04、　3.20㎡）

　地階・無窓階又は３階以上の階の床面積　　　室名（－）　面積（　－㎡）

　　・　設置［延べ面積１５０㎡以上又は地階等の部分で床面積５０㎡以上］
　　・　不要

適合

屋内消火栓設備 17 11 　延べ面積（　233.04、　3.20㎡）　　構造（　鉄骨造　）

　地階・無窓階・４階以上の階の床面積　　室名（　－　）　面積（　－㎡）

　　・　設置［耐火構造で延べ面積２，１００㎡以上又は地階等の部分で床面積４５０㎡以上］

　　　　　　（主要構造部を耐火構造とし、かつ、壁・天井の仕上げを難燃材料）
　　・　不要

－

水噴霧消火設備等 17 13～18
　発電機室・電気室・ボイラー室等の床面積　　室名（　－　）　面積（　－㎡）

　　・　設置［発電機室等の部分で床面積２００㎡以上］

　　・　緩和申請する（スプリンクラー設備を設置）
　　・　不要

－

屋外消火栓設備 17 19 　地上階の１階又は、１及び２階の部分の床面積の合計（236.24㎡）、 耐火建築物等（その他 ）

　建築物相互の外壁間の中心線からの水平距離が１階にあっては３ｍ以下、２階にあっては

　５ｍ以下の部分を有するものは１の建築物とみなす

　　・　設置 ［耐火建築物で床面積９，０００㎡以上］
　　・　不要

－

警

報

設

備

自動火災報知器設備 17 21
　延べ面積（　233.04、　3.20㎡）

　地階・無窓階・３階以上の階の床面積　　室名（　－　）　面積（　－㎡）

　　・　設置 延べ面積５００㎡以上又は地階等の部分で床面積３００㎡以上
　　・　不要

－

非常警報設備 17 24
　地階の階数（　－　）

　　・　設置 ［地下の階数３以上］　　・　不要
－

避

難

設

備

誘導灯・誘導標識 17 26

　［避難口誘導灯・通路誘導灯］

　地　階　　・　有　　・　無　　　無窓階　　・　有　　・　無
　　 ・　設置　　　　　　　　　　　　      　 　・　不要

　［誘導標識］

　 　・　設置      　 　・　不要　［誘導灯の有効範囲内］

－

そ
の

他

消防用水 17 27

　敷地面積（　3514.24㎡）　　床面積（　236.24㎡）　　耐火建築物等（　　　　　）

　　建築物相互の外壁間の中心線からの水平距離が１階にあっては３ｍ以下、２階にあっては５ｍ

　　以下である部分を有するもので、かつ、これらの建築物の床面積を耐火建築物（準耐火建築物

　　、その他）にあっては１５，０００㎡（１０，０００㎡・５，０００㎡）でそれぞれ除した商の和が１以上

　　　となるものは１の建築物とみなす

　　・　設置［敷地面積が２０，０００㎡以上かつ、耐火建築物で床面積が１５，０００㎡以上］　
　　・　不要

－

連結散水設備 17 28の2
　地階の床面積合計（　　　　　　㎡）

　　・　設置［地階の床面積の合計７００㎡以上］　　　・　不要
－

無窓階 規則5-2 　避難上消火活動上有効な開口部　　　［別表の計算書による］

　　・　各階共床面積の１／３０以上有り

　　・　床面積の１／３０未満の階有り　　　　（　　　　　　階）

有窓階

緩和適用条項 32 　　・　屋内消火栓設備　　　・　水噴霧消火栓設備等

　　・　屋外消火栓設備　　　・　消防用水

　　・　連結散水設備　　　　 ・　自動火災警報装置

－

危

険

物

危険物の貯蔵・

取扱い制限等

10

　軽油・重油・潤滑油等の使用量及び保管場所 有

（危険物の規制に

関する政令）

　　・　少量危険物

　　・　一般取扱所　　　　　　室　名（　油庫　）

　　・　貯　 蔵　 所

　危険物の量（　指定数量1/5以上、1未満　）

　構造及び仕上（　ユニット少量危険物取扱所　 ）

適合

202304



関　係　法　令　等

審査項目
法令条項

該当事項
法 令

建築物省エネ

法

新築 増改築
19
2-2

9、10 　適合性判定

　　・　有　　建築物全体の規模　　床面積（　　233.04、　3.20㎡）

　　・　無

　地方公共団体の条例

　　・　有（　　　　　　　　　　　　）    ・　無

下水道法、都市計画法、建設リ

サイクル法、宅地造成等規制

法、自然公園法、都市公園法、

都市緑地法、

景観法、バリアフリー法、騒音規

制法、振動規制法、農地法、各

種保全地域、関係条例、その他

202304

そ　の　他　確　認　事　項
項 目 該当事項

防火対象物 資材倉庫：（１４）項　倉庫、　油庫：（１５）項　その他

管廊・別棟との接続

ボンベハウス等の構造

条例等による制限の附加の有無
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２階床面積

１階床面積

建築面積

計 (㎡)

233.04

191.91

41.13

198.03

資材倉庫

建築面積

計 (㎡)

床面積

油庫

3.20

3.20

建具記号

消防用有効開口部 F1 1.200x2.000=2.400

SD-1

消防無窓階の検討

階 判定必要面積(㎡) 計画面積(㎡)

＜

＜

２階

１階

=ｘ1.757 1.824 3.204768 3.20

=ｘ1.757 1.824 3.204768

201.239968 201.23

 41.13 / 30 = 1.37

195.11 / 30 = 6.50

F2 x 2 = 2.16

F1 + F2 x 3 + F3 = 6.55

有窓階

有窓階

AW-1 AW-3

F2 F30.900x1.200=1.080 0.700x1.300=0.910

１階床面積求積図 S=1/100

２階床面積求積図 S=1/100 建築面積求積図 S=1/100
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,
5
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0

2
6
0

2
6
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260 260

7
,
5
2
0

1
,
5
0
0

2
6
0

1
,
0
0
0

2
4
0

2
6
0

2
6
0

25,520

260 260
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260 210
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260 260
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,
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１階

※特記事項

・使用する建築材料・接着剤・塗料等はＦ☆☆☆☆または規制対象外の建材をすべて使用する。

・床コンクリート直均し仕上 ・コンクリート打放し(Ｂ)(増打 t=20)

Ｃ Ｓ Ｓ

  複層塗材（ＲＥ）  H=GL+1150

・折板 H=85：カラーガルバリウム鋼板
　　　　　　 t=0.6

・アルミ庇(既製品)

備品倉庫(1)

備品倉庫(2)

便所

２階

床Ｃ直均し 1-01-3 Ｃ 2-02-7Ｃ打放し仕上(Ｂ) 1000

        t=0.5 H=38
        断熱材（ペフt=4mm裏張り）

・外壁：カラーガルバリウム鋼板

カラーガルバリウム鋼板
ＳＯＰ ＳＯＰ

現し 現し
直天

折板フッ素樹脂鋼板 ホイストレール(20kN)

可動式安全タラップ

Ｓ
ＥＰ－Ｇ

ＧＢ－Ｒ
2-03-2

Ｃ Ｓ床Ｃ直均し 1-01-3

Ｃ Ｓ Ｓ床Ｃ直均し 1-01-3 Ｃ 2-02-7Ｃ打放し仕上(Ｂ) 1000
カラーガルバリウム鋼板

ＳＯＰ ＳＯＰ
現し 現し

直天
折板フッ素樹脂鋼板

Ｓ
ＥＰ－Ｇ

ＧＢ－Ｒ
2-03-2

Ｃ 床Ｃ直均し(増打t=30)

ビニル床シート

1-01-4
ＧＢ－Ｓ

ビニル床シート

立ち上げ幅木

75 2-11-2Ｓ
ＥＰ－Ｇ

ＧＢ－Ｓ＋ケイカル板
Ｓ 2-03-11 Ｓ 2500

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ）

ＤＲ
3-01-4

洗面カウンター

ライニング

床点検口

Ｃ Ｓ Ｓ床Ｃ直均し 1-01-3
カラーガルバリウム鋼板

ＳＯＰ ＳＯＰ
現し 現し

直天
折板フッ素樹脂鋼板

資材倉庫

資材倉庫

トイレブース

足掛金物

Ｓ
ＥＰ－Ｇ

ＧＢ－Ｒ
2-03-2

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）
3-01-2

天井点検口

天井点検口

(断熱材) (断熱材)

洗面台

壁に同じ

壁に同じ 2-03-11

2-03-11 2700

内部付属物及び詳細番号外部付属物及び詳細番号共  通  事  項
１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

１０．

１１．

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、・印のついたものを適用する。

特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階段表示板等は、

平面図による。

付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は

天井伏図による。

ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、

塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

天井回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィ

ルム厚０．１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及

び合成樹脂塗床、床用塗料の場合とする。

打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

略　　号
Ｃ

ＣＢ

Ｗ

Ｓ

ＧＢ-Ｒ

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-Ｆ

ケイカル板

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＤＲ（軒天凹凸）

ＰＦ板

木毛板

ＴＢ

外装薄塗材（Ｅ）

内装薄塗材（Ｓｉ）

内装薄塗材（Ｅ）

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

木造下地

せっこうボード

シージングせっこうボード

強化せっこうボード

けい酸カルシウム板（タイプ２）

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：トラバーチン模様

ロックウール化粧吸音板　軒天井用：凹凸模様

押出法ポリスチレンフォーム保温材

木質系セメント板

テラゾーブロック

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

・屋上点検口

・屋上管類貫通部

　テレビアンテナ基礎

・屋上換気塔

・煙　突

・タラップ

・と　い

・ルーフドレン

・トップライト

・ＥＸＰ．Ｊ金物

・手すり

・旗　竿

・くつふきマット

・５－２１－１

・５－２２－１

・５－２２－２

・５－２１－２

・図　示

・図　示

・５－３３－１

・図　示

・既製品

・図　示

・図　示

・アルミ

・ステンレス（図示）

・スチール（図示）

・図　示

・図　示

・図　示

・５－２２－３

・図　示 ・くつ洗い流し

・グレーチング

・電気用ハンドホール蓋

・文字板

・庁名板

・郵便受

・目地

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・流し台

・フード

・コンロ台

・流し上部水切り

・脱衣箱

・天井点検口

・床点検口

・便所へだて

・６－１１－１

・６－１１－２

・６－１１－１

・６－１１－５

・６－１１－５

・６－３２－１

・３－４２－２

・既製品

・既製品　　　　　　

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・図　示

・８－２１－２

・吊戸棚

・水切棚

・図　示

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

・８－２２－１ ・８－２２－２

・６－２３－１・２・３

　簡易便房

・車いす使用者用

・笠木兼用避雷導体

壁のボード張りは水平方向には原則として継手は設けない。

天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）及びＤＲ（下地ＧＢ共）は突付け張りとし、

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ） 不燃積層せっこうボード（化粧無し：下地張り用）

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ） 不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）

ＧＢ-Ｄ（Ｗ） 木目化粧せっこうボード

Ｃ（Ｂ）

Ｃ（Ｃ）

Ｍ

コンクリート下地（打放シＢ）

コンクリート下地（打放シＣ）

モルタル

軽量吹付 軽量骨材仕上塗材

複層塗材　（ＲＥ）

ＣＬ

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

複層塗材　（Ｓｉ） けい酸質系複層仕上塗材

複層塗材　（ＣＥ） ポリマーセメント系複層仕上塗材

複層塗材　（Ｅ） 合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

クリアラッカー塗り

ＦＥ

ＡＥ

ＤＰ（ＵＥ）

ＤＰ（ＡＳＥ）

ＤＰ（ＦＵＥ）

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ

ＥＰ－Ｍ

ＥＰ－Ｔ

ＵＣ

ＯＳ

ＳＯＰ

ＡＣ

ＮＡＤ

ＬＥ

ＷＰ

フタル酸樹脂エナメル塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

２液形ポリウレタンエナメル塗り

アクリルシリコン樹脂エナメル塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

多彩模様塗料塗り

合成樹脂エマルション模様塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

オイルステイン塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

グラファイトペイント塗り

アクリル樹脂ワニス塗り（アクリル樹脂クリヤ塗り）

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

ラッカーエナメル塗り

木材保護塗料塗り

・クーリングタワー基礎

・多機能便所

・便所手すり

・トラフ

・くつふきマット

・タラップ

・６－２６－２－２Ｄ

・６－２８－４

・車いす使用者用便房

・オストメイト用便房 ・６－２４－１・２・３・４

床 外    壁

外　部　仕　上　表

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）を示す｡

・フック

・グレーチング受枠

・浴室まわり

・図　示

・図　示

・６－３１－

・８－３１－２

・８－３１－２

・安全ガード付　８－３１－３

・安全ガード付　８－３１－３

・カーテンボックス

  ブラインドボックス

・鋼　製 ・３－３１－１，２

・３－３２－５・６・７

・３－３１－３・アルミ製

・屋内掲示板

・手すり

・階段手すり

・既製品

・アルミ

・アルミ

・図　示

・図　示

・屋上取合い 点検口 ・５－２１－１

・図　示

・吸音壁 ・図　示

・断熱材打込み ・７－０１－１ ・７－０１－２

・押　入 ・６－４６－１

・ホイストレール ・図　示

・クレンガーダー ・図　示

・搬入口 ・図　示

・マンホール蓋 ・図　示

・室名札

・ピクトグラフ

・図　示

・８－４３－１

・８－４４－１

・８－４２－１・２

・下足箱 ・図　示

・庁舎案内板、

  各階案内板

仕上表に記載の詳細番号のうち、（例）１－０２－３は建築工事標準詳細図（令和4年版）

材 料 名 種別

仕上

下地

下地

壁(ｍ/ｍ)

１２．５

１２．５

天井(ｍ/ｍ)

１２．５

９．５

９．５

１２

１２．５

備  考 材 料 名 種別 ＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

Ｃ

ＡＭ

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

：

：

：

：

： プラント電気設備工事

プラント機械設備工事

建築電気設備工事

建築機械設備工事

土木工事

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６１３

特記なき限り

ＤＲ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｎ）

ＧＢ－ＮＣ（ＮＴ）

ＮＭ－８６１４

又は同等品

仕 

上 

材 

料 

の 

厚 

さ

工 

事 

区 

分 

略 

号
ＧＢ－Ｄ（Ｗ）

階 室　　　　名
下　地 仕　   上

床

詳細番号 下　地 仕　   上

幅　　　　木

高さ 詳細番号 下　地 仕　   上

腰    壁

高さ 詳細番号 下　地 仕　   上

壁

詳細番号 柱型仕上 詳細番号 下　地 仕　   上

天　　　　　　井

高さ 詳細番号 梁型仕上 詳細番号

内　部　仕　上　表　

備   考

腰

ＧＰ

グラスウール吸音材

不燃炭酸カルシウム発泡材

壁(ｍ/ｍ) 天井(ｍ/ｍ) 備  考

１０ ＮＭ－８５７８

２５ ２５ ＮＭ－８６０６
又は同等品

６ ６ ＮＭ－２６９４

ＱＭ－０５７２- -

２５ ２５

６

２５ ＮＭ－９４２６

・５－３２－１

・丸環 ・図　示

・１－２１－２

・６－１１－３

・６－２６－２

・８－２１－２

２５

軽量鉄骨下地

資 材 倉 庫 仕 上 表

・図  示

・図  示

屋   根 庇 備   考



屋根伏図 S=1/100

資材倉庫
吹抜

資材倉庫

庇

上部電動クレーン
(20kN吊） 鋼製手摺（H=1100）

上部ホイストレール

シャッターボックス

上部ホイストレール

可動式安全タラップ

２階平面図 S=1/100

資材倉庫

便所

１階平面図 S=1/100

ピット平面図 S=1/100

鋼製棚

油庫

備品
倉庫(1)

備品
倉庫(2)

上部天井点検口

上部天井点検口

車止め支柱

車止め支柱

ピット

集水桝
300x300x100H
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：土埋戻し範囲を示す。



GL

1FL

2FL

RBL(水上)

南側立面図 S=1/100

GL

1FL

2FL

RBL(水上)

北側立面図 S=1/100

GL

1FL

2FL

RBL(水上)

西側立面図 S=1/100

GL

1FL

2FL

RBL(水上)

東側立面図 S=1/100
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※外壁カラーガルバリウム鋼板は三晃金属工業（SK38）同等品とする。

凡例

外部仕上げ

①

②

③

④

腰壁：コンクリート打放し

カラーガルバリウム鋼板　t=0.5　H=38

雨どい：硬質ポリ塩化ビニル管

アルミ庇（既製品）

①

① ①

①

②
②

②②

車止め支柱（固定式）：スチール製　Ｈ＝８５０

③

③

⑤

⑤

③

③

基礎Ｃ　300×300×H400

1
,
1
5
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1
,
1
5
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1
,
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,
1
5
0



GL=TP+73.129

1FL=TP+73.279

2FL=TP+76.779

C-C 断面図 S=1/100

GL=TP+73.129

1FL=TP+73.279

2FL=TP+76.779

B-B 断面図 S=1/100

GL=TP+73.129

1FL=TP+73.279

2FL=TP+76.779

RBL(水上)=TP+79.939

A-A 断面図 S=1/100

土埋め戻し

便所備品倉庫
(1)

備品倉庫
(2)

資材倉庫

土埋め戻し

資材倉庫

資材倉庫

資材倉庫

備品倉庫
(2)

土埋め戻し土埋め戻し土埋め戻し土埋め戻し土埋め戻し

RBL(水上)=TP+79.939
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１階平面詳細図　S=1/50

２階平面詳細図　S=1/50

資材倉庫

庇（既製品）

資材倉庫
吹抜

アルミ枠床点検口600角（既製品）

便所

上部ホイストレール

上部ホイストレール

上部庇

上部シャッターBOX

上部シャッターBOX

資材倉庫

備品倉庫(1)

備品倉庫(2)

可動式安全タラップ（点線は引き延ばし時）
※阿南電機（収納式安全タラップMT-21）同等品

支柱：21.7φx1.9@約1,830

上部クレーン（20kN用）

シャッターBOX

シャッターBOX

可動式安全タラップ（点線は引き延ばし時）

手摺：21.7φx1.9
手摺子：21.7φx1.9@約150
下段パイプ：21.7φx1.9

沓摺：SUS C-20×40

沓摺：SUS C-20×40

ステンレスL-30x30x3（SUS304）

ステンレスL-30x30x3（SUS304）

鋼製棚新設

特記事項
１．特記なき限り、内部鉄部塗装はSOP塗とする。
２．クレーンは、株式会社キトー 2tローヘッドクレーン同等品とする。
３．鋼製棚は、株式会社ゴーリキ ピッカー500（片側）同等品とする。

断熱材吹付

車止め支柱

車止め支柱(H=850既製品）4箇所

洗面化粧台
ポストフォーム膳板

t=20 D300

室名札:3ヶ所
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１～２間断面詳細図　S=1/50

▲　G L

▽　1FL

▽　2FL

△　鉄骨天端

ピット土埋め戻し

断面詳細図　　S=1/50

▲　G L

▽　1FL

▽　2FL

△　鉄骨天端

資材倉庫

土埋め戻し 土埋め戻し 土埋め戻し

資材倉庫

土埋め戻し

土埋め戻し

資材倉庫

土埋め戻し

資材倉庫

▽　RBL(水上)

▽　RBL(水上)

▲　G L

▽　1FL

▽　2FL

△　鉄骨天端

▽　RBL(水上)

▲　G L

▽　1FL

▽　2FL

△　鉄骨天端

▽　RBL(水上)

△　水下鉄骨天端

水下鉄骨天端水下鉄骨天端

ピット
足掛金物：ステンレスタラップ

下段パイプ：21.7φx1.9

手摺：21.7φx1.9

庇（既製品）

ポストフォーム膳板 t=20 D300

20kNホイストレール

資材倉庫
手摺：21.7φx1.9

支柱：21.7φx1.9@約1,830

下段パイプ：21.7φx1.9

木口：C打放し(B)

20kNホイストレール

クレーン

特記事項
１．特記なき限り、内部鉄部塗装はSOP塗とする。
２．クレーンは、株式会社キトー 2tローヘッドクレーン同等品とする。
３. 施工者は走行クレーンと20kNホイストレールの取合いを調整し施工すること。

５～６間断面詳細図　S=1/50

庇受け：C-100x50ｘ20ｘ3.2

庇受け：C-100x50ｘ20ｘ3.2

20kNホイストレール20kNホイストレール

備品倉庫(1) 備品倉庫(2) 便所

手摺子：21.7φx1.9@約150

手摺子：21.7φx1.9@約150

腰壁：C打放(B) H=1,000

腰壁：C打放(B)の上複層塗材(RE)

資材倉庫

便所

支柱：21.7φx1.9@約1,830

沓摺：SUS C-20×40

ステンレスL-30x30x3（SUS304）

小口：C打放し(B)

ポストフォーム膳板
t=20 D300

洗面化粧台

断熱材

雨水枡(土木工事)

可動式安全タラップ（引き延ばし時）

可動式安全タラップ詳細　S=1/50
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＜小便器＞AM工事

※阿南電機（収納式安全タラップMT-21）同等品



S=1/10D-1 S=1/10 S=1/10 S=1/10D-2 D-3 D-4

S=1/10 S=1/10 S=1/10 S=1/10D-5 D-6 D-7 D-8

▽　RBL(水上)

折板 H=85：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

片棟包み：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6 糸尺=690

ケミカル面戸

タイトフレーム

エプロン面戸：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

壁芯 壁芯

水下鉄骨天端

▽　RBL(水上)

壁芯

▽水下鉄骨天端

妻包み：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6 糸尺=625

折版(W=600)割り付け起点

止面戸（シーリング充填）

軒先見切面戸：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

軒先水切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

前高塩ビ軒樋 W=200（既製品）
硬質塩ビ管 100φ□-50x50x2.3通し

ケミカル面戸

壁芯

壁芯

腰コンクリート面

腰コンクリート面

外壁：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 H=38

カラーガルバリウム鋼板 t=1.0 L=1,000

タイトフレーム

出隅コーナー包み：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

外壁(W=750)
割り付け起点

外壁(W=750)割り付け起点

取付アングル：L-100x75x7 L=250＠900

取付アングル：L-100x75x7 L=250＠900

水切：カラーガルバリウム
鋼板 t=0.5

▽　G L

▽　1FL

□-50x50x2.3@1,000

シーリング（MS-2）20x15

アルミサッシ詳細

ケミカル面戸

アルミ三方枠（サッシ工事）

アルミ三方枠（サッシ工事）

シーリング（MS-2）15x10

シーリング（MS-2）15x10アルミ水切（サッシ工事）

アルミ水切（サッシ工事）

外部鋼製ドア詳細

壁芯 壁芯

▽　G L

▽　1FL

ケミカル面戸

シーリング（MS-2）15x10
アルミ三方枠（サッシ工事）
水切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

取合水切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5 糸尺=100

壁芯 壁芯

シャッター詳細

水切：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

取合水切：カラーガルバ
リウム鋼板t=0.5糸尺=100

シーリング(MS-2)15x10

シーリング(MS-2)15x10

防水モルタル充填

腰コンクリート面

水切：PL-1.6

▽　G L

▽　1FL

壁芯

取付アングル：L-100x75x7 L=250＠900

壁芯

壁芯

腰壁：C打放(B) H=1,000

胴
縁

@
9
0
0

取付アングル：L-100x75x7 L=250＠900

ケミカル面戸
水切：カラーガルバリウム
鋼板 t=0.5

水切木口塞ぎ

ステンレスL-30x30x3（SUS304）

ステンレスL-30x30x3（SUS304）

三方枠：カラーガルバリウム鋼板 t=1.0

L-40x40x3

L-30x30x3

シーリング（MS-2）20x10

三方枠：カラーガルバリウム鋼板 t=1.0

シーリング（MS-2）20x10

ケミカル面戸

枠下地：L-40x40x3（通し）

シャッターBOX

L-150x100x9
水切木口塞ぎ

木口塞ぎ：PL-2.3

C直均し
床：C直均し

屋根水上部断面詳細 屋根水下部断面詳細 屋根ケラバ部断面詳細 出隅柱廻り平面詳細

外壁腰廻り断面詳細

断　面

平　面

断　面

平　面

断　面

平　面

取合水切：カラーガルバリウム鋼板
　t=0.5 糸尺=100

6列A-B間

6列A-B間

枠下地：2Ls-30x30x3 @900

上部シャッターBOX

▽　RBL(水上)

取付アングル：L-100x75x7 L=250@900

SS Box受：H-194x150x6x9
6列A-B間：H-450x200x9x14

胴縁：C-100x50x20x3.2@900

腰壁：C打放(B)の上複層塗材(RE)

胴縁：C-100x50x20x3.2@900

外壁：カラーガルバリウム
鋼板 t=0.5 H=38

折板 H=85：カラーガルバリウム鋼板 t=0.6
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不要

１階建具平面図 　S=1/100 ２階建具平面図 　S=1/100

資材倉庫

便所

備品倉庫(1)

備品倉庫(2)
資材倉庫
吹抜資材倉庫

庇

タテ型防水ガラリ
防虫網付

FL FL

ライニング部TBカット(寸法は現場合せ)ライニング部TBカット(寸法は現場合せ)

FL
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共 
 

通 
 

事 
 

項

建 
 

具 
 

略 
 

号

ガ 

ラ 

ス 

略 

号

種     別 戸 窓 ガラリ 紙障子 ふすま シャッター 網戸 ＡＴ

Ａ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ｌ　Ｄ

ＳＳＤ

Ｗ　Ｄ Ｗ　Ｗ

ＳＳＷ

Ｓ　Ｗ

Ａ　Ｗ Ａ　Ｇ

Ｓ　Ｇ

ＳＳＧ

Ｗ　Ｇ

ＳＯＤ

ＡＯＤ Ａ　Ｓ

Ｓ　Ｓ

ａ　Ｗ

Ｌ　Ｓ

ＳＳＳ

ＨＰ

ア ル ミ ニ ウ ム 製

鋼     製

鋼  製  軽  量

ス テ ン レ ス 製

木   製

型板ガラス

フロート板ガラス

網入型板ガラス

網入みがき板ガラスＮＰ

Ｆ

Ｐ

Ｎ

Ｐ　Ｈ　

Ｄ　Ｃ　

Ａ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

ピポットヒンジ

ドアクローザー

オートヒンジ

フロアヒンジ

金 
 

物 
 

略 
 

号

防音扉

防臭扉

断熱扉

水密扉

種　別

ＡＴ

納まり

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ、一般

扉内充填材料

グラスウール

不要

略  号

ＳＰ

ＡＴ

ＨＩ

ＷＴ

気
密
扉
略
号

グラスウール

１．　特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

　　　但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

２．　パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

３．　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

　　　壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

６．　アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

７．　大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

４．　ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

５．　特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

　　　（内部はサムターン付）

　８．　特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り

　　　　詳細による。）

１２．　階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

　　　　行なわないものとする。

　　　　特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

１０．　防火戸の位置は建具配置図による。

　９．　特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

１３．　特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付とする。

１４．　特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。

１５．　ＡＴ－２、ＡＴ－４の補強材はアングル（Ｌ－５０

        ×５０×６）の通し物とする。

符号　・　名称　・　個数

建具

建具枠

建具

建具枠

場所

仕上（枠共）

枠記号　沓摺（水切）記号

建具金物

その他

形状・寸法

符号　・　名称　・　個数

場所

仕上（枠共）

枠記号　沓摺（水切）記号

建具金物

その他

形状・寸法

1
ＳＳ

1
ＳＳ

1
ＡＷ

1
ＡＷ

1
ＬＤ

1
ＴＢ ＴＢ

2

ＳＤ

ＳＤ
2

ＡＷ

ＡＷ

ＳＤ

SAT

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）

ガラリ

見込取合　　沓摺

見込　　　（ランマ）

硝子　　　（ランマ）

ガラリ

見込取合　　沓摺

1

ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ

４０

１

ＤＣ

４０

ＤＣ

1F 資材倉庫

ＳＡＴ－６

ＤＰ(1級)

2

ＳＯＰ

Ｓ－１０

ＤＰ(1級)

鋼製電動シャッター ２

スラットｔ＝１．６

1F 資材倉庫

ＳＯＰ

ＤＣ

鋼製軽量片開き戸

３６

Ｆ－４．０

イ－１

Ｌ－４

1F 便所

1
ＳＳ ＳＤ

1
ＳＤ
2

ＬＤ
1

ＡＷ

ＢＢ－１

７０

1～2F 資材倉庫

１簡易気密鋼製親子開き戸(SAT)

2 2

ＡＷ
アルミ製はめ殺し窓（AW-2：ガラリ付き）

AW-2のみ：防虫網付

ＡＷ

1F 備品倉庫(1)(2)

付属金物一式、外部アルミ三方枠(40x25)、アルミ水切り(D=55)

タテ型防水ガラリ(開口率30％)（AW-2のみ）

Ａ－２

本締り付モノロック(内部サムターン),普通丁番,フランス落とし シリンダ箱錠(内部サムターン),普通丁番,フランス落としガイドレール 座板 マグサ(ステンレス製) 附属金物一式 空錠(内部サムターン),普通丁番

１１０、ａ １０５、ａ１７５、ｋ

F

F

F

F

F

ＡＷ
２

  ｘ３
ＡＷ

ＡＷ

ＢＢ－１

７０

Ｎ－６．８

アルミ製はめ殺し窓

Ａ－２

１

F

1
ＴＢ

トイレブース

メラミン樹脂化粧合板

４０

ラバトリーヒンジ ステンレス笠木(SUS304)ＨＬ 表示付ボルト

帽子掛け戸当り ステンレス幅木(SUS304)ＨＬ 附属金物一式

１

1F 便所

2
ＴＢ

トイレブース １

メラミン樹脂化粧合板

４０

ステンレス幅木(SUS304)ＨＬ

1F 便所2F 資材倉庫

付属金物一式、外部アルミ三方枠(40x25)、アルミ水切り(D=55)

アルミ製引違い窓 ５
ＡＷ
1

1～2F 資材倉庫

ＢＢ－１

Ｎ－６．８

７０

Ａ－２

付属金物一式、外部アルミ三方枠(40x25)、アルミ水切り(D=55)

1
ＡＷ

2

1

1

４

３

3 4

  ｘ１

AW-2：３
AW-3：１２ ３

（Ｆ－４．０）Ｎ－６．８

三相 ２００Ｖ １．５ｋＷ １６００N/㎡、三倍速、障害物感知装置

Ｆ－４．０

2

鋼製両開き戸

ＳＤ
2

  ｘ１

ガラリ形状

網戸

1
,
1
0
0





参考図

立面図 S=1/20

平面図 S=1/20

断面図 S=1/20



参考図

立面図 S=1/20

平面図 S=1/20

断面図 S=1/20



注）

本図は、製作に

あたりましては

多少変更する場合

があります。

A-A

参考図
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平 面 壁

壁柱

ａ  部

柱

帯筋

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

増打

梁

かぶり厚さ

かぶり厚さ

基礎

かぶり厚さ

増打

打継ぎ

躯体面

躯
体

面

径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ２２

記　号

内　　容 ※印の説明及び注意事項

Ｆ※

※１Ｃ※２

※１Ｇ※２

ＣＧ※

※１Ｂ※２

ＣＢ※

※１Ｗ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｋ※２

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別 ※　番号

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

片持小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

※　壁厚（cm）

※　番号、階別区分はしない

※　番号、階別区分はしない

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

床用積載荷重 積載荷重の値

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

打ち増し範囲

コンクリートブロック壁

梁・床版の上がり下がり
応じた凡例により表示

※２　その階の番号

※１　階数

※１　階数，地中大梁はＦとする

※２　その階の番号
　　　 Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐
　　　 Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※１　地中小梁のみＦとする。

※２　階別区分はしない
　　　 地中小梁を除く

※１

※２

※１　片持床版のみＣとする

※２　床版厚（cm）

※３

※１

※２

（ｋＮ/m  )

部　　位

四隅の主筋

上下階の柱
断面が異な
る場合

柱

帯筋(ＨＯＯＰ)

あばら筋
(ＳＴＰ)

梁

杭 独立フーチ
ング基礎の
底盤筋

基
礎

煙突の鉄筋

幅止め筋

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

重ね継手

継手方式

圧接継手

１)最上階の柱頭部

１)下階の柱主筋を
　 引き通すことが
　 できない柱頭部

１)末端部

１)末端部

１)末端部

１)末端部

備　考

４．１図の　 印

４．１図の 　印

８．２図参照

３．１表参照

場合を含む
壁の一部となる

８．１図参照

９．１図参照

１１．１図参照

２０．１図参照

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

柱、梁の主筋

Ｄ１３以下の鉄筋

１８０°

１３５°

～Ｄ３８
Ｄ１９

４ｄ以上３ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上
１３５°

９０°

９０°

Ｄ

４ｄ以上

Ｄｄ

６ｄ
以

上
８

ｄ
以

上

ｄ

４
ｄ
以

上

４ｄ
以

上

Ｄ

幅止め筋

９０°

１３５°

（注）１．片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを

　　　　　用いる場合は、余長を４ｄ以上とする。

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図面による。

構造部分の種別

塩害区分

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

一　　般

煙突等高熱を受ける部分 ６０

６０

４０

４０

４０

３０ ４０

５０

５０

５０

７０

７０

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：杭基礎の場合の最小かぶり厚さは、杭天端からとし、「２１ 杭基礎の補強｣を参照。

３：仕上なしの場合を標準とする。

間隔

異形鉄筋

Ｄ Ｄ
（注）Ｄ：鉄筋の最外径ａ

あき

鉄筋径 最外径
Ｄ

鉄筋径(mm) 鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

ａ＋Ｄ
鉄筋径×1.5

（３）（２）
最小あき粗骨材径×1.25

（１）
ｄ

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３

１５mm

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

４３mm

４６mm

５０mm

５３mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

３２mm

粗骨材
最大径
２５mm
の場合

種　　別

砂利または砕石

捨てコンクリート

厚さ（mm）

※ ６０

※ ５０

ガス圧接

鉄筋の種類

鉄筋の継手

径種　別

ＳＤ ２９５

ＳＤ ３４５

重ね継手

機械式継手

下記以外

※Ｄ１９以上

※Ｄ１６以下

※図示による。

設計基準

注１：無筋コンクリートには捨てコンクリートを含む。

地上

分　類 コンクリート種別

※普通コンクリート

無筋コンクリート

※２４ ※１５

※２４ ※１８ ※普通ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

※普通ポルトランドセメント

※１８

 (Ｎ/mm  )
強　  　度

スランプ

（cm）
セメントの種類

１）建築工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（令和　4　年版）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁
Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

壁厚（cm）
階別区分はしない

配筋種別（英大文字）
階別区分はしない

Ａ：片持床版形
Ｂ：二辺固定床版形

配筋種別（数字）
階別区分はしない

シーリング

かぶり厚さ

Ｔ形及びＬ形の梁の

構 造 細 目 共 通 図（建築構造物）

１　　特記事項

２　　共通事項 ３　　鉄筋の折曲げ加工

５　　鉄筋のかぶり及び間隔

４　　異形鉄筋の末端部

１．１　適用範囲

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

１．４　砕石及び捨てコンクリート

４．１　フックを設ける位置

５．３　鉄筋相互のあき及び間隔

５．２　最小かぶり厚さ

２．１　記号及び符号

５．１　かぶり厚さ

２．２　一般注意事項

鉄筋の種類及び継手は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書による。　

１．１表　鉄筋の種類及び継手

コンクリートの仕様は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書による。　

１．２表　コンクリートの仕様

砕石及び捨てコンクリートの厚さは、特記がなければ１．３表による。　

１．３表　砕石及び捨てコンクリートの仕様

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

２．２表　一般凡例

２．１表　鉄筋の断面表示　

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１表及び２．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１表を標準とする。

３．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

異形鉄筋の末端部には、４．１表によりフックを設ける。

４．１表　フックを設ける位置

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

５．１図　鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚さは、５．１表による。

５．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

５．２図　鉄筋相互のあき及び間隔

５．２表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

４．１図　異形鉄筋の末端部

※ 通常の施工の場合

2

2

※普通コンクリート

※普通コンクリート ※１５

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下
　 の柱、梁主筋

（令和　　　年版)

※本図面は（一社）全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

   使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

   枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

（１）本構造細目共通図は下水道施設における処理場、ポンプ場の建築構造物に適用する。

（３）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

鉄筋
コンクリート

地下
基礎、基礎梁

記　号
・

符　号

曲げ

角度

ＳＤ２９５
ＳＤ３４５

Ｄ１６
以下

杭基礎のベース筋
Ｄ１６以上の鉄筋

あばら筋、帯筋、
スパイラル筋

あばら筋

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、

　　 これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

　　 適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

　　 変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

３）建築工事一般仕様書

４）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ Ｄ

までの距離（５．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリート

　　 の厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍以上

　　 として最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

かぶり厚さ かぶり厚さ

かぶり厚さ

ａ

かぶり厚さ かぶり厚さ

かぶり厚さ かぶり厚さ

土、水に

接する部分

・ 塩害対策を

　必要とする場合

の場合のあきは図面による。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

　　  ｄ：鉄筋直径（呼び名）

（別紙による。)２）建築改修工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部 （令和　4　年版）５）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０６４－００５



（重ね継手）

中　間　部

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

柱幅(mm)

　　　　　での折曲げは行わない。

　　　５．フックあり定着の場合は、６．２図（イ）に示すようにフック部分ｂを含まない。また、中間部

≦１２００

≦１１００

≦１０００

≦９００

≦８００

≦７００

≦５００

≦６００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５
２０ｄ２４，２７

３０

１５ｄ１５ｄ２４，２７

３０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ４０ｄ

３０

２４，２７
２０ｄ

３０ｄ

３０ｄ３５ｄ

３５ｄ

２０ｄ

２０ｄ２５ｄ

２５ｄ

―１０ｄ
３０

２４，２７

１５０mm
以上

かつ
１０ｄ

スラブ小梁

フックなし フックあり

スラブ小梁

設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

６．３表　鉄筋の投影定着長さ

６．２図　定着の方法

６．２表　鉄筋の定着の長さ

８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

（３）スパイラル筋の継手及び定着

６．３図　溶接金網の継手及び定着要領

（２）溶接金網の継手及び定着は、６．３図による。

６．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

９．２　帯筋の割付け

９．１　帯筋の形状

８．１　一般事項

６．２　隣り合う継手の位置及び定着

６．１　継手及び定着

全長

梁主筋の柱内曲げ定着フックなし

定着の長さ

定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

鉄筋

一節半以上かつ
継手の重ね長さ

一節半以上かつ
１５０mm以上

重ね継手

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着

余長

定着起点

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

フックあり

ｂ

Ｌ

定着起点

の添巻

≧６ｄ ≧６ｄ

５
０
ｄ

ｄｄｄ

ｄ

≧６ｄ

５０ｄ

※１．５Ｐ 　、１．５Ｐ　 のピッチは１５０mm以下とする。

１．５巻以上

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

　　　　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

Ｌ  （ただし、梁幅の１/２倍以上）

（注）１．Ｌ  ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

Ｌ   、Ｌ   又はＬ

Ｌ  、Ｌ   又はＬ

Ｌ  （ただし、柱せいの３/４倍以上）

　　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く）

　　　４．Ｌ   ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

　　　２．Ｌ  、Ｌ   ：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ  、Ｌ  は、６．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記条件を満たすものとする。

６．１．１　鉄筋の重ね継手

６．１．２　継手の特記事項

６．１．３　鉄筋の定着

６．１．４　定着の方法

フックなしの場合

フック有りの場合

接

重

６．４表　隣り合う継手の位置

（１）隣り合う継ぎ手の位置は、６．４表により、ａ寸法を守ること。ただし、壁の場合及び

８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

かぶり厚さ
定着継手

か
つ

１
５
ｄ

か
つ

１
５
ｄ

≧１５０mm≧１５０mm

ｈ

ｈ
  
/
２
＋

１
５
ｄ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
  
以

上

（１）継手長さはＬ  とし、定着及び余長は、８．１図による。

６

差し筋 差し筋

直交梁位置

ｂ

１

Ｄ

ａ

Ｄ
＞

ｂ

１
６

≦ａ
Ｄ

１
６Ｄ

ａ

ａ

≦

か
つ

１
５
ｄ

Ｌ
  
以

上

Ｌ
  
以

上

ａ:上下の柱幅の差（ａ≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

９．１図　帯筋組立の形

（１）帯筋の形状は、９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）

（イ）

（ロ）
≧６ｄ

（イ）

≧６ｄ

Ｐ
＠

 Ｐ
＠

Ｌ

≧８ｄ

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

・丸形
≧４０ｄ

（ロ）（イ） （ハ）

・Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

・Ｈ形

ｄ

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

９．２図　帯筋の割付け
５

０
０
以

上
か

つ
１
５

０
０
以

下
５

０
０
以

上
か

つ
１
５

０
０
以

下

≦
３
/
４
・ｈ ｈ
  
/
２
＋

１
５
ｄ

ａ

ａ≧４００mm

ａ

ａ Ｌ

Ｌ

ａ≧０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ Ｌ

３０ｄ

２５ｄ３５ｄ

４０ｄ

３０

２４，２７
ＳＤ３４５

ＳＤ２９５
３０ ３５ｄ ２５ｄ

２５ｄ３５ｄ２４，２７

（フックあり）（フックなし）
設計基準強度
コンクリートの

種　類
鉄筋の

６．１図

６．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

Ｌ

Ｆｃ (Ｎ/mm  )

Ｌ

Ｌ

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

≧６ｄ

１５０mm以上

２ ＠
以下

帯筋

２ ＠Ｐ
重ねる。

１ ＠
以下

梁面より割付ける。
１Ｐ ＠

１ ＠
以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、
かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

６　鉄筋の継手及び定着

７　（欠番）

８　柱筋の継手及び定着

９　帯筋

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

ａ≧０．５Ｌ

2
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1

1h

1h

1
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3

3h

a

1       2              3

a

1h

b

a

b

1h 1h

1h

1

1

1

3
2

0

1

2

0
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2

0
2

2
0

2

2 2

1

ね

継

手

圧

継

手

Ｐ
＠

 Ｐ
＠

※

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、６．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（３）主筋及び耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、ＳＤ４９０

　　　を使用する場合は特記による。

1h

　　　２．フックありの場合のＬ   は、６．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

Ｌ1h

Ｆｃ (Ｎ/mm  )2 Ｌ1 Ｌ2
Ｌ3

Ｌ1h Ｌ2h
Ｌ3h

1h

2h

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（１） 鉄筋の定着の長さは、６．２表による。

定着の方法は６．２図による。

なお、(ロ)折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げて定着する

鉄筋の定着長さＬが、６．２表のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を６．２表に

示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

６．３表に示す長さをのみ込ませる。

b

　　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として柱せいの３/４倍以上

　　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１/２倍以上

　　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１/２倍以上

全長

2h 3h

Ｌ

余長

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

Ｆｃ (Ｎ/mm  )2

Ｌa Ｌb

　　　２．Ｌ  ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　　　  （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　 スラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

Ｌ1h

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

ａ

ａ

Ｌ1h

Ｌ1h

鉄筋

Ｌ1Ｌ1

（２）柱頭定着長さＬ  が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、８．２図による。

（４）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５００ｍｍ以上、１５００ｍｍ以下かつ

　　 ３/４h  （h  は柱の内法高さ）以下とする。0

（5）※鉄筋のカットオフの位置及び長さは図面による。

≦
３
/
４
・ｈ

0

ｈ
0

ｈ
0

※

か
つ

１
５
ｄ

ＤＤ

ａ ａ

　　（ａ）Ｈ形を標準とする。

　　（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

　　（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

　　　　 の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

　　（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

≧６ｄ

Ｌ Ｌ

Ｌ≧６ｄ

（２）帯筋の割付けは、９．２図による。ただし、図面にある場合はそれによる。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

　　　補強筋間隔 ≦ １．５Ｐとする。
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１２．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長１１．１　一般事項

１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

１１．３　あばら筋の割付け

１１．４　腹筋及び幅止め筋

１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

１０．４　水平段差のある場合

１０．２　ハンチのない場合

ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

１０．１図　梁主筋の梁内定着

１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

１０．７図　鉛直段差梁（その１）

１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

１０．２図　段違い梁

下端筋

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

上端筋

最上階

一般階

（２）間隔が一様でハンチのある場合

１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

（２）一般階の場合

断面

平面

１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

　　 ａ） 腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1200 1200≦Ｄ≦1500

１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

　　 腹筋及び幅止め筋は、図面による。

（１）一般事項

１２．１図　梁筋の基礎梁内への定着

（２）独立基礎で基礎梁(スラブなどの上載荷重を受ける場合）の主筋の継手、

Ｄ

梁

柱

梁

梁梁

柱

二段筋

Ｄ

二段筋

梁

柱

重ね継手とする場合一般の場合

（ホ） （ヘ）（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

ｄ

≧８ｄ

≧８ｄ≧８ｄ

≧６ｄ

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

腹筋

幅止め筋

Ｄ

柱

梁 梁

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

継手長さ

継手長さ

ｅ

ｅ

１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

１０．３　ハンチのある場合

２０ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

≧８ｄ

Ｄ≦１００

≒３０

Ｄ

Ｌ

Ｌa※

Ｌa※

Ｌa※

Ｌ

Ｌa※

１５ｄ(余長)

Ｌa※

Ｌ

Ｌ

余
長

Ｌ
Ｌ /４

Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌ

Ｌa※

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

余
長

余
長

継手長さ

余長

Ｌ

余
長

(継手) １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

余
長

余
長

Ｌa※

Ｌa※

余
長

Ｌa※

Ｌa※

Ｌ

Ｌa※

Ｌa※

Ｌa※ Ｌa※

Ｌa※

１０．８図　鉛直段差梁（その２）

一般階

柱

梁

Ｄ

Ｌa※

余
長

余
長

（２）ｅ/Ｄ＞１/６の場合

（１）ｅ/Ｄ≦１/６の場合

余長

Ｌ

Ｌa※

余
長

Ｌ

ＣＬ

Ｌa※
Ｌ

Ｌ /４
Ｌ

最上階

Ｄ

Ｌ

余
長

Ｌ
余長

大梁主筋の継手及び定着の一般事項

水平段差のある場合

余長

１０　大梁筋の継手及び定着 １１　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋 １２　基礎梁及び底版の継手及び定着

（３）連続基礎及びべた基礎の基礎梁（基礎梁の下方より地反力（杭反力）を

ガス圧接を例として示す

余
長

余長

Ｌ

２０ｄ(余長) 継手長さ

継手長さ １５ｄ(余長)

Ｌ

余
長

Ｌa※Ｌa※

Ｌa※

１２．２図　主筋の継手、定着及び余長（その１）

ガス圧接を例として示す

１２．３図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

は継手を設けてもよい位置を示す

は継手を設けてもよい位置を示す

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　　　　上端筋：中央Ｌ /２以内

　　　　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ /４を加えた範囲以内

　　　２．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　  ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

(注)１．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　 ２．　　　　    　印は、継手及び余長を示す。

　　 ３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　　のように引き通すことができる。

　　 ４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　　 ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

定着の長さは、１０．３図に準ずる

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　　 印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

：柱芯ＬＣ

2

2

2

2

0
2

2

2

0

0

0

2

2

2

2

2
0

2

2

2

2

１h

2

2

2

2

Ｌ2

2

　　 ※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　４．基礎梁内の主筋カットオフ位置及び余長は図面による。

　　　４．基礎梁内の主筋カットオフ位置及び余長は図面による。

Ｌa※

ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、１０．１図による。

　　なお、定着の方法は、６．１．４による。

　　　　　　　　　上端筋：曲げ下ろす。

　　　　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

ｃ．段違い梁は１０．２図による。

ＣＬ

Ｌ /２0 Ｌ /４0

ＣＬ ＣＬ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ2

Ｌ2

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｌ /４0

（１）最上階の場合

ＣＬ ＣＬ

余
長

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0

ＣＬ ＣＬ

余
長

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

余
長

梁 梁

柱 柱

Ｄ

Ｌa※

Ｌa※ Ｌa※

ｅ

梁

柱

Ｌ2

Ｌ2

ｅ ｅ

ｅ ｅ

Ｌa※
Ｌa※

Ｌ1

Ｌa※

余
長

余
長

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ  とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

　　 ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

　　　ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

　　　ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

（２）フックの位置

　　　ａ．（イ）の場合は交互とする。

　　　ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側。床板が両側に付く場合は交互。

　　　ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

　　　ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが１．５m

　　　　　以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

≧６ｄ

（１）間隔が一様でハンチのない場合

≒３０

Ｄ

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠ Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ'＠ Ｐ'＠

Ｌ /４0 Ｌ /４0

Ｌ0

≦Ｐ'＠

　　（ａ）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

　　　　 鉄筋の本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、

　　　　 １２．１図による。

　　（ｂ）梁筋を柱内に定着する場合は１０．１（１）ｂによる。

　　 定着及び余長

ＣＬ ＣＬ

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

　　 受ける場合）の主筋の継手、定着及び余長

ＣＬ ＣＬＬ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ2

Ｌ0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

ＣＬ ＣＬ

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０６４－００５



１２．４　梁形を設けない場合の基礎底版（オイルタンク等）

１３．１　一般事項

地中梁

地中梁

壁

組立筋

（１）定着の取り方は、壁の面からとする。

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

（４）柱幅＜梁幅の場合

１２．４図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２）　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

壁

配筋を曲げ通し筋とする。

（３）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

１２．５図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

１２．６図　主筋の継手、定着及び余長（その５）

１
０
ｄ
以

上

かつ１５ｄ

Ｌa※

地中梁

柱

鉄筋と鉄骨のあきは５．３による。 図面(又はＬ /４)

地中梁

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による) １０ｄ以上

Ｌ 以上

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３/４倍以上とする。

１４．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、１４．３図を標準とする。

Ｌ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

１４．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　 開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

１４．５　壁の打増し要領

打増し部

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

１４．５図　壁の打増し補強配筋

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

ａ

１４．４　壁の交差部及び端部

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

１４．２　耐震壁の開口

１４．１　一般事項

（３）打増し部分に、壁及びスラブ等が取りつく場合は、壁及びスラブ筋等の定着長

（１）一般壁配筋の重ね継手の長さはＬ  とし、耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは

（注）図中のＰ＠は、図面の壁筋の間隔を示す

（２）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

断面

床版

柱

主筋位置

柱

梁

柱

梁

１４．１図　壁の配筋

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

（２）先端に小梁がある場合

　　 ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

　　 ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　 ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

小梁の終端部小梁が連続する場合

小梁外端部

片持梁

先端小梁

小梁連続端部

片持梁筋片持梁筋
折下げ 折下げ

片持梁

１３．４図　片持梁主筋の定着

　　 構造計算によって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、H19国土交通省告示593号の規定を満足することを

１３．２　小　梁

（１）連続小梁の場合

１３．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　３．図示のない事項は、１０．１及び１２．１に準ずる。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

１３．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

一般階

１５ｄ

ｂ Ｌ

Ｌa

※

※ Ｌ  をフックなしで定着
　 させる場合は２５ｄとする。

１３．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

　　ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合は、

　　　  全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

打増し補強筋は、１４．５図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

壁の交差部及び端部の交差部は、１４．４図による。

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

１－Ｄ※

２－Ｄ※

端部

Ｕ型鉄筋

交差部

４－Ｄ※２－Ｄ※２－Ｄ※１－Ｄ※

内壁の端部 外壁の端部

２－Ｄ※

１４．４図　壁の交差部及び端部の配筋

継手長さＬ Ｌ

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（日本建築学会）に基づき図面

連続端連続端外端

Ｌ

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

　　　※ Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

Ｌ ※

余
長

１３．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（２）単独小梁の場合

端部端部

Ｌ
２０ｄ(余長)

下端筋上端筋

≒４５゜余
長

Ｌ Ｌ

(頭つなぎ梁)

先端小梁

１４　　壁の配筋要領

１３　　小梁及び片持梁の配筋要領

2

0

ｂ

3h

ｂ

3h

2 3

3h

3h

1

1

１ 2

     ４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０，ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

     また、定着の長さは、Ｌ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

　　 さには打増し部分は含まない。

（４）土圧及び水圧などを受ける壁の配筋は、図面による。

　 による。

2

（２）途中で配筋が変わる場合の定着は、１２．２図のように

　　 基礎底版筋を梁筋と読みかえる。

Ｌ2

Ｌ2

Ｌa※

Ｌ2

Ｌ2

１０ｄ以上

Ｌ2

組立筋

１０ｄ以上 １０ｄ以上

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ2

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0 Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0 Ｌ0

Ｌ /４0７Ｌ /１２0Ｌ /６0

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ  （定着）2

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

Ｌ /４0 Ｌ /４0Ｌ /２0

Ｌ0

２Ｌ /３0Ｌ /６0 Ｌ /６0

Ｌ3h
２０ｄ(余長)

余
長

Ｌ2
Ｌ ※ｂ １５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｌ ※ｂ Ｌ2

ｂ

Ｌ2

２Ｌ/３

Ｌ

Ｌ2 Ｌ2

≒４５゜

Ｌ3

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ3
≒４５゜

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

梁

壁

Ｌ1

Ｌ2 Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

１－Ｄ※

１－Ｄ※

１－Ｄ※ １－Ｄ※

１－Ｄ※

１－Ｄ※

Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2 Ｌ2

Ｌ 2
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１６．１図　柱の増し打ち補強配筋

出隅部

先端部補強筋

配力筋
主筋

受け筋

配力筋

主筋 受け筋Ｄ１３

Ｄ１６

主筋

主筋

主筋

※１

ｂ

先
端

壁
厚

以
上

間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径及び

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

出隅部分の補強筋

※

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

先
端

壁
厚

以
上

先端部補強筋

補強筋：

主筋

※１ ※１

６－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

４－Ｄ※

（１）出隅部の補強筋は図面により、配筋方法は、１５．６図による。

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

（１）片持スラブの配筋

１５．４図　片持スラブの配筋

１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

１５．８図　段差のある床版の補強配筋

１５．９図　床版開口部の補強配筋

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．１図による。

１６．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

１６．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

１８．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

１６．２図　梁の増し打ち補強配筋

１５．６　床版開口部の補強

１５．５　段差床版の補強

１５．４　地上部最上階の屋根床版

１５．３　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

１５．１　一般事項

１５．２　片持スラブ

１６．１　柱

１６．２　梁

１８．１  階段の配筋要領

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ  とする。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

　　 １５．２図、１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面による。

（１）出隅及び入隅部分には、１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

小梁を設ける事を原則とする。

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

　　 隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。（１５．９図）

　　 開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を

　　 避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

Ｄ１６－３００＠以内

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００㎜＜ａの場合は、図面による。

Ｄ１６－３００＠以内

２－Ｄ１３

１
０
０

以
下

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１３(Ｌ≦１０００)
Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｄ１６－３００＠以内

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００㎜＜ａの場合は、図面による。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

Ｌ

ｎ 

（    /2）本

２．柱又は梁にＬ  を定着する

受け筋（Ｄ１３）

１
０
０
以

下

一般スラブ配力筋

ＰＨ・吹抜け等

φ６＠１００（１５００角）溶接金網

梁のあばら筋

ａ

ａ

ａ

Ｌ

≧Ｌ

ａ

Ｌ

ａ

≧Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌ≦６００

ＬＣ ：壁芯

２５ｄ

（Ｄ１３）
受け筋

Ｌ
余

長

１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

１５．１図 １５．２図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１） スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

Ｌ ※

Ｌ ※

ｂ※

ｂ※

同一床版に段差がある場合、１５．８図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．２図による。

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

３５０

２－Ｄ１３

１
０
０
以

下

１６　　柱及び梁の増し打ち要領 １８　　階段の配筋要領１５　　床の配筋要領

補強筋：Ｄ１６

出隅部分の補強筋

（注）ｂ  ≧ｂ  とする

出隅受け部分

（注）１．ｂ　≧ｂ　とする

Ｌ
ｂ
 /

2

Ｌ

ｂ

ｂ

※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

　　　※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

出隅部分の一般スラブ配力筋補強配筋 出隅部分の主筋補強配筋

※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

　 よりかぶり厚さを除いた長さとする。

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

※：鉄筋径は、図面による

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ  ≦２００

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ 　≦２００

７０≦ａ≦２００７０≦ａ≦２００

Ｈ≦７０ ７０＜Ｈ≦１５０

1

Ｌ3

b

b

b Ｌ ※b

3

b

Ｌ2

1
1

3

1

2

1 2 1 2

2

2

1 2

2

2

2

1

1 2

2

2

2

2 2

本

ｎ 

ｂ /21

1

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３）

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３） Ｌ3

受け筋（Ｄ１３）

余
長

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ1

1 Ｌ1ｂ /2

ｂ /21

ｂ
2

ｂ
 /

2
1

ｂ1

Ｌ2

Ｌ2

Ｈ

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

ｎ 1 本
（    /2）本1ｎ 

Ｌ2

ａ

Ｌ2

2

Ｌ2 ａ1

ａ

Ｌ2
※１

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

Ｌ2 ａ

※１

ａ

Ｌ2

※１

Ｌ2

ＣＬ

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０６４－００５



２１．２　基礎接合部の補強

１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

１９．２　梁と床版の取り合い

１９．３　円柱の取り合い

２０．２　基礎接合部の補強配筋

３－Ｄ１６

梁幅

０＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００

梁幅

Ｄ：梁せい

梁

梁

梁

増し打ち補強筋

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

Ｄ

梁

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００以下とする。

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

　　 補強筋中心間隔ｐ以下とする。

隅鉄筋Ｄ１６

Ｄ１３＠２００

ＨＯＯＰ

基礎梁
(図面による)

フーチング

１９．３図　円柱の取り合い配筋

２０．１　直接基礎の配筋

（１）独立基礎

基礎筋

基礎筋

ＧＬ
▽

はかま筋

Ａ部詳細

（２）連続基礎

２０．２図　連続基礎の配筋

基礎梁主筋

基礎梁あばら筋

腹筋とかねてよい

はかま筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

Ａ

基礎筋 はかま筋

２０．１図　独立基礎の配筋

Ｄ
３－Ｄ１６

※

１．５Ｄ ｐ ｐ ｐｐ

ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐｐ
ｐ

※
※

※
※

３-Ｄ１９

Ｄ

１．５Ｄ

１００

梁：Ｄ

柱：Ｄ

ｐ
ｐ

ｐ

※

大梁

小梁

小梁

大梁

１．５Ｄ

ーＤ１３＠
２００

柱：Ｄ

※

－Ｄ１３＠２００

１５ｄ

円柱と梁の取り合い

増し打ち補強要領は、１６．２による。 基礎接合部の補強は、２０．２による。

１００

１９　　勾配屋根の取り合い

２０　　基礎及び基礎梁の配筋

ｂ） 柱幅と斜材幅が異なるａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

　　柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合 ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

　　取合い

１） 柱頭部で柱芯に梁が
　　取り付く場合

２） 柱頭部で柱外面に梁が
　　取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※Ｌ  を確保できない場合は、標仕（５．３．４（ｅ）（２））によることができる。2h

Ｌ2

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ1

※

１．５Ｄ
Ｌ2

柱：Ｄ

Ｌ2

柱：Ｄ柱：Ｄ

Ｌ1

Ｌ1

Ｄ

Ｌ2

Ｌ1
Ｌ3

Ｌ3 Ｌ1

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ3

１００

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ3

はかま筋

Ｌ2

Ｌ　 ※2hＬ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｄ

Ｌ　 ※2h

ＡＷＳＣＪ（第５版）－０６４－００５



r

接線

Ｂ

ＣＡ
主管

支管

裏当て金

エンドタブ

FB（t×25mm） FB（t×38mm）

F F 1 1

S

S

Ｄ

Ｄ

t t

35°

S
2

6

35°

6

7 7

35° 45° 35°
60°

7
60°

7
60°

D1

D2

D1

D2

S

2

6

6

S

35° 45° 35° 60°

2

S

S
2

S S

S
2

S S

S

S S

S
2 2

2 ttt

t t t

tt

45°

t

D2

S2

D1

S

45°

t

S Ｄ S

45°

S

t

θ

0～3

～1.5t   2.0t1.5t～2.0t

50°～60°

1.5t～2.0t

0～3
50°～60°

1.5t～2.0t

ｄ ｄ

d/2 d/2

ｄｄ

StS

d/2d/2

d/2d/2

d/2d/2

d/2d/2

S S

0

0

S

S

7

7

7

60°

D2

60°

60°

35°45°35°

7

50°
35°45°

6

D1D1

D2

2 2 2

2 2
2

SS

S S

6

6

t t t t

t t t t

tttt

35°

g 2　 g 2　

g 1

g 1 g 2　g 2　

g 3

g 1

p p e

g

Pt

A

BB

B

6

G
6

60°
30°

6

6

45°

2

7

35°

7

D2
2

60°

6
D2

60°
30°35°

60°

D1 D1

t

2 2

2
2

t t t

tttt

t t t t

45°

S

t

t

－S
2

60° 60°

t

S

t

S

S

S

S

SS

S t

－S
2 10mm以上

S

S S

S

Sr

Sr

Sc

Sc
t

t
t

Sr　  1 Sr　  1

　  2Sr 　  2Sr

1
2

1/2.5以下

t t

S

tt

S S

Ｔ型継手の開先標準 ( 溶接継手記号 T )

Ｈ

１（片面溶接） ２（両面溶接）

22＜ｔ≦40

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

ｔ≦12ｔ≦6

19＜ｔ≦40

（単位：mm）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

22

13Ｄ 10

t 12

1211

1916 3628

1413

25

15 15

32

16

40

157t 54 6 1198 10 1312 14 251916 22 28 32 36 40

5S 43 5 876 8 109 10 11 1112 13 15 17 19 21 24

（単位：mm）

（単位：mm）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

　　　適用管厚　　 3.2mm≦ｔ≦12mm

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

Ｄ－Ｄ断面図

Ａ部断面 Ｂ部断面 Ｃ部断面

　　自動機械により開先加工を行う場合はその限りではない。

ｔ＜3のときS＝3

ｔ≧3のときS＝ｔ

１（丸鋼等片面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接）２（丸鋼等両面溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

（単位：mm）

ｔ＜3のときS＝3

ｔ≧3のときS＝ｔ

（単位：mm）

　　　交角　　　　 30゜≦θ≦150゜

１（片面溶接）

6＜ｔ≦40

２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

（単位：mm）

（単位：mm）

Ｈ

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）１（片面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

19＜ｔ≦4019＜ｔ≦40

部材が直交しない場合の開先標準 ( 溶接継手記号 T )

かど継手の開先標準 ( 溶接継手記号 L )

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

g 1 g 1g 2　 g 2　 g 3

縁端距離
e

ねじの呼び ボルト間隔
p

M12

40 60
M16

M20

M22

M24 45 70

ゲージ

M24

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：mm）

表1.2　千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔　（単位：mm）

35
40
45
50
55
60

千鳥打ちのボルト間隔   Pt

ねじの呼び

M12,M16,M20,M22

50
45
40
35
25
－

65
60
55
50
45
40

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：mm）

45
50
60

25
28
35
35
40
40

12
16
16
20
20
22

g

65
70
75
80
90
100

45
50
55
50
50
55

22
24
24
24
24
24

125
130

60
60

24
24

150
175
200

40
55
70
90

35

100
125
150
175
200
250
300
350
400

56
75
90
105
120
150
150
140
140

16
16
22
22
24
24
24
24
24

20
20
22
22
24
24

12
35
40
40
45
50
55

30
65
70
75
80
90
100

50

40
70
90

Ａ又

はＢ

最大

軸径
Ｂ

最大

軸径
Ｂ

最大

軸径

※1　千鳥打ちとした場合

突合せ継手の開先標準 ( 溶接継手記号 B )
（単位：mm）

Ｈ

１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）１（片面溶接）

ｔ≦6 ｔ≦12

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

Ｇ＝ｔ

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

　　　千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は，表1.2による。

　　　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は，表1.3による。

　　　縁端距離及びボルト間隔は，表1.1による。

※1

構造関係共通事項（鉄骨標準図）

D1＝2(t－2)/3

D2＝(t－2)/3

D1＝(t－6)/2

D2＝(t－6)/2

1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10

S＝ｔ

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦101/4t≦S≦10

D1＝2(t－2)/3

D2＝(t－2)/3
D1＝(ｔ－6)/2

D2＝(ｔ－6)/2

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10 1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10
1/4t≦S≦10

D1＝(t－2)/2

D2＝(t－2)/2

D1＝(t－6)/2

D2＝(t－6)/2

D1＝2(t－2)/3

D2＝(t－2)/3

１.１　縁端距離及びボルト間隔等

１.２　溶接継手の種類別開先標準

1/4t≦S≦10

1/4t≦S≦10

１.３　鋼管分岐継手詳細

１.４　鉄骨溶接施工

（１）縁端距離及びボルト間隔

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

及びセルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接
(　　　　　　　　    )

及びセルフシールドアーク溶接
被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接(　　　　　　　　    )

(　　　　　　　　    )及びセルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接

隅肉溶接のサイズ

隅肉溶接の開先標準 ( 溶接継手記号 F )

２（両面溶接）１（片面溶接）

ｔ≦16 ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：mm）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接） （２）エンドタブ

70以上

35以上

38以上

自 動 溶 接

半自動溶接

手　溶　接

溶接方法

（単位：mm）

裏当て金の溶接

12以上

9以上

6以上

t

（単位：mm）

半自動溶接

自 動 溶 接

手　溶　接

溶接方法

9

5

S

（単位：mm）

t＞9

t≦9

裏当て金の厚さ

溶接のサイズ

スニップカット

　　　改良型スカラップ

　　　従来型スカラップ

t

Sc

12

14

6 9

10 12 15

16以上

裏当て金の厚さ

エンドタブの長さ

1 2

　　　　スカラップ半径Srは35mmとする。

ただし，既製形鋼のスニップカットについては，

Sc＝r+2により求めるものとする。

スニップカットの寸法 （単位：mm）

（３）裏当て金

　（４）スカラップ

　　　（ア）スカラップ半径 Sr　は35mmとする。Sr　は10mmとする。

　　　（イ）スカラップ円弧の曲線は，フランジに滑らかに接するように加工し，複合円は滑らかに仕上げる。

　（５）スニップカット

　　（ア）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

　（６）溶接部分の段差

（ア）裏当て金の組立溶接は，接合部に影響を与えないように，エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い，

部分溶込み溶接の開先標準 ( 溶接継手記号 P )

重ねアーク溶接（フレア溶接）の開先標準 ( 溶接継手記号 FL )

（１）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は，母材と同等とする。

　　　エンドタブの形状は母材と同厚，同開先のものとする。

　　　梁フランジ両端から10mm以内の位置には行ってはならない。

（イ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

S

　　（ア）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10mmを超える場合又は低応力高サイクル疲労を受ける場合。

　　　による。構造図がなければ，ボルト軸径の2.5倍以上とする。

　　　また，アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

　　　ただし，引張材の接合部分において，せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は，構造図

溶接記号、溶接の補助記号  凡例

区 分

現場溶接

全周溶接

全周現場溶接

断続溶接の長さ及び間隔

補助記号

L - P

溶接面

溶接継手

溶接方法L - P

断続溶接の間隔

断続溶接の長さ



F F

F

F

（自然開先）
F

F

T

F

F

 1

 1

  2  1

 1

  2

  2

  2

2

1

100
以上

Ｈ Ｄ

100
以上

φH

50

50
50

20

tf

LC

tw pt

0～50～5

e

100以下 B

φ
fft t

60° 60° 0～5 0～5
LC

L LbLa

鋼材の種類
（℃）（kJ/cm）

入熱 パス間温度
溶接材料規格

JIS Z 3313

JIS Z 3214

JIS Z 3211 350以下

450以下

450以下

350以下

350以下

40以下

40以下

40以下

30以下

30以下

JIS Z 3312

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

YGW-11，15

YGW-18，19

　（７）鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

１.６　梁貫通孔補強

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は，次による。

　（ア）貫通孔の内径寸法は，鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリートの梁せいの1/3以下とする。

　（イ）貫通孔間隔は，両側の貫通孔径の平均値の，鉄骨造で2倍以上，鉄骨鉄筋コンクリート造で3倍以上確保する。

　　　梁貫通孔の位置の限度　（単位：mm）

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：梁せい

φ：貫通孔内径寸法

　(φ≦H/2，かつ，φ≦D/3)

（２）貫通孔の補強方法は，構造図による。

　　　　（ア）補強プレートが16mm以上となる場合は，必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

　　　　（イ）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

　　　補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は，以下による。

　　　　補強プレート法

補強プレート

　　　　補強トラス法

　　　　　スリーブの取付けは，全周隅肉溶接とする。

   は３φ又は 　のうち小さい方とする。   (ｅ≧Ｈとする)

ｅ：材端と補強プレートの間隔

補強トラス

引張強さ570MPa以上のものを除く

引張強さ570MPa以上のものを除く

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3214

350以下

350以下

250以下

350以下

250以下

40以下

30以下

30以下

40以下

40以下

JIS Z 3211

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

YGW-11，15

YGW-18，19

引張強さ570MPa以上のものを除く

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

250以下

350以下

250以下

250以下

250以下

350以下

30以下

30以下

30以下

40以下

40以下

JIS Z 3313

30以下

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

YGW-18，19

YGW-11，15

YGW-18，19

YGW-18，19

１.５　重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は，ビートの始点（La）及びクレーター（Lb）

を除いた長さとする。

Ｌａ及びＬｂは1d（軽量形鋼については1S）以上

　d：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

　S：溶接のサイズ

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

520N級炭素鋼

490N級炭素鋼

(STKR及び

400N級炭素鋼

(STKR，BCR及び

　BCPに限る。)

G49A0U-CCJ

G49A0U-NCC，NCCT等

G49A0U-CCJ

G49A0U-NCC，NCCT等
JIS Z 3315

JIS Z 3315

400N級炭素鋼

(STKR，BCR及び

　BCPを除く。)

490N級炭素鋼

(STKR及び

BCPを除く。)

40以下 350以下

40以下 350以下

1 2

１.７　その他

（１）広幅平鋼の取扱い

　　　BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは，PL表記であっても FB又はPLとする。

（２）フィラープレートの材質

　　　フィラープレートを使用する場合，材質はSS400とする。

（３）もや，胴縁類の取付け用ボルト

　　　もや，胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト結合とする場合は，二重ナットとする。

BCPに限る。)

引張強さ570MPa以上のものを除く



BP定着板
BP定着板

d d

d

c

c

50 W 5065

50 W 50

T

R

438
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-

-
-
-

-

-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

35-16F4
35-19F4
35-22F4
40-16F4
40-19F4
40-22F4

45-19F4
45-22F4
45-25F4
50-19F4
50-22F4

55-28F4
55-32F4
60-19F4

45-16F4

50-25F4
50-28F4
55-19F4
55-22F4
55-25F4

60-22F4
60-25F4
60-28F4
60-32F4
65-22F4
65-25F4
65-28F4
65-32F4
70-22F4
70-25F4
70-28F4
70-32F4
75-22F4
75-25F4
75-28F4
75-32F4
80-25F4
80-28F4

708 - -599
737 - -628

- -737 628
- -737 628
- -785 676
- -757 648

- -777 668
- -777 668
- -771 662
- -771 662
- -787 678

- -867 758
- -867 758
- -887 778

- -767 658

- -827 718
- -827 718
- -821 712
- -821 712
- -955 846

- -881 772
- -1005 896
- -1005 896
- -927 818
- -927 818
- -921 812
- -1085 976
- -1115 1006
- -1115 1006
- -1105 996
- -1105 996
- -1165 1056
- -1165 1056

55-28F3
55-32F3
55-36F3
55-40F3
60-19F3
60-22F3

60-28F3
60-32F3
60-36F3
60-40F3
65-22F3

70-22F3
70-25F3
70-28F3

60-25F3

65-25F3
65-28F3
65-32F3
65-36F3
65-40F3

70-32F3
70-36F3
70-40F3
75-22F3
75-25F3
75-28F3
75-32F3
75-36F3
75-40F3
80-25F3
80-28F3
80-32F3
80-36F3

-
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -

541
459
586
591
611
608
641

668
668
668

708
708

661

668
701

208
238
257
287
264
259
367
334
329
427
432
379
477
482
502
499
532
552
559
559
559
559
592
599
599

-

-
-

638

-
-

-

-

379
409
420
450
433
438

503
508

558
40-25F3
45-16F3
45-19F3
45-22F3
45-25F3
45-28F3
50-19F3
50-22F3
50-25F3
50-28F3
50-32F3
50-36F3
55-19F3
55-22F3
55-25F3

-
-
-
-
-
-

170
200
230
230
280
290
142
340
220

-
305

367
288
318
337
367
344
339
476
414
409
536 -

-

459
489
500
530
513
518

583
588

30-16F2
30-19F2
35-12F2
35-16F2
35-19F2
35-22F3
35-25F3
40-16F3
40-19F3
40-22F3

標準

250
280
310
310
360
370
222
420
300

-
-
-
-
-
-

-
385

447

記号

15-12F2
17-12F2
20-09F2
20-12F2
25-09F2
25-12F2
25-16F2
30-09F2
30-12F2

35-25F3
35-19F4,35-22F4
40-22F3,40-16F4
40-25F3,40-19F4,40-22F4
45-19F3,45-16F4
45-22F3,45-19F4
45-25F3
45-28F3,45-22F4,45-25F4
50-19F3
50-22F3
50-25F3,50-28F3,50-32F3

55-19F3
55-22F3,55-25F3,55-28F3

ベースパック記号 ベースパック記号
55-32F3,55-25F4
55-36F3,55-40F3,55-28F4,55-32F4
60-19F3
60-22F3,60-19F4
60-25F3
60-28F3,60-22F4 
60-32F3,60-25F4
60-36F3,60-40F3,60-28F4,60-32F4 
65-22F3
65-25F3
65-28F3,65-22F4,65-25F4 
65-32F3,65-36F3,65-28F4 
70-22F3
70-25F3,70-22F4
70-28F3 
70-32F3,70-25F4
75-22F3,75-25F3
75-28F3,75-22F4

D
885
899
895
905
915
925
939
953
935
975
989
1003
1015
1029
1049
1063
1089
1103

E
625
639
695
645

813
829
773

679
663
675
715
729
713
755
769
789

655
665

565
575
625
630
675
680
700
714
730
750

774

790

814

D
365
375
425
430
475
480
500
514
530
550

574

590

614

E

ベースパック記号
65-40F3,65-32F4
70-36F3,70-28F4
70-40F3,70-32F4
75-32F3,75-25F4
75-36F3,75-40F3,75-28F4,75-32F4
80-25F3
80-28F3
80-32F3,80-36F3,80-25F4,80-28F4 

D
1047
1097
1105
1177
1215
1178
1197
1265

E
757
807
795
887
905
918
907
955

溶接
方法

図
許容差

開先角度α1(°)

許容差T(mm) 標準値 許容差

ルート面R(mm)ルート間隔G(mm)

被覆アーク溶接

-2,+1
(-2,+2) α：45

(-3,+∞)
-2,+∞

６～
-2,+1
(-2,+2)

α：35-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

α：45-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

α：35-2,+∞
(-3,+∞)

下向き

下向き

溶接
姿勢標準値標準値

2

2

2

7

9

6

7

６～

2

518
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-

-
-
-

-

-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

339
486
486
536
541
541
586
591
608
608
668
668
668
668
708
708
737
737
737
757
777
777
771
771
827
827
821
955
867
881
1005
1005
921
1085
1115
1115
1165
1165

259
377
377
427
432
432
477
482
499
499
559
559
559
559
599
599
628
628
628
648
668
668
662
662
718
718
712
846
758
772
896
896
812
976976
1006
1006
1056
1056

BP定着板(4本タイプ) BP連結定着板 

BP定着板(12本タイプ) 

BP連結定着板  BP定着板(12本タイプ)

BP定着板(16本タイプ)

 呼び A B (e)

MD27 22 41 47
MD30

24 46 53

MD33
26 50 58

MD36
29 55 64

MD39 31 60 69

記号 a1 a2 ｃ ｔ Φｄ

PM27 32 42 101 18 28
PM30 32 42 101 18 31
PM33 35 45 110 18 34
PM36 35 45 110 18 37
PM39 38 48 118 18 40

記号 ａ ｃ ｔ Φｄ

PA48 102 133 22 49
PA52 110 140 22 53
PA56 116 147 22 58
PA60 122 153 22 61
PA64 128 159 22 65

記号 ａ ｃ ｔ Φｄ

PE35 86 118 18 40
PE38 90 125 22 43
PE41 96 128 22 46
PE51 116 147 22 58

MD27 55 28 9 - - - -
MD30 55 31 9 50 163 31 6
MD33 60 34 9 61 174 34 6
MD36 65 37 12 67 180 37 6
MD39 80 40 12 - - - -

 呼び 

B C Φｄ ｔ2 ΦD Φｄ ｔ1

ΦD Φｄ ｔ1 ΦD Φｄ ｔ1

A Φｄ ｔ1 B C Φｄ ｔ2

D35H 61 195 31 12 - - -
D38H 65 199 34 12 65 34 6
D41H 72 206 37 12 70 37 6

D51L,D51H - - - - 84 46 9

M48 85 60 6 - - -
M52 95 60 9 - - -
M56 105 75 12 118 75 12
M60 119 75 16 137 75 16
M64 133 75 16 145 75 22

D35H
D38H
D41H
D51L
D51H

490
490
490
390
490

875
1030
1085
1110
1220

L

55
60
60

b

M30
M33
M36

d

70 M45

呼び

M48
M52
M56
M60
M64

600
600 
600
600
600

1100
1195

1275,1395
1350,1475
1430,1495

L ｂ

140
155
160
170
175

呼び
異形部

(N/mm )
L X ｂ呼び

2

MD27 D29 490 4 650 45
4

4

4

490 4

8
695

60

665

700
770
830

8

8
D41MD39

MD30 490D32 45

MD33 D35 490 45

MD36 D38 490 60

770,810

690,735

128
133
50

50
130
50

98,135

95,140

呼び

 呼び
A A1

B (e)

D35H 42 28 60 69
D38H 45 30 65 75
D41H 48 32 70 80
D51L
D51H

60 40 80 92

 呼び
A A1

B (e) dw

M48 38 29 75 87 59
M52 42 31 80 92 59
M56 45 34 85 98 74
M60 48 36 90 104 74
M64 51 38 95 110 74

標準
寸法Ｘ

標準
内法寸法Ｗ

記号 標準 標準記号 標準
寸法Ｘ内法寸法Ｗ 寸法Ｘ内法寸法Ｗ

 呼び 

 呼び (N/mm )2 (N/mm )2

50-36F3,50-19F4,50-22F4
50-25F4,50-28F4

55-19F4,55-22F4

M27

M30

M33

M36

M39

呼び

D51L
36 70 81M45

D51H

D41H

D38H

D35H

ベースパック
柱脚工法 設計施工標準図 1/2



㎜ ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜ ㎜㎜ ㎜ ㎜㎜

 □-800×800 用

C1,C2 12

※3/3は対象外のため削除
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ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

2

*5

*2

*5

2

*6
2

2
2

2

 

2

□

2
2

2

2

注：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2



ピット及び基礎 S=1/100

１階伏図 S=1/100 Ｒ階伏図 S=1/100

２階伏図 S=1/100

ピット

25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

7
,
0
0
0

25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

7
,
0
0
0

25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

7
,
0
0
0

25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

7
,
0
0
0

1
,
5
0
0

特記事項

・梁天端       : RBL±0 (A通り),RBL-210 (B通り)

・屋根ブレース : HV1

特記事項

・スラブ天端   : 2FL±0

・梁天端       : 2FL-130

特記事項

・スラブ天端   : 1FL±0

・梁天端       : 1FL-250

              : ( )内は1FLからの梁天端レベルを示す

・腰壁         : W15

特記事項

・基礎形式   : 直接基礎 (ベタ基礎)

・支持層     : 玉石混じり砂礫層

・設計地耐力 : Rf=100kN/㎡ (長期) (※平板載荷試験実施)

・底盤符号   : FS30

・底盤の上に土埋め戻し (1階スラブ下まで)
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向
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260260

壁芯 壁芯

壁
芯

壁
芯

20kNﾎｲｽﾄﾚｰﾙ : I-300x150x10x18.5

Y

X

Y

X

油庫基礎

(別紙による)

溜め枡 300x300x100H



B 通り軸組図 S=1/100
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A 通り軸組図 S=1/100
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2 通り軸組図 S=1/100 6 通り軸組図 S=1/100
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1 通り軸組図 S=1/100 3,4,5 通り軸組図 S=1/100
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軸組図  特記事項

・                : 梁天端増打ちを示す

・腰壁            : W15
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,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

胴縁 @900

胴縁 @900 胴縁 @900

胴縁 @900

P2

HB1

HB1

260 260

260 260 260 260

260260260 260

260260

壁芯 壁芯 壁芯

壁芯壁芯壁芯 壁芯

壁芯

壁芯 壁芯

壁芯壁芯

※ 大梁JOINT長さは 柱芯より1,000とする。

※ 大梁JOINT長さは 柱芯より1,000とする。 ※ 大梁JOINT長さは 柱芯より1,200とする。 ※ 大梁JOINT長さは 柱芯より1,200とする。

※ 大梁JOINT長さは 柱芯より1,200とする。※ 大梁JOINT長さは 柱芯より1,200とする。



地中梁リスト  S=1/30

符  号

位  置

上 端 筋

スタ－ラップ

下 端 筋

腹  筋

備  考

断  面

FG1

全断面

3-D25

3-D25

□-D13@200

10-D13

1FL

500

2
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
5
0

FG2

全断面

FG11

全断面

FG12

全断面

4-D25

4-D25

□-D13@200

10-D13

4-D25

4-D25

□-D13@200

10-D13

FB1 B1

外端・中央

4-D22

4-D22

□-D13@200

10-D13

4-D22

4-D22

□-D13@200

2-D13

400

2
5
0

7
0
0

符  号

位  置

上 端 筋

スタ－ラップ

下 端 筋

腹  筋

備  考

断  面

1FL

FG13

全断面

4-D25

7-D25

□-D13@200

10-D13

3-D25

3-D25

□-D13@200

10-D13

内 端

5-D22

4-D22

4/1

特記なき限り  幅止め筋 : D13@1,000

使用材料

・コンクリート強度 : Fc24

・鉄  筋           : SD295(D10～D16),SD345(D19～D25)

500

2
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
5
0

500

2
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
5
0

500

2
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
5
0

500

2
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
5
0

4/3

400

2
5
0

1
,
8
0
0

5
0

1
5
0

B2

端 部 中 央全断面

5-D22

4-D22

□-D13@200

2-D13

4-D22

5-D22

400

2
5
0

7
0
0

1/4

4/1

B3

全断面

4-D22

4-D22

□-D13@200

2-D13

400

2
5
0

7
0
0

符  号

S1

スラブリスト

版 厚

200

短辺方向配筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

位  置

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

備  考

D13    @200

D13    @200

D13    @200

D13    @200

(主筋方向)

長辺方向配筋

(副筋方向)

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

FS30 300
D16    @150

D16    @150

D16    @150

D16    @150

幅止め筋:D13@1,000

S2 200
D13    @200

D13    @200

D13    @200

D13    @200

S3 250
D13    @200

D13    @200

D13    @200

D13    @200

1
5
0

GL
1FL

梁天端増打ち,腰壁(W15)配筋図
L
2

2
5
0

150

1
,
0
0
0

1-D13

補強筋 D19@250

Str.と同径,同ピッチ

タテ:D13@200

ヨコ:D10@200

壁芯

7575

260

35

KBM 73.03m

柱 状 図
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入
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標 準 貫 入 試 験

Ｎ　　値
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孔内水位

2.85

埋 土0.60 0.6072.43
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17

0.30 0.9072.13

5.95 6.8566.18

2.85 9.7063.33

0.80 10.5062.53

GL (+73.129)

支持層

ローム

砂質礫
玉石混

砂質礫

砂質礫
ｼﾙﾄ混

300x300

溜め枡断面配筋図

増打ち部

D13@200

1
0
0

3
0
0

 令和8年度

 長泉第1浄水場倉庫建設工事



柱リスト  S=1/20

C1符  号

柱 脚

備  考

主  筋

フープ

備  考

柱 型

520 x 520 x 32

2 階

1 階

□-300x300x12 (BCR295)

□-300x300x12 (BCR295)

備 考

C2

8-M30(BPM-SD490)

ベースパック 30-12F2

□-300x300x12 (BCR295)

□-300x300x12 (BCR295)

80 260 80
8
0

2
6
0

8
0

520
5
2
0

∅5
0

50 50
5
0

5
0

80 260 80

8
0

2
6
0

8
0

520

5
2
0

∅5
0

50 50

5
0

5
0

520 x 520 x 32

8-M30(BPM-SD490)

ベースパック 30-12F2

7
0
0

700

16-D25

□-D13@100

5
7
0
以
上

1
3
5

3
0

5
0

9
0
以

上

40 220 40

300

4
5
0

5
7
0
以
上

1
3
5

3
0

5
0

9
0
以

上

40 220 40

300

4
5
0

7
0
0

700

16-D25

□-D13@100

1
0

8
0

4
0

4
0

P1

H-194x150x 6x 9 (SN400B)

H-194x150x 6x 9 (SN400B)

P2

H-148x100x 6x 9 (SN400B)

H-148x100x 6x 9 (SN400B)

B.PL-16x200x250

2-M20 L=600 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締

B.PL-16x200x200

2-M20 L=600 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締

200

40 120 40
200

40 120 40

2
5
0 1
2
5

1
2
5 2
0
0 1
0
0

1
0
0

194

140

40 60 40

2-M20

G.PL-9

1
0

1
4
0

4
0

4
0

148

2-M20

G.PL-9

6
0

80

40 40

F2F2

接合詳細 接合詳細

25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

柱キープラン

C1 C1

C1 C1 C2 C2 C2 C2

C2C2C2C2

鉄骨大梁リスト  S=1/20

符  号

部  材

備  考

取合
ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

断 面

特記なき限り  H.T.B S10T  S.PL SN400B  ,○印はSN490Bを示す。

符  号

部  材

備  考

取合
ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

断 面

RG1,RG11,RCG1 RG12

H-340x250x 9x14 (SN400B)H-350x175x 7x11 (SN400B)

外S.PL-9,内2S.PL-9   4-M20

 2S.PL- 6   3-M20

外S.PL-12,内2S.PL-12   6-M22

 2S.PL- 9   3-M22

2G1,2G11 2G12

H-340x250x 9x14  (SN400B)H -450x200x 9x14 (SN490B)

外S. PL -12,内2S. PL -12   8-M20

 2S. PL - 9   2x3-M20

175

3
5
0

1
7
5

1
0
5

290

140

10

40
60

40

3
5
0

2
6
0

4
0

2
@
9
0
=

1
8
0

4
0

250

3
4
0

3
4
0

2
0
0

2
5
0

1
5
0

410

200
10 40

2@60=

120 40

170

80
10
40 40

170

80
10
40 40

4
0

2
@
6
0
=

1
2
0

4
0

外S.PL-12,内2S.PL-12   6-M22

 2S.PL- 9   3-M22

200

4
5
0

2
0
0

1
2
0

530

260

10 40

3@60

=18040

4
5
0

3
2
0

4
0

2
@
1
2
0
=

2
4
0

4
0

290

140
10
40
60 250

3
4
0

3
4
0

2
0
0

2
5
0

1
5
0

410

200
10 40

2@60=

120 40

170

80
10
40 40

4
0

2
@
6
0
=

1
2
0

4
0

40



1
3
0

8
0

5
0

1
0
0

B≦250

頭付スタッド

φ16@300

QL-99-50-12

DS1 詳細図  S=1/20

D10@200

※コンクリート強度 : Fc24

2FL

25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

RG1 RG1 RG1 RG1 RG1

RG1RG1RG1RG1RG1

ホイストレール キープラン

印は ホイストレール支持位置を示す。

A B

7,000

RBL(水上)

650 6505,700

1
F
L
+
5
,
6
0
0

1
,
0
6
0

1
F
L
ま

で
 
6
,
6
6
0

RG12

クレーンレール詳細図  S=1/20

150

90

2
9
0

4
0

6
0

4
0

1
0

1
4
0

aa

20kNﾎｲｽﾄﾚｰﾙ : I-300x150x10x18.5

PL-12 H.T.B 4-M16

注) 溶接記号の説明は S-7 図参照の事
使用材料

・鉄骨一般 : SS400

・H.T.B    : S10T

4
0
5

290

2
2
5

290

F2
F2

T1

T1

3
4
0

1,200

J

1,200

J

175

a - a 矢視図

( 1 通り)

RG11

H.T.B 2x4-M16

H.T.B 4-M16

PL-12x300x290

PL-12x300x150

PL-9

PL-9
PL-9

20kNﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

I-300x150x10x18.5

ストッパー

2Ls-75x75x6

Rib.2PL-6 H.T.B 2-M16

(位置はメーカーと

 協議の上決定のこと)

2
2
5

4
0
5

250

a - a 矢視図

( 6 通り)

RG12

H.T.B 2x4-M16

H.T.B 4-M16

PL-12x300x290

PL-12x300x150

PL-9

PL-9
PL-9 2

2
5

4
0
5

300

10

2
0
0

a - a 矢視図

( 2 ～ 5 通り)

H.T.B 2x4-M16

2PL-9x300x200

F2

(175)

250

RG12(RG11)
H.T.B 4-M16

PL-12x300x290

PL-12x300x150

PL-9

PL-9
PL-9 2

2
5

4
0
5

※ 株式会社キトー　2tローヘッドクレーン同等品 とする。(S-18図 参考図 参照)

鉄骨部材リスト  S=1/20

符  号

部  材

備  考

取合
ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

断 面

SB35 V1

H-350x175x 7x11 (SN400B)

特記なき限り  H.T.B S10T  G.PL SN400B  

G.PL-9 4-M20

[-100x 50x 5x7.5 (SS400)

SB25

H-250x125x 6x 9 (SN400B)

G.PL-6 3-M16

3
5
0

10 80

4040

2
6
0

4
0

6
0

4
0

6
0

6
0

2
5
0

2
0
0

4
0

6
0

4
0

6
0

10 140

4040 60

1
0
0

G.PL-6 2-M16

HB1

H-194x150x 6x 9 (SN400B)

1
9
4

10 80

4040

1
4
0

4
0

4
0

6
0

G.PL-6 2-M16

10 80

4040

胴縁

C-100x50x20x2.3 @900 (SSC400)

PL-6加工 , 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

5
0

100

25 50 25

260

壁芯

HV1

1-M24 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付 (SS400)

G.PL-12  2-M20

250

100

40 60
40
10

FB-75x9

1
1
2
以

上

FB-75x9



GL

1FL

2FL

RBL(水上)

1
5
0

3
,
5
0
0

3
,
1
6
0

7,000 7,000

A 通り鉄骨詳細図  S=1/202 通り鉄骨詳細図  S=1/20

共通事項

・ダイヤフラムは SN490Cとする。

・溶接に関しては全て工場溶接とする。

・JOINT部の詳細については大梁リスト参照の事。

通しダイヤフラム厚さ一覧表 (SN490C)

大梁フランジ厚さの2サイズUPとする。

フランジ厚さ  ダイヤフラムPL

    14              19 mm

    18              22 mm

    24              28 mm

※RG1,RG2梁せいの差は10mmなので

  下端PL厚さは最大厚さ22mmを足して32mmとする。

H-450x200x 9x14 (SN400B)

H-350x175x 7x11 (SN400B)

H-350x175x 7x11 (SN400B)
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T1

T1

T1
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1,000

J

1,200

J

1,200

J

F2 RG1
RG11

2G11 2G1

1C1

2C1

1C1

2C1

1C1

2C1

F2

T1

T1

F2

T1

T1

T1

T1

T1 T1

1
3
0

4
5
0

3
5
0

RCG1

1,500

H-350x175x 7x11 (SN400B)

1
3
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4
5
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2
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B.PL下端

B.PL下端

H -450x200x 9x14 (SN490B)



部材名
土留め壁(鋼矢板)

計

寸法
III型

単位
m

数量
420.000

単位質量

対象構造物

掘削面積

掘削深さ

水位

土圧

水圧

地表面上載荷重

切ばりの温度軸力

安定計算

断面計算

橋脚

6.750m × 27.670m

71.029m

WL＋70.180m

側圧係数法

断面計算用土圧

台形

10.00kN/m2

主要部材数量表

設計条件

III型
L=6000

   TP＋73.629

WL=TP＋70.180

GL=TP＋73.129

   TP＋71.029

   TP＋67.629

III型
L=6000

A
A

27670

35

KBM 73.03m

柱 状 図

標

尺

ｍ

標

高

ｍ

層

厚

ｍ

深

度

ｍ

土
質
区
分

中
心
深
度
ｍ

打
撃
回
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貫
入
量

cm

標 準 貫 入 試 験

Ｎ　　値

0 10 20 30 40 50 60
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孔内水位

2.85

埋 土0.60 0.6072.43

20

50

50

25

50

50

50

50

17

0.30 0.9072.13

5.95 6.8566.18

2.85 9.7063.33

0.80 10.5062.53

GL (+73.129)

支持層

ローム

砂質礫
玉石混

砂質礫

砂質礫
ｼﾙﾄ混

仮設平面図（参考図） S=1/100

敷地境界線

資材倉庫

A-A断面図（参考図） S=1/100
－

雨水排水路

※この「参考図」は、入札参加者の適正かつ迅速な見積りに資するための資料であり、
  設計図書ではない。
　したがって、「参考図」は請負契約上の拘束力を生じるものでなく、
　受注者は施工条件（地質条件）を十分考慮して、仮設、施工方法、安全対策等、
　工事目的物を完成させるための一切の手段について受注者の責任において定めるものとする。
　なお、この「参考図」の有効期限は、この工事の入札日までとする。

備考質量
60.0kg/m 25.200t



倉庫 屋外

資材倉庫 地上2階

（1）屋　　内 　汚水管　　　　 　   ○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質ポリ塩化ビニル管

　　　　　　　　雑排水管　　　　　　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質ポリ塩化ビニル管

　　　　　　　　通気管　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）　　●硬質ポリ塩化ビニル管

（2）屋　　外 　第一桝まで　　　　　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質ポリ塩化ビニル管

　●硬質ポリ塩化ビニル管

AM-1



換気設備　系統図



１階平面図 　　S=1/50
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２階平面図　　 S=1/50
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A-A 断面図　 S=1/50
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B-B 断面図    S=1/50
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C-C 断面図   S=1/50
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給排水衛生設備　系統図

AM-6



１階平面図　　 S=1/50
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平成　　年　　月（全　　　枚）
工事設計図

階　　　　数
消防法施行令

別 表 第 一
備　　考

延 べ 面 積
構　造建　物　名　称

工建物別及び屋外 事 種 別

屋　外

一式

一式

工　事　種　目

● 電灯設備

● 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 発電設備

○ 構内情報通信網設備

○ 構内交換設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

○ 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 監視カメラ設備

○

○

○

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 自動火災報知設備

○ 中央監視制御設備

○ 情報表示設備

○ 構内通信線路

○ テレビ電波障害防除設備

○

● 構内配電線路

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

定調達品目「公共工事」の品目

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

（１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　・照明制御システム　　　・変圧器

　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

次の１）から５）を満たすものとする。

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　外のものを使用する。ただし、該当する機材等がない場合は、第三種のものを使用するもの

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

し、監督職員に報告する。

　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定室内空気中の化学物質の

電源周波数

電気工作物の種類 　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

　・50Hz　　・60Hz

電気保安技術者

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「○○制定の○○○○

事業用電気工作物保安規程○○」に定める工事担当技術者（監督職員）の職務を補佐し、電気工作

　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

電気工事士

工事用電力・水等 　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用

　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

　・本工事で設置とする。

　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

監督員事務所 　・設けない　　・設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。

　構内につくることが　　・できる　　・できない

足場、さん橋類 　・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

○グリーン購入法

●

○

●

●

○

●

●

○

●

●

●工事写真・完成図

　・完成図のCADデータの提出　　　・要　　　・不要

発生材の処理

残土処理

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　・現場説明書による。

　・有（・蛍光ランプ　　　　　　　　　　　　   　 　　　 　　　　　　　）

　・有（ PCB使用機器 :   　　　　　　　　　  　　　　　 　　　　　　　）

　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

　・有（・金属類　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　）

　・現場説明書による。

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

１）引渡しを要するもの

２）引渡しを要するもの以外

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

○

○

重要機器

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器

・　特定の施設

一般機器

・　一般の施設

地下・1階

耐震施工

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

設計用標準水平震度

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

１）設計用水平地震力

　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」○

設置場所

呼び線

金属製電線管の塗装

電線本数、管路など

　下記の露出配管は塗装を行う。

　・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監●

●

●

発信機

表示灯

副受信機

警報ベル

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

機器収容箱

連動制御器（自動閉鎖）

復帰ボタン（　　  〃　　 ）

廊下表示灯（　　  〃　　 ）

　　　〃　　　（都市ガス）　

〃

〃

〃

〃

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

取付高さ

親時計

開閉器箱

ブラケット（一般）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

アッテネータ

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　（多機能トイレ）

引込開閉器箱（低圧）

分電盤､OA盤、制御盤､実験盤

電磁開閉器用押しボタン

子時計､スピーカ

端子盤（EPS・電気室）

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

床上～中心

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

地上､床上～中心

床上～下端

地上～中心

地上～給油口

床上～中心

〃

〃

〃

名　　　　称 測　　　点

施工図等の取扱い

●

●

施工調査 　・事前調査

　　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

　　調査範囲（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。

　　調査方法（　／　）図による。

　・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

仮設備工事 　仮電源　　（・受変電　　・発電　　　・　　　　　）

　仮設備期間（・図示　　　・　　　　　・　　　　　）

　養生範囲　（　／　）図による。

　養生方法　（　／　）図による。

記号 　仕　　　　　　様

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6 UTPケーブル(UTP-CAT6/F)

電線類

○

○

●

〇

該当する機材等ホルムアルデヒドの放散量

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS適合品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

仕様書

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．共通仕様

2．特記仕様

Ⅱ．工事仕様

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

1）項目は●印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

機材

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

①JIS及びJASのF☆☆☆品

　・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.2.2によるほか下記による。

　　　重要機器

　　　上層階の定義は次による。

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

　　・配電盤　・発電装置            ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　13階以上の場合は上層4階とする。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

２）設計用鉛直地震力

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般）

コンセント（車庫）

ガス漏れ検知器（LPガス）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上）

取付高［mm］

　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

養生

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

　工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

（m ）2

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

　測定数　　　　　　箇所以上○非常用の照明装置の

照度測定箇所数

コンセント●

●

　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

　フラッシュプレート　　　・金属製　　　・樹脂製プレートの材質

○

地中線の埋設標

天井仕上げ表示

接地極　

　・鉄製（　　箇所）　　・コンクリート製（　　箇所）

　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

・

・

・

・

・

・

・

・

・ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－  組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

・

EB（14φ）×3連－ 2組

接　　地　　極接地の種類 記　　号 接地抵抗値

EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

●

○

○

・ Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

・ Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

　図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、(10φ)はW＝30、L=900、(14φ)はW＝40、

　接地極の材料は下記による。

A. D

A. C. D

A

B

LH

LL

t

At

Dt 

LA

0

D

C

高圧避雷器

低圧避雷器

共同接地

共同接地

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

Ｄ種接地

雷保護用

交換機用

通信用

通信用

測定用

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。

【備考】（天井高）　　及び（天井高）　　は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。

900

1,800

2,000

1,800

1,500

1,500

300

800～1,500

800～1,500

800～1,500

1,300

1,300

標準図による。

（天井面）-200

2,500

150

1,300

1,100

300

150

150

800

1,500

1,500

1,500

1,300

500

800

600

1,000

1,500

1,500

1,300

1,500以上

1,000以下

2,100

（上端1,900以下）

（天井高）

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準図」という。）による。

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　て少ないものとする。

　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　が極めて少ないものとする。

　　させない材料使用

　　させない塗料使用

　　させない塗料等使用

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

は、請負者の負担とする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類（※1）

機器

防振支持の機器

水槽類（※1）

機器

防振支持の機器

水槽類（※1）

インバータ装置の

規約効率

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

電動機出力（kW）

規約効率（％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5

95.5

22

95.5

30

95.5

37

95.5

45

95.5

　　　　　（2）規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　【備考】（1）規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

○ 化学物質を放散させる

濃度測定

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

　　測定対象室　　・　図示　　　　　・

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　・

L=1,200としても差し支えない。（雷保護用を除く。）

　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・EB（14φ）×  連－  組

　・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

・

・

よるほか、監督職員の指示による。

・

　　　×0.9

（天井高）　　　×0.9

（天井高）　　　×0.9

（天井高）　　　×0.8

×0.9 ×0.8

電話引込口の

保安器
100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）ＥLt

JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用ツイストペアケーブル」EM－UTP

(EM－UTP5)

(EM－UTP6)

(EM－UTP6A)

耐燃性ポリオレフィンシース カテゴリ5e UTPケーブル(UTP-CAT5E/F)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6A UTPケーブル(UTP-CAT6A/F)

床上～中心コンセント（車椅子用） 900

(壁面取付の場合）

　・非破壊検査　撮影枚数　　　　枚以上

機材等

　　　とする。

　・要　　　・不要

物の保安の業務を行うものとする。

　　　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

・

・

・

2階建（地上2階）倉庫+油庫 S造 3514.24 (14項) 新設工事

防災倉庫

○

○

○ ○

○ ○

○

一式

○

○

長泉第1浄水場倉庫修正設計業務委託

静岡県長泉町納米里地内





照明器具姿図



資材倉庫

上部庇

備品倉庫(1)

備品倉庫(2)

鋼製棚新設
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00

１階平面図 S=1/100 ２階平面図 S=1/100
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断面図 S=1/100

電灯設備　平・断面図

掘削図 S=No Scale

資材倉庫
吹抜資材倉庫
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１階平面図 S=1/100 ２階平面図 S=1/100
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断面図 S=1/100

コンセント設備　平面図

資材倉庫

上部庇

備品倉庫(1)

備品倉庫(2)

鋼製棚新設
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7
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吹抜資材倉庫

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

7
,0
00



電灯・動力設備　結線図



１階平面図 S=1/100 ２階平面図 S=1/100

動力設備　平面図

資材倉庫

上部庇

備品倉庫(1)

備品倉庫(2)

鋼製棚新設

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

7
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吹抜資材倉庫
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（電灯動力幹線・外灯設備）

S=1:100場内 平面図(改修後)

改
修
後

幹線設備　平面図



主幹盤　結線図


